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　いわゆる剣と魔法のファンタジー世界。

　勇者である俺は、天から堕おちてきた秘宝ボトル・オブ・コークを手に、地の果てへと旅をしていた。この秘宝は大いなる力を持っていたが、同時にその力は世界に災いをもたらすという……。

　秘宝を地の果てに捨て、世界を守ることができるのは、勇者である俺だけなのだ！

　だが、問題が一つだけ──。

「……いとしいしと」

「出たな、いつもの怪物！」

　振り返ると、そこには長い黒髪がバサーッとしてて、死んだ魚の目をした女が、ズルズルズズーッモゾモゾと這はっていた。

「……いとしいしとを──その秘宝をこちらに渡す。……あるいは、私のいとしいしととして、ここでずっと一緒に暮らす。子供は三人、エロス行為は週一五回でいい。……それで手を打つ」

「多いよ!?」

　いわゆる〝貞さだ子こさん・オブ・ザ・リング〟というやつだ。

　俺は右手で剣を抜きつつ、左手で上うわ履ばきの匂いを嗅かいだ。

　小鳥は、俺の乳ち首くびをつっついていた。
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　……という夢を見た。

「──むにゃむにゃ……回数多いよ……」

　今のは寝言。

　最近、いつもヘンな夢を見る。

　どうして、そんな夢を見るのか？　その理由を、俺は自分で知っていた。

　俺──一年Ａ組、御み厨くりやシンイチ（一六歳）が目を覚ますと、案の定。

「……あ、起きた。……シンちゃん、おはよう」

　目の前には……、いた。

　長い黒髪がバサーッとしてて、死んだ魚の目をした女が。

　夢に出てきた、あの女だ。

「おいっ！　お前、なにやってんだよ!?」

「……もちろん、いつもの。シンちゃんの寝顔見てた。……ついでに、シンちゃんの乳ち首くびをコリコリして弄もてあそびつつ、上うわ履ばきの匂いを嗅かがせていた」

　そんなことだと思ったよ！

　この女は、犬いぬ神がみサチ。

　俺のクラスメイト兼幼なじみで、通称〝貞さだ子こさん〟。

　隣の家の女の子。

　背はクラスで下から四番目のちびで、手足や腰も痩やせっぽっち、胸も普段は真っ平らの極貧乳……でありながら、しかし実は水着になったときだけＤカップ弱あると分かる『痩せロリ体型なのに隠れボイン』──そんな高度なエロスポイントを持っているにもかかわらず、それよりも『薄気味悪い』『怖い』『目が死んでる』『呪のろわれそう』『私の友達の友達が実際に呪われたらしい』『集合写真が心霊写真っぽくなる』『黒いワーゲン一〇台分の不吉さ』『遭そう遇ぐうしたらヘアワックスと三回唱えないとつきまとわれる』『目が死んでる』などといった評価が先に来る。──この女は、そんなダメダメな残念女だった。ちなみにコイツは教室だと俺の左隣の席。腐れ縁もいいところだ。

　あとコイツ、なんか知らないけど俺が寝てるとヘンなイタズラをしてきやがる。

　最近、ヘンな夢ばかり見るのはこの女のせいだった。

「なんでお前、そういうことするんだよ？」

「……そんなの決まってる。楽しいから。……こうすると、シンちゃんが『ううーん』ってエロスな表情でエロスな声を出すのが楽しい。とても楽しい」

「普通のセクハラだ!?」

　というか痴ち女じよだ。痴女行為だ。普通なら警察を呼ばれる行為だ。

「その上うわ履ばきは？」

「……マンネリ防止のために、今回は新プレイ。上履きを活用してみた。……上履きを嗅かがせつつ乳ち首くびをコリコリし続けることにより、似たような匂いを嗅いだだけでシンちゃんが興こう奮ふんし『ひゃううんっ！　乳首いじっちゃ、らめぇ！』と腰砕けになるようにしようと思っていた。……いわゆるパブロフの犬。というか、調教」

「お前の発想は、ときどき怖おそろしいな？　手の込んだセクハラをしやがって」

　先程『普通のセクハラだ!?』と突っ込んだが、そうでもなかった。かなり凝ったセクハラをしていた。お詫わびと訂正申し上げます。

「……ちなみに今回は、スマホで動画を撮ってある。一人だとどうしても撮影しにくかったけど、今回は宇う佐さ美みさんに協力してもらったおかげでバッチリ撮れているはず。……どう、宇佐美さん？」

「オッケー、カンペキ！　ふっふっふ、御ミ厨クちんの寝顔、可愛かわいかったよ」

　宇佐美、いたのか。

　小さいから気づかなかった。あと、キモい言い回しするな。おっさんか。

　宇佐美たんぽぽ──この女は俺のクラスメイトで高一ながら、身長一二七・五センチ、体重二六キロと身長・体重が小学三年生の全国平均並み。その姿は『お人形さん』あるいは『小学生のような女』と呼ばれていた。また、無駄にハイテンションで騒そう々ぞうしい性格から『バカな小学並みにうるさい女』とも『見た目は小学生なのに言動はおっさんみたい』とも呼ばれていた。うん、今のはただの悪口だ。ちなみにコイツは教室だと俺の右隣の席。左からサチ・俺・宇佐美という順番で並んでいる。俺に大変なストレスがかかる席順だ。

　しかし、そうか。この女もいたのか……。

　……んっ？

「って、なんで宇佐美が!?　俺の部屋なのに！　それに、どうして家なのに上履きが……

　……んっ？　あれっ？　ここ、俺の家じゃないぞ？」

「……シンちゃん、まだ寝ぼけている」

　……なるほど。どうやら俺、確かに寝ぼけていたらしい。

　ここ最近、毎朝サチにセクハラされて起こされてたため『サチに起こされたんだから、今は朝で、俺は家のベッドにいるんだろう』と思い込んでいた。

　だが実際には、そうじゃない。

　今は朝じゃなかったし、家のベッドの中でもなかった。

「おいっ、ここ家じゃないぞ？　学校だ！」

「……そう。学校。シンちゃんが居眠りした隙すきに、乳首コリコリして遊んでいた。……環境が違うからか、いつもよりイイ声を出していた。……超エロス！」

「『超エロス』じゃない！　なんだ、その親指グッとするジェスチャーは!?」

　お前、家ならまだしも、人前でなにやってんだ!?

　クラスの女子たちも見てるのに！

「……クラスの女の子たちも、みんなジロジロとこっちを見ていた。やはりシンちゃんがエロいから。……幼なじみとして鼻が高い」

　ギャーッ！

　しかも今って、授業中だ!?
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「うう、こんなんじゃ女子に変態扱いされる……。モテるためにこの学校入ったのに」

「……大丈夫。……いざとなったら私が、シンちゃんのこと…………ゴニョゴニョゴニョ……」


──一年Ａ組、御み厨くりやシンイチ、犬いぬ神がみサチ










１






「（ヒソヒソ）──見て、御厨くんたちを」

「（ヒソヒソ）──ええ、なんという破は廉れん恥ち！　授業中に、あんなことを！」

「（ヒソヒソ）──えっ、破廉恥な行為だったの？　犬神さんの呪のろいの儀式だと思ってた。御厨くんが妙な呻うめき声ごえを上げてたし」

「（ヒソヒソ）──なんにしても上うわ履ばきの匂いだなんて、なんて特殊なのかしら……」

　うう……。女子たちがヒソヒソ俺たちの噂うわさをしている……。

「サチ、いいかげんにしろ！　こんなんじゃ女子にモテないだろ！」

　この一年Ａ組三〇名のうち男子は俺ともう一人だけ。

　残り二八人は全員女子だ。

　そんな大勢の女子たちの前で、乳ち首くびコリコリされつつ上うわ履ばきの匂いを嗅かいでいる男など、モテるはずもないだろう。

　いや、そもそも〝貞さだ子こさん〟にベタベタつきまとわれている段階で、もうモテないに決まってるのだが。

「……実は、それが狙ねらい。シンちゃんはモテてない方が、私は嬉うれしい」

「ん？　なにか言ったか？」

「……べつに、なにも」

　ここは東京都立姫ひめヶが瀬せ学院高等学校。

　通称、都立姫ひめ学がく。

　もともとは歴史あるお嬢さま女子校で、少子化の影響もあってか今年から共学となったが、それでも全校生徒三六七名のうち、男子生徒はたったの一〇名。現在でも、ほぼ乙女の園だった。

　そして、俺はその一〇名しかいない男子生徒のうちの一人。

　こんな学校に入学する理由は、ただ一つ。おそらくは諸君らの想像した通り。

　そうっ！　モテたいからだ！

　男女比、一対三五・七の学校でハーレム状態になりたいから！　それで、この学校に入ったのだ！　それ以外の理由など全くない！

『モテたい』、それは一〇代男子の合言葉。

　もし世界中の男子が平等にモテることができたなら、この世から戦争も差別もなくなるだろうに……。今のは名曲『イマジン』からの引用だが、とにかく一〇代男子というのは、それほどまでにモテたいものであったのだ。君と同じだ。そう、君だ君、そこの君。君だってそうだろう？

　で、あったというのに──、

　俺は、モテない。

　これっぽっちも。

　それというのも、この犬いぬ神がみサチのせい。この幼なじみがつきまとっているせいだった。

　しかも最近、特にひどい。

　以前は、過度なセクハラやストーキングまがいの行為は、もう少しコソコソやっていたのに。今では人目などおかまいなしだ。

「……シンちゃん、イライラするのはよくない。……はい、私の上履き。これを吸ってリラックスする。……はい、スーッ」

「できねえよ、リラックス！　なんで上履き吸うとリラックスすると思うんだよ？」

　そもそもイライラしてるのはお前が原因なんだからな？

　とか言ってると、宇う佐さ美みが口を挟んでくる。

「そんじゃ御ミ厨クちん、このたんぽぽ様の上履き吸う？」

「なんでだ!?　その『そんじゃ』の意味が分からねえよ！」

「さっき犬神さんさつちんと、試しに互いの上うわ履ばきの匂いを嗅かぎ合ったんだけどね、同じ上履きでも匂いって違うもんなんだねー。驚いちゃったよ。犬神さんさつちんのが『よく熟じゆく成せいされた深みのある匂いで赤ワイン』だとすれば、このたんぽぽ様のは『爽さわやかフレッシュなシャンパン』のよう……。だから、ほら吸って」

「ソムリエか！」

　なにが『ほら吸って』だ。

「お前ら、いいかげんにしろ！　学校で堂々と妙なセクハラをするんじゃない！」

　だいたい、今って授業中だぞ。

　しかも月曜の五時限目とくれば、おっかないので有名な担任の児こ島じまハナヱ先生（二九歳、独身）の授業だった。

　ちなみに科目は、保健体育。

　とはいっても今日習うのは性教育関係ではない。サッカーのルールについてだ。よく漫画などでは『保健体育といえば性教育』という感じの扱いになっているが、あれは高校を卒業して何年も経たっている漫画家が描いているからなのだろう。

　現役高校生なら『保健体育といえばスポーツのルールと運動力学』を連想する。少なくとも、うちの学校の一年生ならそうだった。

　ともあれ、その保健体育を担当している児島先生は──、

「お前たち……そろそろ話は終わったか？」

　俺たちのすぐ前で、すごい目でこっちを睨にらんでる！

　やっぱり俺、まだ寝ぼけていたらしい。先生がこんな近くにいたのに気がついてなかったなんて……。

「じゃあ、お前たち、頭出せ」

　先生は、教室の隅に置かれていたワックスの空き缶を手に取ると、




　──ぼいーんっ

　──ぼいーんっ

　──ぼいーんっ




　サチ、俺、宇う佐さ美みの順に頭を叩たたいていった。

　とても痛い。





２






　──りーんごーん、りーんごーん




　この学校のチャイムは『キーンコーンカーンコーン』ではなく、『りーんごーん』という鐘の音。いかにも『もとお嬢様学校』という感じの音だ。

　そんな古式ゆかしいチャイムと共に、授業は終わる。

「……痛い。いたたた。……ドリフのようにワックス缶でボイーンと叩たたくとは、とんでもない暴力教師」

　いいやサチ、『とんでもなく』はない。普通の反応だ。俺が教師でもあのくらいすると思うぞ。

「むしろ、怒るの遅いと思うね！　サチが俺にセクハラしてるときに怒ってくれればよかったのに」

　そうしてくれれば、俺も女子たちの前でみっともないところを見せずに済んだのに。

　いつもは居眠りした瞬間に殴ってくるくせに、今回はやたら遅かった。

「……それについては、宇う佐さ美みさんが興味深い分析をしている」

　分析？

「……宇佐美さん、説明する」

「はいはい、ウォッホン」

　宇佐美のやつが、なにやら得意げに説明を始めた。

　なにが『ウォッホン』なんだか。

「先生が犬神さんさつちんのセクハラをなかなか叱しからなかったのは、それなりに必然性があると思うの。これはワタクシことラヴ・マイスター宇佐美たんぽぽ様による独自の分析なのだけれどぉ──」

　出たよ、『ラヴ・マイスター』。その称号、センスないぞ。

「あの児こ島じまハナヱ先生（二九歳、独身）は、『男子から女子に対するセクハラ』については厳しいものの、逆に『女子から男子に対するセクハラ』には意外と寛かん容ようなわけよ。あの先生、ああ見えてアレだから」

「アレって？」

「つまり、ホラ……中学、高校と女子校で育ち、大学は女子大、教師になってからも女子校に赴任し続けた児島先生（二九歳、独身）は、男子と接した経験がほとんどゼロ！　なので本当は男子に興味津々で、本当は自分もセクハラしたいと思っているのだよーっ！　どう、この分析？」

　いや、『どう』とか言われても困る。

「そんな児島先生が、御ミ厨クちんにエロい声出させてるのを邪魔するはずがないのだよ、キミィ。──いや、待って！　今思いついた！　もしかすると先生が『男子から女子に対するセクハラ』に厳しいのも、もしかして『自分がセクハラされたい』っていう願がん望ぼうの裏返しなのかも！　御ミ厨クちん、男子としてどう思う？　自分の担任が、そんなエロ女教師だったと知って？　どう？　どう？」

「だから、『どう』とか言われても困る！　どうも思わねえよ、そんなもん！　それとな、宇う佐さ美み、お前は気づいてないから教えてやるけど……」

「ん？　なあに？」

「先生、後ろにいるぞ」




　──ぼいーんっ




　忘れ物でも取りに来たんだろう。宇佐美の後ろに先生が立っていて、さっきのワックス缶で頭を叩たたいた。それも、力いっぱい。

　さすがは厳しいので有名な児こ島じま先生。一見小学生の宇佐美が相手でも容よう赦しやない。

　さらには……、




　──ぼいーんっ、ぼいーんっ、ぼいーんっ、ぼいーんっ、ぼいーんっ、ゴスッ！




　執しつ拗ような追い討ち。

　ちなみに最後の『ゴスッ』は、中身入りのワックス缶で殴った音だ。見るからに痛そう。自業自得ではあったのだが。

　これだけ殴れば、さすがに気が済むのだろう。先生は缶を片付けてから去っていく。宇佐美は『きゅー』と目を回していた。

「きゅ[image: ][image: ]」







　俺の高校生活はいろいろと『問題』が多い。

　それら諸問題は、だいたいが〝貞さだ子こさん〟こと犬いぬ神がみサチが原因で起こるものであり、残りはそのサチと仲良くしてる〝ニセ小学生〟宇佐美たんぽぽのせいである。

　ただ、困ったことに、この二人以外にも『問題』の原因となるヤツらは存在した。

「フン……。おやおや君たち、無様なものだね？」

　たとえば、コイツ。

〝王子様（強）〟こと長なが政まさ冬とう子こ。

　中性的なキリッとした美少女──いや、むしろ美少女というより美少年。異名の通り、学校の王子様的存在の女子だった。喋しやべりも皆の前では王子様っぽい男性口調だ。

　いかにも『お嬢様学校の人気者』という感じの女で、この女が微笑ほほえむと学校中の女子がキャーキャー歓声を上げる。──女子にモテたくてたまらない俺としては、コイツは『敵』としか言いようのない存在だった。

「なんだよ、長政（姉）。いかにも『難癖つけにきた』って感じで声かけてきて？」

「ああ、当然さ。実際に『難癖つけにきた』んだから。はっきり言ってね、君たち授業の邪魔だよ。あんな騒そう々ぞうしく……しかも、猥わい褻せつなことをして！」

　長なが政まさ（姉）のやつ、なんかやたら怒ってた。王子様口調のまま、すごくキレてた。

「なんで、そんな怒ってるんだよ？」

「お……怒ってるだって!?　僕が!?　そんな──怒ってなんかない！　ただ、ずっと見てて目障りというか……とにかく、ああいうのやめなさいよ！」

　お前、途中から女子口調に戻ってるぞ？

　だいたい『ずっと見てて』ってなんだよ？『声が気になる』っていうならともかく。俺やサチの席は教室の一番後ろで、お前の席は真ん中あたりなんだから、普通にしてたら見えないじゃないか。授業中に後ろ向くなよ。

「……シンちゃん、シンちゃん」

　ん？　なんだサチ？

「……一応、言っておく。冬とう子こさんは『実はシンちゃんのことが好きで、ヤキモチを焼いている』というわけでもなければ『自分もセクハラの輪に加わりたい』というわけでもない。ただ短気だからイライラしてるだけ。シンちゃんは勘かん違ちがいしないように。……で、いいんだよね、冬子さん？」

「い……いいに決まってるでしょ、そんなの！　そ、そうよ！　短気だからイライラしてるだけよ！　迷惑だから勘違いするんじゃないわよ!?」

「……ほら。こう言っている」

　分かってるって。勘違いなんかしない。

　昔からおサ前チと長政（姉）に『勘違いするな』と何度も何度も念押しされてるんだ。今さら勘違いなんかするもんか。

　ところで、だ。

　さっきから俺は長政冬子のことを『長政（姉）』と呼んでいるが、『（姉）』というのは、つまり『（妹）』か『（弟）』がいる、という意味だ。

　いるのは『（弟）』の方。クラスメイトで双子の弟である長政秋あき彦ひこ。

　人呼んで〝王子様（弱）〟。

　双子だけあって男子ながらも姉の冬子と同じ顔をしており、姉が『中性的な美少女──いや、むしろ美少女というより美少年』というのなら、この弟は『中性的な美少年──いや、むしろ美少年というより美少女』だった。

　なので可愛かわいい。男子なのに。

　しかも、姉より性格がよかった。

「姉さん、やめなってば……。ごめんよ、御み厨くりや。姉さんがヘンな因いん縁ねんつけて」

　少なくとも、姉より常識人なのは間違いない。そのため、こんな具合にいつも姉のしたことで俺に謝ったりしている。損な役回りの弟だ。

　いいやつだし俺にとっては親友といってもいい存在ではあったが──、

「い、いや、べつに気にしてないぞ」

「そう？　それならよかったけど……。ところで御厨、訊ききたいんだけどさ」

　ん？　なんだ？

　長なが政まさ（弟）のやつ、なぜか涙目の上目遣いで、俺をジーッと見つめながら訊きいてきた。

「御み厨くりや、家だといつもあんなことしてるの……？　起きたときに自分の家と勘かん違ちがいしてたろう？　ということは、『家では犬いぬ神がみさんとああいうことしてる』ってことになるじゃないか。やっぱり、そうなのかい？」

　論理的な思考だ。さすが優等生。

　けど、ちょい涙目っぽい上目遣いでそんな話するな。そんな目で訊くな。上う手まく表現できてるか自信ないが、なんというか演歌系の『泣きそうなのを我慢してる恨みがましい目つき』だ。

　まあ、『どうしてそんな目をするのか』というのは、こないだのことがあるから察しはつくが……。

　ちなみに質問の答えは『Ｙｅｓ』。わりと家でもあんなことしている。──とはいってもサチが一方的にそうしてくるんだが。しかし、どちらにしても、わざわざ他人にそんな話をするつもりはない。

「……している。……というより、家ではもっとスゴイことを──もが───っ！」

　余計な話をしようとするサチの口を、俺はとっさに手で塞ふさぎつつ──、

「ハハハ、なに言ってるんだ長政（弟）、そんなはずないだろ」

　と、適当に話を流した。

「そうなのかい？　御厨がそう言うなら信じるけど……」

「ああ、そうしろ。どうせ大した話じゃないしな」

　ちなみにサチは、口を塞ぐ俺の手のひらをペロペロ舐なめてた。

　超気持ち悪い。

「……もがーもがー……ぺろぺろ。シンちゃんの手のひらのぺろぺろ。……男子の右手というのは特別な味が染みている気がしてテンション上がる。ギザエロユスで鼻血出そう。……ゲヒヒヒヒ、もごもご」

　お前、いいかげんにしとけ。

　ペロペロやめろ。







　サチに、宇う佐さ美みに、長政（姉）と長政（弟）。

　俺の学校生活での『問題』は、大抵この四人が原因で起こっていた。

　比率的にはサチが７、残り三人が合わせて３といったところだ。
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　さて。

　サチ・宇佐美・長政姉弟、プラス俺という、この『いかにも厄介ごとが起きそうなメンバー』で休み時間を過ごしていると──、

「──ねえねえ、見て。長なが政まさ（姉）さんが御み厨くりやくんと一緒にいるわ」

　偶然、クラスの女子たちのヒソヒソ話が耳に入った。

「──本当だわ！　それに長政（弟）くんも、犬いぬ神がみさんと一緒にいる！」

「──まあ、どうしましょう……。やっぱり、例の噂うわさは本当だったということかしら？」

　ん？『例の噂』？

　なんだ、それ？

　前後の文脈的に、どうやら俺たちについての噂らしいが……。

「──まさか、あの四人が……デートしてたなんて！」

　なんだと!?

　なんでバレた？　どうして、その話が噂になってる？　どこから漏れた!?

　そんな風に驚いていると、宇う佐さ美みがヒソッと声を潜めて話しかけてきた。

「（ヒソヒソ）おっ、御ミ厨クちん、ビックリした顔してるね？　今の話って、そんなに驚くこと？」

　どうやら、コイツもさっきの話を聞いてたらしい。

「いや、そりゃビックリするだろ。というか宇佐美、お前はなんでビックリしてない？」

「（ヒソヒソ）しっ。御ミ厨クちんは記憶を失って、こないだのデートのこと憶おぼえてないって設定でしょ？」

　そういえば、そうだった。

　実は、俺は長政（姉）と、サチは長政（弟）とデートをした。だが、いろいろあって最終的には、面倒なので記憶を失ったフリをして全部なかったことにしたのだった。

　このあたり、話せばいろいろ長くなる。







　　前回のあらすじ：

　　　先週の土曜日。俺は『長政（弟）がサチを好き』だと勘かん違ちがいし、二人をデートさせることにする。だが、そのために、なぜか俺は長政（姉）とデートすることになってしまった。ストレスがＭＡＸになる俺。

　　　しかも、なんと『長政（弟）が本当に好きなのは俺』という衝撃の事実が判明！　衝撃のＢＬ展開！

　　　なんかもうメンドくなってしまった俺は、サチの必殺技で記憶が消えたフリをして、今まで通りの生活を送るのだった。








　以上、これまでのあらすじ──というか、一昨日の土曜に起こったことだ。

　しかし、フム……。

　こうやってまとめると俺、無責任極まりないな？

　なんだ、『必殺技で記憶が消えたフリ』って。最低だ。

　だが、この最低ぶりのおかげで俺たちは今まで通りの生活を続けられるというわけだ。結果として、最良の判断をしたとは思う。その意味では俺ナイス。俺が最終的に最低なのかナイスなのか、後世の歴史家の間でも評価が分かれるところであろう。

　だが今、問題にすべきはそこではない！

　この土曜日の一件は、ここにいる五人しか知らないはずの出来事だったのに──。

「（ヒソヒソ）宇う佐さ美み！　まさかと思うが、お前が言いふらしたんじゃないだろうな？」

「（ヒソヒソ）そんなはずないじゃん。もー、御ミ厨クちんは失礼だな、人のこと疑ったりして」

「（ヒソヒソ）ホントか？　ホントに？　いや、それならいいんだが……。だとすれば疑って悪かった」

「（ヒソヒソ）うんっ。だって黙ってた方が面白いもん。『記憶あるのバレたらどうしよう』って御ミ厨クちんがハラハラしてるところ見るの楽しいし」

　悪あく趣しゆ味みな！

　しかもお前、飽きたら速攻で言いふらしそうだな？　謝ってソンした。

　一方、クラスの女子たちは、なおも噂うわさを続けていた。

「──でも、デートだなんて信じられない……」

「──ねえ？　長なが政まさ（姉）さんなんて、御み厨くりやくんとあんなに仲が悪そうなのに」

「──それに、長政（弟）くんもよ！　なんで、あの犬いぬ神がみさん──〝貞さだ子こさん〟なんかとデートを！」

「──思うのだけど……それは呪のろいのせいじゃないの？　犬神さんが呪いで脅おどしたか……それとも『モテる呪文』かなにか使ったか」

「──モテる呪文!?」

　うちのクラスの女子たちは、まだサチが呪いを使うとか思ってやがるのか。

　モテる呪文だと？　そんなものが実在するなら俺が真っ先に、

『俺のためにその呪文使ってくれ！』

『クラス一の美人である山やま田ださんにモテるようにしてくれ！』

　と頼んでる。

　土下座して。

　金なら払う！

　だから、サチが呪いを使えるなんて論理的にあるはずがないんだ。

「──ああ、なるほど。御厨くんが長政（姉）さんとデートしたのも、それが理由なのね。『俺のためにその呪文使ってくれ！』『クラス一の美人である長政（姉）さんにモテるようにしてくれ！』と頼んで……それでデートしたってことなんだわ！」

「──なるほど！　論理的よ！」

　論理的だ。

　クラス一の美人は長なが政まさ（姉）じゃなくて、山やま田ださんだと思うが、それ以外は筋すじが通っている。逆に呪のろいの存在が証明されてしまった。おかしいな？

「──ホントは今まで信じてなかったけど、犬いぬ神がみさんの呪いは実在したのね……」

「──わたし、今日から犬神さんと仲良くするわ」

　どんどん話がヘンな方向に転がっていくな？

　ちなみに、女子たちの噂うわさの声はだんだんトーンが大きくなっていってたので、そろそろ長政姉弟も気がついたらしい。

「ええと……おやおや、みんなひどいじゃないか。御み厨くりやとデートだなんて、デマもいいところだよ」

　長政（姉）が、例の王子様口調で取り繕う。

「僕ら姉弟の心は、キミたちみんなのものだからね。だれか特定の相手とデートなんかはしないのさ」

　中途半端なアイドル気取りだ!?

　ただ、ファン的には今のでグッとくるものらしい。キャーッと黄色い歓声が上がり、そのまま噂話は収まった。

　さすが王子様。ミーハーな女子の扱いに慣れている。

　どうやら、これで一安心ということらしい。フー、よかった。

「（ヒソヒソ）御ミ厨クちん、御ミ厨クちん」

　ん？　なんだ宇う佐さ美み？

「（ヒソヒソ）安心してるようだけど、全然解決してないからね？　みんな、『長政[image: ]姉[image: ]アネマサさんがこの話題嫌がってる』と察して、一いつ旦たん話題を中断しただけだよ。長政[image: ]姉[image: ]アネマサさんはクラスの人気者で権力者だから。女子って権力者の前だと空気読んで言うこと聞くからね」

　……なるほどな。

　ちょっとスクールカーストっぽいというか、女子のイヤな部分の話だ。リアルな女子っぽい話と言える。

　だが、きっと宇佐美の言う通りなのだろう。まだ安心するのはよそう。







　ともあれ、困った。

　デートのことがクラスの皆に知られたら、俺はますますモテなくなる！

　ただでさえサチにつきまとわれてモテてないのに、『なーんだ御厨くんデートする相手いるんだ』なんて思われたら、貴重なモテチャンスを逃してしまう。

　さらには『クラスのアイドル長政（姉）とデートしたなんて許せない！　悪口言いふらしてやる！』とかってなるかもしれないし。

　これは、なんとしても真相を隠いん蔽ぺいしなければ。

　女子たちに──特に、我が愛いとしのマイ・スウィート・エンジェル山やま田ださんには知られないようにしなければ。絶対に……。

「山田さんにだけは絶対に……!!」

　決意を新たにした拍子に、つい思っていたことを口に出してしまったのだが──、

「あら？　わたしがどうかした？」

「！　山田さん！」

　噂うわさをすれば、というやつだった。

　俺のすぐ横に、マイ・エンジェルとして俺内で絶賛超メジャーな山田さんが！

「今、わたしの名前を呼ばれた気がしたのだけど？」

　山田さん。フルネームだと山田あんじぇ。

　綺き麗れいで優しくて上品で、学校の女神様的存在であり、この薄汚れた地球を救うために天から使わされた愛の天使だ。見ての通り。

　女子たちはクラス一の美人は長なが政まさ（姉）だとか思ってるらしいが、それは女子内の権力闘争の結果であり、純粋な美のランキングによるものではない。本当に一番美人なのは、この山田さんだ。クラスの男子の50％（つまり俺）が『山田さんは美の化身である』と全力で褒ほめ称たたえていた。ああ、山田さん！　山田さん！

「や……山田さん!?　なんでもない、なんでもない！　ただなんとなく名前を呼んでみただけで！　ちょっと山田さんのことを考えてたから、それでつい……」

　いけない。余計なこと言った。

『ただなんとなく名前を呼んでみた』だの『山田さんのことを考えてた』だの……そんなの愛の告白みたいなものじゃないか！

　それどころか、むしろプロポーズと言ってもいい。

　かの夏なつ目め漱そう石せきは『アイ・ラブ・ユー』を『月が綺麗ですね』と訳したという。奥ゆかしい婉えん曲きよく表現だ。それと同じ──いや、ずっとストレートなプロポーズの言葉であろう。

「ふふっ、御み厨くりやくんったらヘンなの」

　ああ、山田さんが笑っている。まさしく天使の微笑ほほえみだ。

　この微笑みは、俺のプロポーズに前向きな返事をしてくれたと判断していいんだろうな。そうですよね、漱石先生!?

「ところで御厨くん、ちょっと訊ききたいんだけれど──」

　おやっ？　なんだい、マイ・エンジェル？　結婚式の話？　俺、式は教会でウェディングドレスがいいと思ってるけど、山田さんが望むなら和風でも構わないよ。着物も似合うと思うし。

「噂の話、本当？　ほら、みんなが言ってるデートの話。長政さんとの」

「えっ!?　いいいいや、そそそそんなのデマだ！　デデデデートなんかしていない！」

　つい、嘘うそをついてしまった。

　しかし意外だな。ザ・天使こと山田さんが世俗的な噂話に興味を示すとは……。

　もしかして……やはり、ヤキモチなのだろうか？

　俺がデートしたのか気になって、それでついこんなことを訊きいてしまったのか？　うむ、きっとそうだ、間違いない。

「でも御み厨くりやくん、見た人がいるらしいけど。それは見間違いなのかしら？」

「ハハハ、キット見間違イダヨー」

　また嘘うそをついてしまった。罪悪感から台詞せりふが棒読みになってしまう。

　許してくれ、俺の天使。でも、これはキミを傷つけないための嘘なんだ。

「デートナンカシテナイヨー」

　嘘に嘘を重ねる俺。

　だが山やま田ださんは、そんな俺に向かって──、

「ふふっ、そうなんだ……」

　と、また微笑ほほえんだ！

　今のって、やはり……『よかった、御厨くんはフリーなんだ！』という微笑みか？

　ああ、心配かけてしまったようだねマイハニー。フッ、我ながら罪な男だ。

　山田さんは最後にもう一度『ふふっ』と笑って、自分の席へと戻っていった。疑ぎ惑わくが晴れて、安心したということだろう。いつも他人に愛を与える山田さんだが、噂うわさに動どう揺ようするか弱い一面もあるんだなぁ。守ってあげたい。

「……シンちゃん」

　ん？　どうした、サチ？

「……デレデレするの、よくない」




　──ギュ───ッ！




　この『ギューッ』は、サチが俺の乳ち首くびをつねっているオノマトペ。

「ギャーッ！　サチ、痛い！　だから、なぜいつも乳首!?　普通、つねるなら尻しりとかだろ！」

「……シンちゃんの性感帯が乳首だから、こうやって責めている。つまりは、おしおき。……宇う佐さ美みさん、早く！　上うわ履ばきを！　私が乳首を責めているうちに、今度は宇佐美さんの上履きを！　さあ！」

「よっしゃ！」

　宇佐美は素早く上履きを脱ぐと、そのまま流れるような動作で俺の鼻先に押しつけた。

「喰くらえーっ！　そして嗅かげーっ！」

「喰らえじゃねえよ！　やめろ、バカ！」

「これぞストーキング四八手、その五〝乳首ギューッと責めつつ上履き嗅がせ〟！　別冊少女はなやか二〇〇三年六月号付録おんなのこのためのストーキングＢＯＯＫすとーきんぐぶつく（二〇〇三にせんさん年ねん度ど版ばん）に書いてあった必殺技！　こうやってストーキング対象を、上履きの匂いなしでは生きていけないように調教するという、四八のストテクの中でも最も危険な奥義で……」

「なんで四八手の『その五』で最も危険な奥義なんだよ!?　もっと後ろにしとけ！　最後のあたりに！　あと宇う佐さ美み、お前の上うわ履ばき臭い！　サチのより匂いキツい！」

　コイツ、自分では『爽さわやかフレッシュなシャンパンのよう』とか言ってたが、実際にはちっとも爽やかじゃない。鼻び腔こうの奥でスパークリングする刺し激げき臭しゆうだ。

　俺がそれを指摘すると──、

「え……っ？　ウソ……？」

　いつも騒そう々ぞうしいこのニセ幼女が、まるっきり素の表情になっていた。

「御み厨くりやくん、ウソだよね……？　臭くないよね？」

　宇佐美のやつ『御厨くん』ときたか。『御ミ厨クちん』でなく。

　急に普通の呼び方になるとは、本気でショックだったんだな。さすがに気の毒になってきた。

「いや、ええと……臭いといっても、普通の上履きの範囲内の臭さくらいだぞ、うん。そもそも上履きがホントにいい匂いしてたら、そっちの方がヘンな病気だろ」

「それはそうだけど……。でも犬神さんさつちんのは、そんなに臭いと思わなかったんでしょ？」

「お、おう、まあな……」

　しまったな。余計なこと言った。

　けど、俺が悪いんじゃないからな？　悪いのはお前らだ。落ち込むくらいなら、他人に上うわ履ばきなんか嗅かがせるな。













「……宇う佐さ美みさん、心配は要いらない」

「犬神さんさつちん……？」

「……宇佐美さんの足は臭くない。そして、私の足が生まれつきグッドスメルなわけでもない。……これは長年の努力の成果」

「努力……？」

　足をいい匂いにする努力ということか？

　方法、ちょっと気になるな。上う手まくすれば特とつ許きよとか取って、大金持ちになれるかもしれないぞ。

「……今まで秘密にしていたけれど、私は──前々からときどき、寝てるシンちゃんに上履きを嗅がせていた」

　……はい？

「……洗うために家に上履きを持って帰った日は必ず。洗う前に」

　なんだと!?　俺、そんなの知らなかったぞ！

「……だから、シンちゃんが私の上履きの匂いに慣れているのは当然のこと。……気にすることはない」

「犬神さんさつちん……」

　いいや、気にするね。宇佐美は気にしなくても俺は気にするぞ。

「おいっ、サチ！　なんでそんなことしてた!?」

「……ごめんなさい、シンちゃん。これは乙女心。……一時期、私は『もし自分の上履きが他の人より臭かったらどうしよう？』『それが原因で嫌われたら？』と悩んでいて──最終的に『そうだ、寝てるシンちゃんにしょっちゅう嗅がせて慣れさせよう！』という結論に至った。……そして、実行した。何度も」

「そんな乙女心があるか」

　実行するんじゃない。しかも何度も。

　いや、そんな風に『自分の匂いが他人よりキツいかも』と悩むのは、思春期にはありがちな不安というか、よくあることではあるのだろう。サチにしては普通の女子らしい悩みごとと言える。

　だからといって、その解決方法はおかしいがな！

　そもそも俺が気にならなくなるだけで、お前の足の匂いは同じままだし！

「だいたい、上履きの匂いだけ慣れさせて意味あるのか？」

「……たしかに思春期には服だとか下着だとか靴下とか、いろんなものの匂いが気になるもの。だけど……ウェヒヒヒ、嗅がせたのは上履きだけだと思っていた？」

「！　お前、なに嗅がせた!?」

「……ちょっと人前では言いにくい。学校だし。……でも、シンちゃんが知りたがっているので羞しゆう恥ちプレイと思って、思い切って言うことにする。実は──」

　いいや、やっぱり言うな。

　聞きたくない。聞くのが怖い。
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　──りーんごーん、りーんごーん




　サチたちと無駄話をしているうちに、五時限目の休み時間は終わってしまう。

　次の英Ｉ、当てられる番だから予習しておきたかったのに。

　短い時間に、やたらいろいろなことがあった気もするが──山やま田ださんと喋しやべれたのは嬉うれしかったが──しかし、どれも日常の範囲内。

『いつものこと』だ。

　サチにセクハラされるとか、その尻しり馬うまに乗った宇う佐さ美みにも騒そう々ぞうしくセクハラされるとか、長なが政まさ（姉）に王子様口調でイヤミを言われるとか、長政（弟）がフォローしてくれるけど結局役に立ってないとか、そういうのは毎日やってることだった。……そう考えると俺、ロクな毎日を送ってないな？　一生に一度の高校生活が、こんなんで本当にいいんだろうか？

　……いやいや、今は考えまい。

　とにかく俺はいつもの日常を送っていた。

　このときまでは。

　六時限目が始まるまでは。

「──はい、そうです。この『ｎｅｖｅｒ』は『ずっと～しない』ではなく、『お断りだ』と訳した方がコバックス氏の気持ちを……」

　西にし先生の英Ｉは、分かりやすいので有名だったが──しかし、今日は全く頭に入ってこない。

　それというのも……。

「（ヒソヒソ）……シンちゃん、シンちゃん。……あの子、シンちゃんのこと、ジーッと見てる」

「（ヒソヒソ）お、おう……」

　さっきから、サチの前の席──つまり俺の左斜め前の席に座っている女子が、俺のことスゴい目で睨にらんでた。

　学校一の不良であるところの〝番長〟岩いわ井い九く頭ず子こさんが！

「（ヒソヒソ）……あの目──いわゆる『ガンをつけてる』という状態。……たぶん、シンちゃんのこと憎んでいる」

「（ヒソヒソ）なんだと？　俺、なにもしてないぞ」

　まさか、この乙女の園で不良に目をつけられるとは……。







　今回の俺の非日常は、どうやらここから始まるらしい。






第二幕



「そう……。それでは、デートは間違いないのね？」

「はい、この目でたしかに……」


──ロッジ１０４４（一年生棟支部）緊急会議
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　さて、ここで教室の席順について簡単に説明しよう。

　まず一番窓際の列の最後尾。ここがクラス一の問題児〝貞さだ子こさん〟犬いぬ神がみサチの席となる。

　その右隣が、この俺。さらに右隣は宇う佐さ美みたんぽぽの席になる。つまりは、俺の隣は両側とも問題児だったというわけだ。

　そして困ったことに、俺の付近の問題児はこの二人だけではない。

　たとえばサチの前の席──俺の左斜め前の席に座っている女子が、そうだった。

〝番長〟こと岩いわ井い九く頭ず子こ。

　もとお嬢様女子校で、今も上品さを売り物としている都立姫ひめヶが瀬せ学院高校には、『不良生徒』というものがほとんどいない。

　だが、あくまでも『ほとんど』だ。

　ゼロではない。

　つまりはこの岩いわ井いさんが、その数少ない例外の一人というわけだった。

「（ヒソヒソ）……間違いない。シンちゃんにガンをつけてる。……美人だけど見るからに怖いので有名な岩井さんが、ものすごい目で睨にらみつけてる」

　ああ、そうだな。本当だ。

　怖い。美人だけど。

　ギロッと鋭い眼光に、常に真一文字に閉じられた唇、一七〇台後半という高い身長。

　ほとんど、だれとも喋しやべらないという寡黙ぶり。

　髪は、くすんだ金色。バサッと長く伸ばしていて、目が片方隠れている。

　ヘアスタイル的にはサチと似てると言えなくもないが──サチも女子たちの間で『怖い』と有名だったが──しかし、怖さの方向性が全然違った。

　岩井さんのこの髪型は、昔風の不良少女ヘアスタイルなのだろう。昔の漫画でこういうの見たことある。彼女はよくマスクをつけているのだが、この髪型とマスクで顔を三分の二くらいを隠した様子はまさしく『昔の漫画に出てくる不良少女』といった感じだ。それっぽい。

　こんな風に露骨な不良スタイルであったため、ついたあだ名が〝番長〟。一年生ながらも、学校中から怖おそれられる存在となっていた。













　その岩いわ井いさんが、俺を睨にらんでる！

　一つ斜め前の席という、超近距離から！

　そんな席からだから、思いっきり後ろを向いて！

　露骨に黒板と反対方向を向いてるのだから、さすがに先生にも気づかれる。

　だが──、

「あ……あの、岩井さん……」

　まだ二四歳で経験の浅い西にし先生には、こんな不良相手には、声をかけるだけでも難しいものらしかった。

　がんばれ先生！　応援してるぞ！

「授業中なので、後ろを見ないように……!!」

　先生が必死に注意すると、岩井さんは黒板の方へと向き直り、

「…………（ペコリ）」

　と先生に小さく会釈する。

　おそらくだが、今ので謝ったつもりなのだろう。というか、『謝ったから、これ以上ゴチャゴチャ言うな』と釘くぎを刺したのだろう。さすがは不良。先生に対して、こんな尊大な態度とは。

　だが、とにかく前を向いてくれて助かった。

「（ヒソヒソ）フー、怖かった」

「（ヒソヒソ）……シンちゃん、大丈夫？　怖くて、おしっこ漏らしてない？　……もし漏らしていたなら、そのパンツは私によこす」

　なんでだよ!?

「（ヒソヒソ）……ぶっちゃけた話、漏らしてなくてもパンツ欲しい。……女子というものは心の中では男子のパンツが欲しいと思っているものなのだから」

「（ヒソヒソ）エロスファンタジーだな？」

　その話にも興味はあるが──しかし、今はどうでもいい。

　こんなときに関係ない話をするな。

「（ヒソヒソ）……でも、岩井さんには注意する。あの人は、萌もえ系四コマ漫画によく出てくるような『本当はただ背がデカくて目つきが悪いだけで、不良と誤解されてるせいで皆から避けられて困っている』みたいな人じゃないと思う。本物の不良。……シンちゃん、勘かん違ちがいしないように」

　また『勘違いするな』か。

　サチの『勘違いしないで』シリーズは、『サチが俺を好きだと勘違いしてはいけない』だの『長なが政まさ（姉）が俺を好きだと勘違いしてはいけない』だの『山やま田ださんが俺を好きだと勘違いしてはいけない』だのと数多くあるが──しかし、その勘違いはない。絶対ない。

『岩井さんが不良じゃない』なんて、どうやったって勘違いしようのない話だった。

　と、そんなことを思っていると、今度は右隣の宇う佐さ美みが話しかけてくる。

「（ヒソヒソ）どうしよ御ミ厨クちん、あたしはちょっと漏らしたかも……。パンツ欲しい？」

　知るか！　いらねえよ！

「（ヒソヒソ）ちなみに噂うわさで聞いたんだけど、もと北中の岩いわ井い九く頭ず子こといえば、ここいら一帯の中学をシメた伝説の大番長として有名らしいよ。不良界でとても怖おそれられている存在で、ついた二つ名が〝デス九頭子〟」

　デス九頭子!?　怖れられてるんだろうけど、センスない！

「（ヒソヒソ）たった今、あたしが思いついて命名したんだけどね」

　お前かよ！　今かよ！　ウソじゃねえか！

「（ヒソヒソ）あと、素手で熊くまを殺すケンカ名人だとか、コンクリの壁をパンチで砕くとかって噂も聞いたことあるよ。これは、あたしが言い出したことじゃないからね。不良の間じゃ有名な話らしいもん。中学時代、他校の不良三〇人をたった一人で全滅させて、その伝説の喧けん嘩か以来〝番長〟の称号で呼ばれるようになったんだって。御ミ厨クちん、メンドいのに目をつけられたねー？」

　いやいや、それもウソだろ。熊殺しだのコンクリを砕くだの。絶対に話を盛っている。

　三〇人と喧嘩したのだって信じられない。ホントにそんなことやってれば、たしかに『伝説の喧嘩』なのかもしれないが。

　だが、まあ、とにかく『そのくらい怖ろしい不良』ってことではあるんだろうな。

「（ヒソヒソ）とにかく、サチも宇佐美もこの話題は一いつ旦たん中止！　いいから授業に集中しとけ！」

「（ヒソヒソ）……分かった」

「（ヒソヒソ）はーい」

　なぜって、岩井さんに聞かれたら嫌だから。

　お前ら、こんな近くの席で、本人の噂話をするんじゃない。







　しかし──やっぱり俺、目をつけられたのかな？

　不良と揉もめるような原因、全く心当たりないぞ。

　もしかして岩井さん、長なが政まさ（弟）のファンだったりするのか？　不良なのにカワイイもの好きとかで？　それで仲のいい俺を妬ねたんでいるのか？　それならば納得はいく。実際、長政（弟）は俺を好きなんだし、逆恨みというわけでもなかったが……。

「（ヒソヒソ）……大丈夫、シンちゃん」

　ん、サチ？　なにがだ？

「（ヒソヒソ）……いざとなったら、私がシンちゃんを守るから」

「（ヒソヒソ）サチ、お前……」

　……って、いやいやいやいや！

　そんなの無理だろ。相手は熊くま殺しの大番長デス九く頭ず子こなんだぞ。

　おサ前チが本当に〝貞さだ子こさん〟で呪のろいが使えればよかったんだがな。今回ばかりは、そう思う。
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　さて、そんなこんなで六時限目も終わり、そのまま帰りのホームルームに。

　ホームルームは担任であり厳しいので有名な児こ島じまハナヱ先生なので、さすがの岩いわ井いさんも後ろを向いて俺を睨にらんだりはしない。この先生の前でバカなことをできるのは、サチと宇う佐さ美みくらいだろう。この二人は空気を一切読まないバカだから。

　この児島先生のおかげで一息つけたが、しかし、やがて……。




　──りーんごーん、りーんごーん




「よーし、今日はここまで！」

　気をつけ、礼、で帰りのホームルームは終了。これにて放課後となる。

　先生は忙しいのか、チャイムと同時にばたばたと教室から出ていってしまった。

　これで、もう俺を守ってくれる者はいない……。

「御み厨くりやくん、ちょっと……」

　突然、綺き麗れいだが低くてドスの利いた声！

　声のした方向を見れば案の定、岩井さんの声だった。そういえば、この人、ほとんどだれとも喋しやべらないから声を聞いたの初めてかもしれない。あまりにイメージ通りの声だ。

　しかも俺はまだ座ってるのに、彼女は立っている。

　俺のすぐ傍そばに。

　一七〇センチ台後半という高い背で、俺を見下ろしながら話しかけてきていた。女子ばかりの空間では、滅めつ多たに感じられない威圧感。

　見上げる俺に、彼女は言った。

「悪いけど……一緒に、校舎裏まで来てくれる？」

　校舎裏!?

　不良に『校舎裏に来い』だと!?　俺、シメられるのか？　男子が大勢いた中学時代でさえ、そんな体験なかったのに！

　これは、だれかに助けを求めるべきなのだろうが……しかし、だれに？

　やはり、サチか……？

『……いざとなったら、私がシンちゃんを守るから』

　あんな台詞せりふをアテにするのもどうかと思うが、今は藁わらにもすがりたい。

　呪いが存在しないのは知っている。しかし岩井さんは信じてて怖がってくれるかもしれないし、先生や他の男子を呼んでくるという普通の方法だってあるはずだ。

　だからサチ、助けてくれ！

　そう思い、サチの方に目をやると──、

「──ねえ犬いぬ神がみさん、これからは仲良くしましょう」

「──そうそう。今まで〝貞さだ子こさん〟とか言ってごめんなさいね」

「──だから、例の『モテる呪文』を私たちにも……」

　あれっ？　サチ？

　サチのやつ、急に大人気！　クラスの女子たちに囲まれチヤホヤされていた。

「……モテる呪文？　……そんなもの知らない」

「──しらばっくれるんじゃないわよ！」

「──そうよ！　呪のろいで長なが政まさくんとデートしたんでしょ!?」

「──デートのことは許すから、その呪い、私たちにも教えなさいよ！」

「…………あうう」

　クラスの女子たち怖いよ。岩いわ井いさんとは、また違う方向性で。

　お前ら、サチの呪い信じてるんなら、もうちょいサチを優しく扱え。『仕返しで呪われるかも』とか思わないのか？　それとも『多少呪われてもいいからモテる呪いの秘密を知りたい』ということなのか？

　モテたいというのは、男女を問わず青春期の願いであったらしい。人間とは愚おろかなものだ。

「御み厨くりやくん、早く……」

「お、おう……。分かったよ、岩井さん」

　いけない、現実逃避してた。岩井さんのことから目を背けたくて。

　しかし、この調子じゃサチは俺を助ける余裕なんてなさそうだな。他に助けてくれそうなヤツは……そうだ、宇う佐さ美み！　アイツはバカでニセ小学生だが、意外といいところもある女だ！　アイツなら──。

「だーかーらー!!　モテる呪文を教えろって言ってんの！　この宇佐美たんぽぽ様にも！」

　お前、なんでそっち側に参加してるんだよ!?

　さっきの『意外といいところもある』はナシな。お前は本物のダメ小学生だ。

　しかし、参った。

　俺もピンチだが、サチの方もなんとかしてやらなければ……。

　ちょうど、そのとき、離れた席の長政（弟）と目が合った。姉の方もこっちを見ている。これはチャンス！

　長政（弟）は俺の方を心配そうに見ていた。たぶん『助けた方がいいかい？』と、目で訊たずねているつもりだろう。俺はアイコンタクトとジェスチャーで返事をする。

『まずサチを助けてやってくれ！　でも、その後すぐ俺も助けて！』

　こくっ、と長政（弟）は頷うなずいた。

　よかった。どうやら、ちゃんと伝わったらしい。

　俺、今、ジェスチャーゲームの世界大会で優勝できる自信がある。こんな複雑なメッセージを目と手だけで表現できるとは。極限状態になると妙な才能が発現するものだ。

　フー、これで安心して校舎裏に行ける。

　……いや、そんなに『安心』でもないか。本当は行きたくないし。







　こうして俺は、岩いわ井いさんに連れられて校舎裏に。

　もとお嬢様女子校の姫ひめ学がくだけあって、校舎裏も小奇麗だ。ポプラかなんかの木が葉を茂らせていて、小さな花壇にはピンク色の花が可愛かわいらしく咲いていた。

　とはいっても、人ひと気けのない場所であるのは普通の学校と変わらないし、ましてや学校一の不良と二人きりで行きたい場所ではない。

　黄き緑みどり色の木この葉はが、さわさわ風でそよぐ中──、

「御み厨くりやくん……」

　岩井さんは、俺を睨にらんだ。

　さっきよりも鋭い目で。

　普段が『ギロッ』なら、今の眼光は雷のような『バリバリ』だ。震えないよう、俺は膝ひざに力を入れる。

　そうだ、怖がるな俺。不良で番長とはいえ、相手は女子だ。

「な、なんだよ岩井さん……？」

　必死に強がる俺に向かって、〝番長〟〝デス九く頭ず子こ〟こと岩井九頭子は──言った。

「あ……あの、御厨くん──、

　私と……お友達になってくれませんか!?」

　……はい？

　今、なんて言った？
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　なんだか、よく分からないことになってきたな。

　不良の岩井さんが、俺に友達になってほしいだと？

「ええと……どういうことなのかな？」

　俺が訊たずねると岩井さんは、例のドスの利いた声で答えた。

「だから、その……実は私、友達が一人もいなくって……」

「へ……へえ、そうなんだ」

　こんな質問、相手が不良でなくても、ほかに返事のしようがない。

　ただただ困惑する俺に、岩いわ井いさんは話を続ける。

「そもそも私、本当は……不良でもなんでもないんです……」

「えっ、そうなの!?」

　衝撃発言だ！

「そうなんです……。中学のときは勉強ばかりしてたし……自分で言うのもなんですが、優等生のはずなのに。でも、なぜか『不良だ』って噂うわさされて……」

『なぜか』じゃないけどな。

　どう考えても、見た目のせいだ。

「不良じゃないのに怖がられて、友達がいなくって……」

「そうだったのか」

　気の毒に。

　俺も、完全に不良だと思い込んでた。申し訳ない。──いや、怖がられてるのは『不良』だって噂だけでなく、単純に『見た目が怖いから』ってのも大きいんだが。相変わらず声もドスが利いてて怖いし。

　いや、しかし、なんにしても気の毒に。

「だ、だから……それで、御み厨くりやくんなら友達になってくれるかな、と……」

「おうっ、任せとけ！」

　今まで不良扱いしていた罪滅ぼしだ。そのくらい、なんでもない。













　それに岩いわ井いさんは顔が怖いけど美人だからな。

　こんな美人と友達になれるんなら、俺だって悪い気はしない。

　むしろ嬉うれしい。俺が一方的にトクしてる気もする。

　この弱気な喋しやべり方かたも、可愛かわいらしく思えてきた。見た目とのギャップが萌もえる。いわゆるギャップ萌え。とてもいい。美人＋可愛いで最強と言っていいだろう。

　というか、ちょっと思ったんだが……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………今、俺ってモテているんじゃ!?

　だって、美人に『お友達になってください』だぞ！

　人のいない校舎裏で！　こんな美人に！　顔が怖いとはいえ、こんな美人に！

　ああ……俺、こんな体験初めてだ。

　やはり、もと女子校に入ったおかげだろうか。俺、この学校に入ってよかった。やはり、もと女子校に入るとモテモテになれるものなんだな……。

　と、俺がそんなことを思っていると──突とつ如じよ！

「……そこまで！　……岩井さん、シンちゃんから離れる！」

　がさがさっ、と音を立て、植え込みの茂みの中からサチのやつが！

　お前、そんなところで隠れて見てたのか？

「……助けにきた。……シンちゃんは、私が守る」

　いや、助けなくていい。来てくれたことには感謝するが。けど、さっきの話を聞いてなかったのか？

　そういえばサチ、お前『岩井さんは萌え系四コマ漫画によく出てくるような、本当はただ背がデカくて目つきが悪いだけで、不良と誤解されているせいで皆から避けられて困っている、みたいな人じゃないと思う。勘かん違ちがいするな』とか言ってたな。

　けど実際には、勘違いしてたのはお前だったぞ。

　岩井さんは『萌え系四コマ漫画によく出てくるような人』だった。まったく、事実は小説より奇なりだ。

「……とにかく、岩井さんは離れる。……シンちゃんに近づいては駄目」

「だから、そうじゃないんだ。岩井さんは、実は不良じゃなかったんだよ」

「……それは聞こえていた。……でも、離れる」

　なんでだよ!?

「……べつに『私がシンちゃんのことを好きだから、近づく女は許さない』というわけではない。そこは、ちゃんと理解しておく」

　だから理解してるよ。勘違いしねえよ。どうでもいいよ。

　そんな話をしていると、今度は──。

「──ふぇ～ぷしっ！　ふぃーチクショー」

　サチの隠れていた茂みから、妙なクシャミが。

　女子の声なのに『ふぃーチクショー』とおっさんみたいに付け加えて。

　どうやら、隠れていたのはサチだけではなかったらしい。

「その声……、宇う佐さ美みか？」

「ありゃー、見つかっちゃったかー。でも、べつに隠れてる理由ないから、ちょうどよかったかも。犬神さんさつちんだけ先に出ちゃったからタイミング逃して、出そびれただけなんだし」

　案の定、宇佐美のやつだった。それと、

「や……やあ、御み厨くりや……」

「べ、べつにキミのこと助けにきたわけじゃないぞ！　ただ、学校で暴力沙ざ汰たはよくないと思って……」

　長なが政まさ（弟）と長政（姉）も！　助けに来てくれてたのか！

　どうやら俺のアイコンタクトは伝わっていたらしい。どこかでジェスチャーゲームの世界大会とかやってないものだろうか？　今なら優勝する自信がある。

　そして長政（弟）曰いわく──。

「御厨がアイコンタクトで『犬神さんサチを助けたあとは教室で待っててくれ。〝番長〟の岩いわ井いさんと一対一で決けつ闘とうだ。俺の勝利を教室で祈っててくれ』と言ってたのは分かったんだけど、でも心配で……。それでこうして隠れて見てたんだ」

　惜しい！

　長政（弟）、アイコンタクト伝わってなかった！

　いや、惜しいところまでいってたけどさ。結果オーライとはいえ、岩井さんがホントに不良で、ホントにだれも助けにきてくれなかったら、けっこう危ないところだった。

　しかし、どうやら長政（弟）はサチを助けてくれたらしい。だからこそサチがここに来れたということだろう。

　その部分だけでも伝わってよかった。ありがたい。

「いやー、さっきの光景、このたんぽぽ様もグッときたよー。仲の悪いはずの犬神さんさつちんを長政[image: ]姉[image: ]アネマサさんが助けるなんて。少年漫画みたいで超燃える展開だったよねぇ」

「い、いや、違う！　僕は犬いぬ神がみを助けたんじゃない！」

「えっ？　違うの、長政[image: ]姉[image: ]アネマサさん？」

「違うとも！　あれは……そう、教室が騒がしかったから！　それで、皆を注意しただけだ！」

　なんだ、そんな理由だったのか。

　だが、なんにしても助かった。あとで礼を言っておかねば。

　ともあれ、だ。

　もともと人ひと気けがなく、さっきまで俺と岩井さんの二人きりだった校舎裏は、急に人数が四人も増えて、ワイワイと騒そう々ぞうしくなる。

　この人目と騒々しさに耐えられなかったのか、岩井さんは、

「あの……私、もう帰ります……」

　と、ぺこりとお辞じ儀ぎ。

　そのままぱたぱたと校舎裏から駆け去っていった。

　岩いわ井いさん、行ってしまったか。

　だが、あのおっかない岩井さんが、恥ずかしそうに走っていく姿は、なんというか可愛かわいくて……。

「……シンちゃん、デレっとしない。今のように『怖い顔の美人が、ぺこっとお辞儀して恥ずかしそうにぱたぱた走り去っていく』という様子は、ちょっとカワイイ。ギャップ萌もえ。……でもシンちゃんは、デレデレした目で岩井さんを見るべきではない。ダメ、絶対」

「いいや、デレデレなんかしてない」

　それに──べつにいいだろ、デレっとしても。可愛いんだから。

　そうか岩井さん、本当は恥ずかしがり屋だったんだな。







　その後、俺はまたサチに俺の乳ち首くびをギューッとされつつ、上うわ履ばきの匂いを嗅かがされた。

　岩井さんのことで俺がサチに怒られるのは、なにやら不ふ条じよう理り極まりない。
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「そうか……。岩井さん、けっこう可愛い人だったんだな……」

　時は、やや経過する。

　だいたい二時間後。

　家に帰ったあとの話。

　南杉すぎ並なみの一角にある五階建てマンション〝ゴールデンハイム南杉並〟。名前は立派だが、実はそんなに家賃は高くないし、さほど立派な建物でもない。

　その四階の一室が御み厨くりや家であり、さらにその中の四畳半が俺の部屋だ。

　気がつけば、空は夕方。まだ蛍けい光こう灯とうを点つけてない室内に、オレンジ色の夕日が差し込んでくる。

　そんな部屋のベッドに寝転がりながら、俺は、

「岩井さん、俺と友達になりたかったのか……」

　つい、なんとはなしに呟つぶやいた。

　口元はもちろん緩んでる。

　学校の校舎裏では『デレデレなんかしてない』と言った気もするが、嘘うそだったな。学校ではともかく、こうして一人になってから、ずっとデレデレしっぱなしだ。

「岩井さん……」

　改めて、彼女の姿を思い浮かべる。

〝番長〟岩井九く頭ず子こさんは、本当は不良なんかじゃなかった。

　ただ『見た目が怖いだけの美人』だった。

　うん……。『美人』の部分にだけ目を向けると……岩いわ井いさんって、かなりアリだな。

　顔立ちが整っていて背が高くて、まるでファッションモデルのよう。怖い顔も『キリッと凛り々りしい』と言えば、逆にプラスの要素になる。

　そんな美人が、俺と友達になりたいと言っていた！

　ふうん……。

　だれもいない部屋の中で、俺はまた、ぽつり、と小さく呟つぶやいた。

「（ボソッ）やっぱり俺、モテているのかもしれないな……」

　と、その瞬間──。




　──バーンッ！




　突然、クローゼットがバーンと開いた！

「……シンちゃん、そこまで！　……調子に乗るのはよくない！」

「サチ!?」

　どうしてサチがクローゼットの中に!?

「……さっきから、ずっと隠れて見ていた。……そのうち『一人シュッポッポ』でも始めるんじゃないかと思って」

「『一人シュッポッポ』なんてしない！」

　いや、『一人シュッポッポ』なんて言葉は初めて聞いたが、だいたい意味は分かる。あれだろ、ピストン運動的なやつだろ？

　と、ここで──、

「──えっ、しないの？」

　今度はベッドの下から、宇う佐さ美みの声。

「なーんだ、だったら、もう出ていい？　ここ狭いー」

　そう言いながら、宇佐美のやつがズボッ、ズルズルズルと這はい出だしてきた。

　コイツ、なにが『もう出ていい？』だ。だれも『入れ』なんて言ってないぞ。

「んもーっ、隠れてて損したーっ。ベッドの下なのにエロ本とか全然ないし、『一人シュッポッポ』もしないし、それなら最初っから言ってよ、もうっ！」

　お前、なんで怒ってるんだよ。勝手に人の部屋入ってきてさ。

「もうっ、プンプンっ！」

『プンプン』って口で言うな。ムカつく。

「地図を見てたら、実は家がけっこう近所だということが分かったんで、犬神さんさつちんのところに遊びにきたの。一緒に御ミ厨クちんの部屋を覗のぞこうと思って」

　どんな理由だ。

「……宇佐美さん、甘い。そんなところにエロ本はない。……シンちゃんは最近、エロス関連グッズは天井裏に隠している」

　サチ、どうして知ってるんだよ!?

「……とにかく、シンちゃんにヒトコト言っておきたい」

「な、なんだよ……？」

「……シンちゃんがモテるはずがない」

　なんだと！

「……きっと、なにかのワナ。……岩いわ井いさんはシンちゃんに近づいて、よからぬことを企たくらんでいる。間違いない」

「いいや、そんなことないね！　なにを疑うことがある？　岩井さんは俺の人間的な魅み力りよくに惹ひかれて、ひいては俺の男性としての魅力に惹かれて、友達になりたいと言ってきたんだ。清せい潔けつ感バッチリでヘアワックスで髪を整えてる、この俺──御み厨くりや〝イケメン〟シンイチの友達になりたい女子がいても、不思議なことなんか一つもないだろ？」

　俺が、そう熱弁を振るうと、サチのやつ──。

「………………プッ」

　コイツ、普通にプッと笑いやがった！　なんて失礼なやつ！

　だが、こんな反応でも、宇う佐さ美みよりはマシかもしれない。宇佐美のやつときたら──、

「うわぁ……」

　コイツ、『うわぁ』ときやがった。

　……俺、けっこう傷ついたぞ。

「モテないのかな、俺？」

「……モテない。自覚する。……シンちゃんみたいな『チャラくなりたいと思ってるクセにパッとしない男子』がモテるはずがない。ヘアワックス使った髪形、似合ってないし」

　いいや、そんなことないね！　似合ってるね！　パッとしなくなんかないね！

　……しなくないよな？　な？

「……とにかく、岩井さんに心を許すべきではない。これはシンちゃんのために言っている。……たとえば『本当は長なが政まさ（弟）くんのファンで、シンちゃんを利用して近づいてきている』とか、そんなオチかもしれない。……そうだったとき、傷つくのはシンちゃん」

　ああ──それはリアルな話だな。ありそうだ。俺もいっぺん似たようなこと疑ったし。

　そうか、そうだよな。俺がモテるわけないよな。あやうく勘かん違ちがいするところだった。

　うん……。

「……シンちゃん、悲しい？」

「まあな……」

「……その悲しさは、『一人シュッポッポ』にぶつけるといい。気き晴ばらしに。……隠れて見ていてあげるから」

　やらねえよ！　見るなよ！

「あ、やるの？　じゃあ、またベッドの下に入ってるから。でも、ここって狭いし、ベッドの上、全然見えないんだよねー。声が近くで聞けて、臨場感あるのはいいんだけど」

　だから宇う佐さ美み、やらねえって言ってるだろ。

「サチ！　宇佐美！　お前ら出てけ！　部屋にいても、面白いことなんかやらないぞ！」

「……分かった。……仕方ない、出ていく」

「ちぇー」

　俺が怒鳴ると、二人はしぶしぶと出ていった。

「……それじゃ、おばさんお邪魔しました」

「御ミ厨クママさん、またねー」

　コイツら不法侵入者のくせに、ちゃんと母親に挨あい拶さつしてくところは行ぎよう儀ぎがいい。






第三幕



「うぃーっす、犬神さんさつちんおっはよー」

「……宇佐美さん、早朝からなにをしに？」

「いやー、朝に御ミ厨クちん起こすの、あたしも交ぜてもらおうと思ってさー」


──宇佐美たんぽぽ、犬いぬ神がみサチ（翌朝）










１






　翌朝──。





　　　エイリアンは、宇宙から来るものと思っていた。

　　　しかし実際には、そうじゃなかった。

　　　やつらは──秋田県からやってきた！

　　　次元の裂け目から現れる巨大生物〝カイジュウ〟。県内の各市町村を破壊しようとする彼らに立ち向かえる力は、ただ一つ……。

　　　そうっ、秋田県民の叡えい智ちの結晶である巨大ロボット〝イネーガー〟だけなのだ！　悪い子イネーガー！

　　「──巨大ロボ、発進！」

　　　二人乗りのコックピットで、小鳥は乳ち首くびをつっついていた。

　　　あと、なにやら妙な匂いもしていた。






「むにゃむにゃ……。うーんうーん、また映画ネタかよ……しかもダジャレかよ……」

　うん、夢。もちろん。決まってるジャン。

　さて、時間は朝の七時。

　俺が自分の部屋のベッドで目を覚ますと、案の定──、

「……シンちゃん、おはよう」

　ほら、やっぱり。

　目の前には、サチがいた。

　髪をバサーッとさせつつ、俺が今まさに寝ている布団の中から、ズルズルズズーッモゾモゾと這はい出だしてきた。

　ここまでは、いつものパターン。定番だ。偉大なるマンネリズムだ。

　だが今回は、いつもと違う点もなくはなかった。二つほど。

　まず、一つは……。

「おっ、御ミ厨クちん起きた？　よっこいしょっと」

　布団の中から、もう一人出てきた！

『よっこいしょっ』とサチより元気よく飛び出してきやがった。『御ミ厨クちん』って呼び方で分かるように、もちろん宇う佐さ美みだ。あのニセバカ小学生だ。

「宇佐美！　なんでお前まで！」

「いやー、家が近所だと分かったんで、せっかくなんで朝から遊びにきてみたの。でもって、一緒に乳首コリコリをやってみたって寸法よ」

「なにが『寸法よ』だ」

　どうりで、今朝は微妙にコリコリの力加減が違うと思った。それに布団の中に三人もいて狭いし暑い。

「とにかく布団から出ろ！　乳首コリコリは禁止！　サチ以外はするんじゃない！」

「えー、ヒイキ、ヒイキー！　なんで犬神さんさつちんだけいいのー？」

「……えっ？　……シンちゃん、まさか私のことを……」

「いいや、サチもするな。けど、サチ以外の女子は特に禁止だ。サチ以外がすると、なんというか……シャレになんないんだよ！　セクハラとかギャグとか、そういう域いきを超えるだろ！　普通のエロス行為になる！」

「あー、それはなんとなく分かるかも」

　だろう？

「……あうう。……私だって普通のエロス行為なのに。セクハラとかギャグとかじゃなく」

「ん？　サチ、なにか言ったか？」

「…………べつに」

　とにかく、宇う佐さ美みは禁止。

　宇佐美は見た目が幼女だからな。『あっ、子供に乳ち首くびをコリコリさせてる児童ポルノだ、おまわりさん！』って警察呼ばれそうで怖いんだよ。サチは妖よう怪かいっぽいから『なんだ、乳首をコリコリする妖怪か』で済むけどさ。

　ところで、さっき俺は『いつもと違う点は二つ』と述べた。そのうち一つはこの『宇佐美もいる』という点だ。

　そして、もう一つの違う点だが──、

「なあサチ、実はずっと気になってたんだが──」

「……なあに？」

「お前、さっきから俺の顔に、なにを当ててる？」

　さっきから、ずっと俺の鼻先に、なにか布のようなものを当てていた。

　よくドラマなんかでクロロホルムを染みこませた布で相手を眠らせるシーンがあるが、あんな感じで布を俺の鼻に押し当てていた。

「……『当てている』のではなく『嗅かがせている』」

　嗅がせている？　じゃあ本当にクロロホルムか？　……いや、クロロホルムなら眠っているはずか。だとしたら、いったいなんなんだ？

　……まあ、実をいえば薄うす々うすは察しがついていた。ただ、ネタ振りというか事実を認めたくないというか、それで言ってみただけのことだ。

「サチ！　この布ってなんだ!?」

　俺の問いに、サチは少しだけ遠えん慮りよっぽく答えた。

「…………パンティー」

　だと思った！　布の模も様ようがなんとなく下着っぽかったから！　俺も男物だけどその柄のパンツ持ってるよ！

「……最近は『パンティー』という言葉を世間で聞かないから、あえて使ってみた。……いわゆるパンツ」

　いわゆらなくていい。そのくらい分かる。

「なんで、そんなものを嗅がせる？」

「……今までも上うわ履ばきや靴下、体操着、お風呂に入らなかった日の足の裏などを寝てるシンちゃんに嗅がせていたのだけれど──」

　知らなかった！

　上履きは昨日聞いたけど、靴下と体操着と足の裏は知らなかった！

「……しかし、今回は思い切ってパンツに挑戦してみた」

「だから、なんで!?」

「……飽きられるとイヤなので、少しバリエーションをつけてみた」

　飽きるもなにもないだろ、こんなんに。

「ふっふー、分かってないなー、御ミ厨クちんはー」

　？　宇う佐さ美み、どういうことだ？

「岩いわ井いさんに御ミ厨クちん取られないか不安で、少しプレイをがんばってみたんだってば。だよねー、犬神さんさつちん？」

「……そう。その上、宇佐美さんまで『家が近いから』みたいな理由で乱入してきたし。……ライバルができたので、張り合ってちょっとダイタンになってみただけ。こうやってライバルに差をつける」

「いやー、これは犬神さんさつちんには勝てないわー。さすがに、こんなのマネできないわー」

　どんな勝負だ。そもそも、これってサチが勝ったのか？

「……えっへん」

　あ、威い張ばってる。

　ってことはサチの勝ちでいいんだな。本人たちがいいなら、それでいいや。

「……もし宇佐美さんが張り合ってパンティーを嗅かがせたときのために、ブラジャーも用意しておいた。宇佐美さんは貧乳でブラジャーつけてないので、これは絶対マネできない。……ほら、シンちゃん見る」

　やめろ！　ブラジャー見せるな！　パンツと同じ柄のやつ見せるな！

「……こうやってパンティーやブラジャーの匂いを嗅がせつつ乳ち首くびコリコリすることで下着の匂いを嗅いだだけで興こう奮ふんするように調教する。……パブロフの犬的に」

　なんか微妙におかしいな？

　昨日の上うわ履ばきは『上履きという本来エロスと関係ないものの匂いで興奮するようにする』というプレイなんだろうけど、下着というもともとエロスのものだと匂いで興奮するのは当然だから、逆にプレイが成立していないような……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………いいや、やめた。どうでもいい。

　なんで俺、こんなダメ話のこと真面目まじめに考えてるんだ。バカバカしい。

「とにかく、パンツひっこめろ」

「……分かった」

　そう言ってサチは、俺の顔に当ててたパンツをモゾモゾと穿はき始める──。

「──ってサチ、ノーパンだったのかよ!?」

「……大丈夫。スカートを穿いているから『中身』は見えない。……恥ずかしくない」

　いいや、恥ずかしがれ。その理屈はおかしい。

「とにかく、お前ら、さっさと部屋から出てけよ」

「……ははあ、さてはシンちゃん、朝から『一人シュッポッポ』をしたくなった？　……パンティーの匂いと、ノーパンという事実に興奮して？」

「違う！　学校行く仕度するんだ！　着替えるんだよ！」

「……着替えると聞いたら、ますます出ていくわけにはいかない」

「だよねー」

　うるさい！　いいから、さっさと出てけ！
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　その後、朝食。

　いつものように、うちの家族の分までサチが作る。今日は宇う佐さ美みがいるので一人前追加だ。

「宇佐美、コッチの方が量が多いぞ。俺のと交換してやる」

「えっ、いいの？　じゃあ遠えん慮りよなく」

　宇佐美の皿を俺のと交換すると、サチがガッカリした顔をしていた。

　やはり、また唾だ液えきかなにか入れてたな。だと思った。お前の考えなんかお見通しだ。

「へー、犬神さんさつちん料理上手だねー？　コレ、やたらと美お味いしいよ？」

　ああ、サチの隠し味が入ってるからな。

　そんなこんなで朝食も終わり、俺たちは三人そろって家を出る。

「いってきまーす」

「……いってきます」

「そんじゃーねー」

　母親は、寝床に入ったまま『ふわ～』とアクビで返事をしていた。







　俺、サチ、宇佐美の三人でマンションのエレベーターに乗って一階まで降り、ドアが開くと──そこには意外な人物たちが。

「あ……ほら姉さん、御み厨くりやたち来たよ」

「遅い！　いつまで待たせるのよ、遅刻しちゃうじゃない！」

　長なが政まさ（弟）と長政（姉）？

　なんでお前ら、朝からうちのマンションの前に？

　しかも勝手に待ってるクセに、どうして『遅刻しちゃうじゃない』とかキレている？

「……冬とう子こさん、ストーカーみたい。……気持ち悪い」

　おサ前チにだけは言われたくないだろうな。

「違うわよ！　だれがストーカーよ！　なんで御厨なんかストーキングしなきゃいけないのよ！」

「……じゃあ、どうしてここに？」

「ボディガードよ、ボディガード！」

　ボディガード？

　サチの挑発でエキサイトしている姉に代わって、弟の方が説明する。

「御み厨くりや、岩いわ井いさんに絡まれてたじゃないか。だから、ボディガードが必要なんじゃないかと思ってさ。通学路で狙ねらわれるかもしれないし。人数が多ければ、ケンカにならずに済むかもしれないだろう？」

「なるほど、そういうことか。──けど、昨日説明したろ？　岩井さんは本当は不良じゃなかったんだ。昨日のも絡まれてたんじゃない。俺と友達になりたいから、それで校舎裏に呼び出したんだ」

「うん……。僕もそう言ったんだけど──でも、姉さんが聞かなくて」

　長なが政まさ（姉）が？

「そうよ！　御厨、油断してんじゃないわよ！『友達になりたい』とか、そんなのワナに決まってるじゃない！　アンタがそんなにモテるはずないんだし！」

　う……。サチに続いて長政（姉）まで、それを言うのか。

　ハハ、そうだよな、俺が美人にモテるわけが……。

「だから、こうやってボディガードしてやろうっていうのよ。でっ、でも、勘かん違ちがいしないでよねっ！　アンタのことが心配なんじゃなく、その……暴力事件で学校の評判が落ちるのがイヤなだけなんだから！　ほら私、生徒会長とか狙ってるし！」

　ああ、そうだろうな。そうだと思ったよ。どうせ俺モテないしな。ハハ……。

「……シンちゃん、注意する。いつもと同じでツンデレではなく、言葉通りの意味。……心配してるのではなく、ましてや『美人の友達ができそうだから、ヤキモチでストーキングまがいのことをしている』というわけでもない。……シンちゃんは冬とう子こさんにもモテていない」

　だから分かってるって！　念押しするな！

「そんなわけで御厨、私たちも一緒に学校行ってあげるから感謝なさい！」

　はいはい。







　こうして俺、サチ、宇う佐さ美み、長政（弟）、長政（姉）という大人数で、騒そう々ぞうしく通学路を進み──やがて、学校。

　いつもの一年Ａ組の教室へと到着する。
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　──りーんごーん、りーんごーん




　今のは、朝の予鈴。

　始業のホームルームまで、あと五分。

　俺が自分の席に着くと、

「あ、あの……御み厨くりやくん、おはよう……」

　すぐ近くの席──俺の左斜め前の席から、岩いわ井いさんが声をかけた。

〝番長〟岩井さんこと、岩井九く頭ず子こ。

　相変わらずドスの利いた声だった。見た目も怖い。

　だが美人だ。

　美人で友達なのだから、怖いのなんて我慢できる。

「やあ、おはよう岩井さん」

　俺が挨あい拶さつを返すと、岩井さんはポッと頬ほおを赤らめていた。

　うん、さすがは美人。色っぽくてグッとくる。

　だが、そんな美人を不ふ愉ゆ快かいに思う者もいるらしい。俺がハンサムな男を見ると不愉快になるのと同じ心理なのだろう。具体的にはサチなのだが、

「……フーッ！」

　猫が威嚇するときみたいに、歯を剥むいて『フーッ』とか言ってやがった。

　お前は動物か。ビーストか。

　ちなみに長なが政まさ（姉）も、やや離れた自分の席から、こっちの方をガン見していた。あれは警けい戒かいの目線。『なにかあったら即乱入してやる』という強い決意が垣かい間ま見みえる。『なにか』なんてあるはずないのに。

「……岩井さん、シンちゃんに近づいてはダメ」

　あっ！　サチのやつ、あからさまな対決姿勢を！

「……シンちゃんも注意する。……こんなの番長グループのワナに決まっている」

　だが、そんなサチに、岩井さんは反論する。

「ち……違います！　番長グループなんてありません！」

「……じゃあ、どうしてシンちゃんに接近する？」

「わ、私はただ……御厨くんと友達になりたくて……」

　そうだぞサチ、そういうことだ。

　ワナなんてない。岩井さんは俺と友達になりたいだけだ。

「……それは聞いた。でも、そんなの不自然。……シンちゃんに美人の友達ができるのは不自然。ありえない」

　お前、それ何度も言いすぎだ。

　そんなの人前で言うことないだろ？　しかも、俺と友達になりたいって言ってる岩井さん本人の前で。

「あ、あの……そんなことないと思います……。いえ、私が美人と言ってるわけじゃないですが……」

　岩井さん、いい人だ。

　そうだよな。俺に美人の友達がいても不自然じゃないよな？　ね？　ね？

「……岩いわ井いさん、本当にシンちゃんと友達になりたいの？」

「は、はい……。みんなから不良と勘かん違ちがいされて、友達がいなくって……」

　うんうん。昨日、そう言ってたよな。

「……なるほど。それで、だれでもいいから友達が欲しかったと？」

　んー……サチ、なんだかイヤな言い方するな？

「……それなら納得がいく。……シンちゃんでなく、だれでもよかった。たまたま席が近くだったから、それでシンちゃんを選んだだけ」

　ああ、そういうことなのか……。そうだよな、そうでもなければ、俺なんて……。

「い……いえっ！　違います！　だれでもよかったのではなく、ちゃんとした理由で御み厨くりやくんを選んだんです！」

　岩井さん！

「……なら、どうして？　理由を言う」

「それは、その……。なんというか、少し答えにくいので……」

「……いいから、正直に答える。……クラスにいっぱい人がいる中で、友達になりたい相手に、あえてシンちゃんを選んだ理由は？」

「だ、だから、その……」

　岩井さんは、なにやら答えにくそうにしていた。

　あー……なるほど。フフフ、そういうことか。

「……どうして答えにくそうにしている？」

　おや、サチはまだ気づいてないようだな？

　俺はもう分かったぞ。いいかサチ、彼女が本当に欲しがっていたのはただの友達じゃないんだ。

　つまりは、彼氏！

　岩井さんは、この俺の男性的魅み力りよくに惹ひかれて『友達になりたい』と言っていたんだ。いずれはステップアップして、もっと深い仲になることを期待して。

　いやー、困っちゃったなぁ。ホントは全然困ってないけど。

　うんうん、やはり俺のモテる時代が来たというわけだな。いつかは来ると信じていたが、ついに来たか！　神様、ありがとう！

「犬いぬ神がみさんには、言いにくいことなんですけど……」

「……大丈夫。言う」

　岩井さん、言ってやれ。

　恥ずかしいのかもしれないが、ここはズバッと言ってやれ。サチに遠えん慮りよする必要もないぞ。女子たちの間でどう思われているのか知らないが、サチと俺はつきあってるわけじゃない。だから、気にすることなんかないぞ。

「それなら、正直に言います……。御厨くんを選んだ理由ですが──」

　うんうん。

「御み厨くりやくんは、ヘンな友達がいっぱいいるから……」

　……ん？

　急に、なにを言い出すんだ？

「それで、選んだんです……。『ああいう人たちと友達になれる人なら、私とも仲良くしてくれるかなあ』と思って……」

　──って、おいっ！

　そりゃ、『犬いぬ神がみさんには言いにくいこと』だよ！

　なんか、いろいろ問題のある発言だぞ!?　ああいう人たちって、具体的にどういう意味だ？　絶対、いいニュアンスじゃなかったろ!?

「……なるほど。それなら納得はいく」

　いくのか、納得？　お前、悪口言われてるんだぞ？

「……たしかにシンちゃんにはヘンな友達がいっぱいいる。……宇う佐さ美みさんや長なが政まさ（弟）くん、そしてだれより長政（姉）こと冬とう子こさん。みんなヘンな人ばかり」

　お前、だれか忘れてないか？

　宇佐美も長政（弟）も長政（姉）もたしかに全員ヘンなやつだが、一人名前を出し忘れているぞ。ホラ、俺の周囲のクイーン・オブ・ヘンなやつの名前がさ。

「……岩いわ井いさんが『あの三人よりはヘンじゃないから』と思うのは、よく分かる」

　だから、三人じゃない！

　もう一人！　もう一人！

　だがサチは、俺の心の叫びなど無視して話を続ける。

「……ずっと岩井さんのこと怪しいと思っていたけど、それならば納得できる。……シンちゃんは男性的魅み力りよくこそアレで、パッとしない部類の男子。でも、そのかわり『だれでも仲良くしてくれそう』という隙すきがある。……その隙につけこみたいという気持ち、とてもよく理解できる」

　お前、急に俺の悪口言うんじゃない。

　今の台詞せりふ、『男性的魅力こそアレでパッとしない』のあたり、明らかに不要だったろ？　なんで急に俺の悪口言った？

「い、いえ、そういうつもりじゃ……。そこまで思ってないというか……」

　だよな、岩井さん。そこまで思ってないよな？

「……でも、つまりはそういうことなのでしょう？　……うんと要約すれば」

「それは……その、まあ……。うんと要約すれば……」

　おいっ！

「……シンちゃん、分かった？　べつにシンちゃんはモテていたわけでもないし、ヘアワックスに効果があったわけでもない。……ただ隙につけこまれているだけ。勘かん違ちがいしないように」

　はいはい、よく分かったよ！　勘かん違ちがいしないよ！　そこまで念押ししなくていいだろ、まったく！

　……いけない、ちょっと涙が出てきた。

「……そういうことなら、分かった。岩いわ井いさんをシンちゃんのお友達として認める」

「は……はいっ！　ありがとうございます！」

　サチ、なんでお前が認める？　どういう認定制度を作ってるんだ？

　それと岩井さん、アンタも『ありがとう』じゃないだろ。なんでサチにお礼言ってるんだよ。

「……だけど岩井さん、これだけはハッキリさせておく」

「な、なんでしょう……？」

「……シンちゃんの新しい友達ということは、私にとっては後輩も同じこと。……私のことは先輩として敬うように」

　なんで？

　お前の話はイマイチ理屈が通ってないぞ？　友達に先輩も後輩もあるもんか。

　なんで、ちょっと先輩気取り──というか小こ姑じゆうと気取りなんだよ？

「え……っ？　先輩、ですか……？」

　ほら、岩井さんもキョトンとしてる。

「……そう、先輩。だから私のことは今後『サチ先輩』……あるいは『サチお姉様』と呼ぶように」

　コイツ、『お姉様』ときやがった。

　うーん……『お姉様』って言葉自体は、いかにもお嬢様女子校という感じで、なんか麗しくていいんだけどさ。

　ちょっとエロいし。レズっぽいし。

　けど、あとから俺と友達になっただけで、お姉様って呼ぶのはヘンだろ。なにか違う気がするぞ。

　やはりその称号は、あまり軽々しく使うべきでない気がするな。もうちょいくらい神しん聖せい視した方が……。

　岩井さんだって、そんな風にサチを呼ぶとは思えないぞ。なあ、岩井さん？

　──とか俺が思っていると、当の岩井さんは元気よく返事。

「は……はいっ、サチお姉様っ！」

　呼ぶのかよ!?
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　時間は経過し、昼休み。

　岩井さんとサチは……、

「……九く頭ず子こさん、一緒にお弁当食べる」

「は、はいっ！　光栄です、お姉様！」

　わりと、仲良くやっていた。

　しかもサチのやつ『九頭子さん』と下の名前で呼んでいた。

　岩いわ井いさんは、サチの言ってた『私のことは先輩として敬うように』『サチお姉様と呼ぶように』というのを真に受けていたらしく、本当に『お姉様』と呼んでいる。

　学校一の不良と怖おそれられ〝番長〟とまで呼ばれていた岩井さんだが、実際には彼女は不良でも番長ではなく──それどころか、まるで逆。

　気弱でおっかなびっくりな性格の子だった。

　そんな性格のためか、

「……そのタマゴ焼き、一個もらう」

「どうぞ、サチお姉様……。お口に合うかどうか……」

　と、サチの方が偉そうにしていやがった。

『気弱な性格につけこんでる』と言えなくもない。

　調子に乗るな、サチ。

　あと、岩井さんもサチを甘やかすな。この女は油断すると、スゴい勢いで図に乗るぞ。







　俺が、そんなサチたちのやりとりを見ていると──。

「やあ御み厨くりや、ちょっといいかい？」

「ん？　なんだよ、長なが政まさ（姉）」

　急に、長政（姉）が話しかけてきた。

　周囲の目を意識してるのか、口調は王子様風だ。

「御厨……犬いぬ神がみと岩井さん、どうにかならないのかい？」

「どうにかって、なんだよ？」

「やめさせろ、って言ってるのさ。イラッとくるから」

「そんなこと言われても困る」

　イラッとくるのは理解できる。サチが調子に乗ってる姿というのは、見てるだけでイラッとするものだからな。

「でも、べつにいいだろ？　仲良くしてるんだし」

「いいや、よくないね。さっさと、どうにかしてもらおうか。クラスのみんなも動どう揺ようしてるんだ」

「クラスのみんな？」

　なるほど。

　耳をすませばお馴な染じみのヒソヒソ話が。

「──なんで〝番長〟の岩井さんが、〝貞さだ子こさん〟犬神さんと仲良くしてるの!?」

「──いえ、仲良くしてるどころか、『お姉様』って呼んでたような……。犬いぬ神がみさんが岩いわ井いさんのお姉様!?」

「──まさか、呪のろいで洗脳を？」

「──いえ、きっと一対一の決けつ闘とう──タイマンというやつをして、犬神さんが勝ったのよ。決闘で負けた不良は子分になるのよ。弟の持ってる漫画に描いてあったわ」

「──じゃあ犬神さんは決闘に勝って、岩井さんを子分にしたのね！　呪いの力で！」

「──犬神さんが新しい番長!?」

　あー……これは、たしかに動どう揺ようしてるな。

　聞こえてるか、サチ？　お前の呪い伝説、知らない間に強化されてるぞ。そのうち〝呪い番長〟とか呼ばれるようになっちまうぞ。

「──実は、ただなんとなく犬神さんが大きな態度とってるだけだったりして」

　こんな具合に、真相に近い意見も出ていたが……、

「──そんなはずないでしょ。だって、相手は不良の岩井さんよ？　あんな怖そうな人なのよ？」

「──じゃあ、やっぱり呪いのパワーで新番長になったのね！」

　と、逆に『呪いパワーで新番長』説を裏づけするだけだった。

「──ただでさえ学校一の大呪じゆ術じゆつ師しとして有名な犬神さんが、岩井さんを子分にして物理的な戦闘能力を手に入れたのね」

「──これは……犬神さんと対立している冬とう子こさん（長なが政まさ（姉））がピンチだわ！　冬子さんはスポーツ万能だけれど、相手は熊くま殺しの〝デス九く頭ず子こ〟よ！」

「──じゃあ、冬子さんに勝つために、岩井さんを子分に？　それじゃあクラス内の──いえ、校内の勢力図が変わってしまうわ！　今は犬神さんと冬子さんで戦力が拮きつ抗こうしているけど、これでバランスが崩れてしまう！〝貞さだ子こさん〟と〝デス九頭子〟が手を組んだりしたら！」

　宇う佐さ美みのつけたテキトーな二つ名、浸透してるな？

　だが、なるほど。サチと岩井さんが仲良くするというのは、戦略的見地から意味のあることだったのか。

　そして、改めて長政（姉）が俺に言う。

「と、まあ、こんな具合なんだ。分かったろう？」

「いや、だいたい分かったが……」

「じゃあ、早めにどうにかしてもらおうか。僕がピンチになるのではないかとファンの子たちが不安がっているんだ。それを抜きにしても、その……悪い予感がするし……」

　悪い予感だと？

「いや、知らないって。特に、お前のファンの事情なんて。だいたい、なんで俺にそんな話をする？　サチのことはサチに言ってくれ」

「けど、犬神と岩井さん、二人とも君の友達なんだろう？　それを抜きにしても、君は『犬いぬ神がみ係』なんだし」

「勝手な係を作るな！」

『犬神係』なんて日本語、初めて聞いたぞ。







　長なが政まさ（姉）は言いたいことを全部言うと、そのまま自分の席へと去っていった。その間もクラスの女子たちは、

「──犬神さん、不良が怖くないのかしら？　あんな強気な態度をとって。いくら自分の子分とはいえ……」

「──やはり〝貞さだ子こさん〟だから平気なのよ」

「──私なら『あとでシメられるんじゃ？』と怖くて震えてしまうでしょうね」

　と、ずっとヒソヒソ噂うわさをしていた。

　そういや、そうだな。サチのやつ、驚くほどの気にしないっぷり。

　これについては少しだけ立派な気もする。

　普通なら『昨日まで不良だと思っていた相手』にこんな態度はとれないだろう。岩いわ井いさんが悪い子じゃないと信頼してるからこそ、こんなに威い張ばっていられるわけだ。この図ずう々ずうしさは、サチの長所と言えなくもない。

「……ちょっと、九く頭ず子こさん」

「は、はいっ、サチお姉様！」

「……九頭子さんは本当に不良じゃないんだよね？　……違うよね？」

「ええ、違いますが……」

　んー……違った。前言、一部撤てつ回かい。

　サチのやつ、少しは気にしていたらしい。

　お前、今『岩井さんが実はホントに不良だったらヤバい』と思って、それで『違うよね？』と念押ししたろ？　クラスの女子たちのヒソヒソ話で、ふと我に返って。額ひたいから汗をダラダラかいているし。

「……本当に違う？」

「はい……」

「……そう。違うなら、よかった。……ちょうどいいから、ついでに訊きく。なんで九頭子さんは、不良っぽいの？」

「べ……べつに、不良っぽくなんか……」

「……見た目の話。……性格はともかく、見た目は不良っぽい。それはなぜ？」

　ああ、それは俺も気になる。知りたいな。

「……九頭子さんは、どうして金髪なの？」

　ちょっと赤あか頭ず巾きんぽい台詞せりふだ。

「金髪なのは、生まれつきなんです……。言い訳でなく本当に。おばあちゃんがフランス人ですし……。先生に叱しかられたときのために、子供のころの写真も持ち歩いています。はい、これ……」

「……見る。……フムフム、美幼女。……あとでスキャンしてロリコンの人向けの画像掲示板に載せたいので貸す」

「は……はい、それはいいですが……」

　いいのか？

「……よくマスクをつけているのは？」

「それは、ただの花粉症で……」

　そういうことだったのか。

　いかにも不良といったファッションの岩いわ井いさんだが、ちゃんと理由があったということか。──というか、そもそもファッションですらなかったんたな。

「……ここでワンクッション置く意味で、無難な質問を入れるのだけど…………趣味は？」

　そう聞かれ、岩井さんは顔を真っ赤にしながら、恥ずかしそうに返事をする。

「趣味は、その…………ぬいぐるみや、可愛かわいい小物集めです……。手芸もやってるので、自作もします……。最近は、猫の写真を撮ってブログに……」

　可愛い趣味だ!?

「……驚くほどに『萌もえ系四コマ漫画によく出てくるような、本当はただ背がデカくて目つきが悪いだけで、不良と誤解されているせいで皆から避けられて困っている、みたいな人』のような趣味。……というか九く頭ず子こさん、まるっきり典型的な『萌え系四コマ漫画によく出てくるような、本当はただ背がデカくて目つきが悪いだけで、不良と誤解されているせいで皆から避けられて困っている、みたいな人』。……驚いた」

「それは、どうも……」

　それって、褒ほめているのか？　けなしているのか？

「……でも、だいたい納得いった。……じゃあ、ワンクッション置いたところで最後の質問をする。……顔が怖いのは？」

　お前、訊ききにくいことズバッと訊いたな!?

　そんな質問、ワンクッション置いたくらいで訊いていいことなのか？

「こ、怖いだなんて……」

「……九頭子さんは、いつもムスッと怒ったような顔をしている」

「べつに怒ってなんか……もとから、こういう顔なんです……。それに、人の前に出ると緊張してしまって──それで、ついこんな顔に……」

　なるほど、そういうことだったのか。

「だから……昔から、全然友達ができなくて……」

　そうか、苦労してたんだな。

　そんな岩井さんの肩を、サチがポンと叩たたいて言った。

「……九頭子さん、もう悲しむことはない。シンちゃんが友達になってくれたのだし……それに私もいる」

「サチお姉様……」

　サチ……。

　これ、ちょっといい話だな。サチのくせに、いいこと言った。

　そうとも、岩いわ井いさん。もう俺たちは友達だぞ。

「……だから九く頭ず子こさん、そっちの唐揚げもよこす。……友達だから」

「えっ……？　唐揚げもですか……？」

「……イヤ？」

「い……いえっ！　どうぞ、サチお姉様！」

　んー……やっぱり、べつに偉くないか。ただ図ずう々ずうしいだけか。







　まあ、とにかく俺たちは友達だ。それに俺とサチだけじゃない。たとえば俺の隣の宇う佐さ美みだって──。

「御ミ厨クちん、御ミ厨クちん」

　ん？　どうした宇佐美？　さっきから俺の陰に隠れて？

「もし岩井さんが暴れ出したら、御ミ厨クちんがあたしを守るんだよ？」

「おいっ！　だから、岩井さんは暴れ出したりしない。不良じゃないから。お前、さては話を全然聞いてなかったな？」

「ううん、聞いてたけどー、でも一応、念のためね。もうちょい様子見させてよ」

　うーん……。まあ、仕方ないといえば仕方ないのか。

　昨日までは、あれほど怖がっていた相手だ。この反応が普通なのかもしれない。

「むしろサチや俺が無防備すぎるだけかもしれないが……」

「ん～、それも違うような……」

「違う？　違うって？」

「御ミ厨クちんが無防備なのは間違いないと思うけど、犬神さんさつちんはちょっと違うと思うよー？」

「そうか？」

　よく分からない理屈だな？　俺よりサチの方が、ずっと岩井さんに心を許してるように見えるぞ？　もちろん、多少問題のある形でだが。

「ま、御ミ厨クちんはニブちんだから分かんないかー」

　宇佐美のクセに生意気な!?

　と、そんな話をしていると──、

「御み厨くりや、そろそろ行かないかい？」

　弟の方の長なが政まさが、俺に声をかけてきた。

「行くって？」

「次の時間、〝男女別ミーティング〟だろ。視聴覚室に行かないと」

　ああ、そうだったな。忘れてた。

　俺と長なが政まさ（弟）は連れ立って、視聴覚室へと向かうことにする。
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　視聴覚室は四階の一番奥だ。

　二階にあるＡ組の教室から、俺たちは階段を上っていく。

　その途中──。

「御み厨くりや、いいかい？」

「ん？　なんだよ？」

「実は、僕……悪い予感がするんだ」

　長政（弟）のやつ、急にヘンなこと言ってきた。

　お前、真顔でどうした？　しかも、顔をグッと近づけながら？

「悪い予感って？」

「だから、その……岩いわ井いさんのことで」

「なんで姉弟で同じようなことを言う!?」

『予感』とか漠ばく然ぜんとしたこと言うなよ。

　あと、どうでもいいが、さっきより顔近い。お前、だんだん顔近くなってる。

「さっきみたいに犬いぬ神がみさんと岩井さんを仲良くさせておくと、なにか問題が起きそうな気がするんだ……。姉さんも言ってたし……」

　だから、それって長政（姉）のファンの都合なんじゃないのか？　サチと岩井さんが組んだら戦力の均衡が崩れると思ってるらしいから。自分のファンを安心させたいから、サチたちを仲良くさせたくないんだろ。

　それからな、どうでもいいが……長政（弟）、お前、俺の手を握ってる！　エキサイトしてるのか、無意識で俺の手を握りながら喋しやべってるぞ!?

「とにかく、悪い予感がするんだ……。僕、御厨のこと心配なんだよ……」

「そ、そうか……」

　コイツの手、相変わらず柔らかいな。それに、あったかい。

　顔は、さっきまでより、さらに近くなっていて……。

「も、もちろん、これは[image: ][image: ][image: ][image: ]けど[image: ][image: ][image: ][image: ]から[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ってわけじゃないからね？　[image: ][image: ][image: ][image: ]なんだよ？」

「お、おう……」

　もう、言葉なんて耳に入ってこない。顔、近い。

　きっとコイツの唇も、手のひらみたいに柔らかいんだろうな……。

　キス、とかしたら怒るかな……？

　──って、いけない！　俺、なに考えてるんだ!?

「お、おいっ長なが政まさ（弟）！　手を握るな！」

「え……っ？　あっ、ごめん！　僕ってば、つい……」

　フー、びっくりした。さすがは最近『傾けい国こく系男子』とまで呼ばれている長政（弟）だ。危ない、危ない。

「とにかく、だ！　岩いわ井いさんのことは今のままでいい！　あの子は俺やサチと友達になったんだ。『悪い予感』なんてボンヤリしたもののために仲を引き裂くつもりはない」

「うん……。そうだね、それもそうだよね……。ごめん、僕が悪かったよ」

「いや、分かってくれればいいんだ」

　長政（弟）はシュンとなる。

　ははあ、コイツさてはヤキモチだったな？　コイツは実は俺のことを好きだから……それで美人の新しい友達ができて、それでヤキモチを焼いていたのか。

　心配するな、長政（弟）。俺は同性愛的な意味では仲良くできないが、しかし美人の友達ができたあとも、お前との友情は変わらないぞ。







　そんなこんなで五時限目。

　全校男子計一〇名が、視聴覚室に集合する。













幕間　その一








○五時限目の一年Ａ組教室




　　　　男女別ミーティング、女子側。

　　　　Ａ組の副担任である女教師、西にし先生（二四歳、担当科目は英語Ｉ）が授業。

　　副担任「えー、Ｂ組の元もと木きさんとＣ組の林はやしくんの件について、既に女子の皆さんはご存ぞん知じかと思います。今回の男女別ミーティングは、この一件を参考に『カップルの破局』について話をしましょう。元木さんと林くんは、三日前から交際を始めたものの、最初からあまり上う手まくいっておらず──」

　　女生徒Ａ「あの、先生……」

　　副担任「はい？」

　　女生徒Ａ「（ヒソヒソ）そんな、『女子ならだれでも知ってる話』より、犬いぬ神がみさんをなんとかしてください。岩いわ井いさんを呪のろいで子分にしたらしいんです」

　　女生徒Ｂ「（ヒソヒソ）そうです！　怖いから、どうにかしてください！」

　　副担任「はいはい、そういう話は生徒同士で解決してくださいね。──ともあれ、元木さんたちが別れた原因はいわゆる性格の不一致ということになりますが、ただ、その一方、妙な噂うわさもあるようでして……」


＊　　　＊



　　　　↑の話の最中、山やま田ださん、さりげなくサチと岩井さんの方に目を向ける。

　　　　席の位置関係的に、斜め後ろをチラッと振り返る感じに。

　　山田さん「……クスッ」

　　　　意味ありげな笑い。子供を見守る母親のような笑顔。








第四幕



「御み厨くりや……僕、悪い予感がするんだ。姉さんも同じこと言ってたろう？　──も、もちろん、これは『本当はなにか知ってるけど、言いにくいから〝悪い予感〟という言葉で誤ご魔ま化かしてる』ってわけじゃないからね？　本当に予感なんだよ？」

「お、おう……（コイツの手、柔らかいな……）」


──長なが政まさ秋あき彦ひこと御厨シンイチ（第三幕補足）
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　男女別ミーティング。

　共学になりたてである都立姫ひめ学がく特有の授業であり、この授業で俺たち男子一〇名は『女子校での正しい男子のあり方』を学ぶことになる。

　受け持ちは、Ａ組担任でもある体育教師の児こ島じまハナヱ先生（二九歳独身）。通称『女子校生活のプロ』だ。

「ようし、全員いるな？　これより授業を始める。いつものように『女子とトラブルを起こさない学校生活の送り方』を教えることになるのだが──」

　この先生の授業はスパルタだが超実践的だ。

「しかし、その前に重大な発表がある」

　ん？　なんだ、なんだ？

「学校としては男女交際自体は禁止としていない。交際するかどうかという緊張感こそが、少年少女の精神を磨みがくものであるからな。青春期には必要なものであるのだろう。

　だが、先生としては、今のような時期……つまり第一学年の一学期には、まだ特定の彼氏・彼女をつくるべきではないと思っている。それどころか、告白などもするべきではない。この、女子ばかりの中で一〇名しか男子がいない、という状況下ではな。──同じ話を、前にも何度かしたはずだ」

　ああ、たしかに聞いた。

「なぜなら、もしフラれたりすれば残りの高校生活、ずっと気まずい思いをするからだ。特に我が校のように女子の力の強い場所では、悪い噂うわさが派手に広がる。だから、ロクなことがない」

　先生の話は、もっともだ。

　とはいえ、モテるために都立姫学に入学した俺たちにしてみれば『まだモテてはいけない』というのは、あまり素直に聞けない話だろう。

　しかし先生、なぜ急にそんな話をする？

「先生は、この話をしたはずなのだが……しかし、だ！　三日前──この一〇名の男子の中に、先生の話を聞かず、彼女をつくった者がいる！」

　な……なんだと───っ！

　彼女をつくったヤツがいるだと!?　だれだ！　皆に黙って、そんなことをしたヤツは！

　一〇名の男子たちは、一斉にザワザワざわめく。

　ただし、たった一人を除いて。

　ん……？　Ｃ組の林はやし、どうした？　なんで一人だけ暗い顔をしている？　さては──!!

「林！　お前だ！」

　やっぱりか！

　男子一〇名中、モテランキング三位の林！　お前が裏切り者だったのか！　おのれ、許さない……!!　ぐぬぬぬ！

　男子たちは全員──長なが政まさ（弟）のような穏やかな性格の男は例外として──ぐぬぬぬと歯は噛がみしながら、林の方を睨にらんでいた。

　コイツ、いかにも普通っぽい外見の男のクセに、『接しやすい性格だから』とか漠ばく然ぜんとした理由でモテランキング三位になってやがった。それだけでも許しがたいのに、今度は彼女をつくりやがるとは……!!

　おのれ、林。

　俺たちは絶対、お前を許さない。

　俺と他の男子たちは皆、机の下で拳こぶしを握り締めた。授業が終わって先生がいなくなり次第、コイツを殴ってやらなければ……。

「はいはい、男子諸君、暴力を振るう必要はないぞ」

　先生？　どういうことだ？

『暴力はいけないぞ』でなく『暴力を振るう必要はないぞ』だと？

「林は、先生の話を聞いていたにもかかわらず三日前に彼女をつくり、そして、その三日後の朝──」

　つまりは、今朝──。

「スッパリ、フラれた」

　よしっ！　やったーっ！

　男子たちの間から、ワーッという歓声が上がる。

　もちろん俺の口からも。

　こういうときには、知らないうちに声が出ているものなんだな。心から嬉うれしいときには。

　いやいや、これほど楽しいことは久しぶりだ。他の連中も、心の底からの笑みを浮かべていた。男子たちの心が今、一つになったのだ。

　ちなみに林は、陰いん鬱うつな顔のまま驚いていた。

「せ……先生、どうしてそんな最新情報を？」

「教師を甘く見るな。授業中の表情やヒソヒソ話で、だいたいなんとなく分かる。あとは職員室で先生同士で情報交換して分析し、最後に生徒に直接訊きいて裏を取れば、全すべての恋愛事情を把握可能なのだ」

　スゴいな、教師？

　というか、つまり林はやしの失恋は、職員室中に広まっているということなのか。ひどいな。

「ちなみに、女子はこの話全員知ってたぞ。交際始めたことも、フラれたことも。アイツら噂うわさ話大好きだからな」

　ホントかよ？　女子の連中、侮れないな。男子はだれも知らなかったみたいなのに。

　だが──まあ、そんなことはどうでもいい。

　今、重要なのは……林！　お前のことだ！

「「──やーい、やーい！　フラれてやんの！」」

　俺たち男子一同は、教師の前であることも忘れて、林を一斉に囃はやし立たてた（おっ、ダジャレだ）。

『失恋したての男にこの仕打ちはひどい』とお思いの人もいるかもしれない。

　だが、この林はたった一〇人しかいない男子の結束を乱す裏切り者なのだ。

　この男、下へ手たをすればフラれないまま交際を続けていたかもしれない。それを思えば、この程度の罰は軽すぎるといえよう。

「「──やーい、やーい、やーい！」」

　俺たちがバカにしてやったので、林はガックリとうなだれる。今にも血の涙を流しそうな勢いで。

「うう……。コッソリつきあって、そのうちお前らに自慢してやろうと思ったのに……。ここでいう『そのうち』というのは、いわゆる『Ｃまで済ませた』という状況のことなんだが……。お前らを『ハッ、これだから女を知らないヤツらは』『この童貞野郎どもめ』と見下してやる予定だったのに！」

　ざまあ！　林、ざまあ！

　やーい、やーい、やーい！

「うう……これは、きっと陰いん謀ぼうだ！　こんな風に、なにもしないままフラれるなんて……!!　これは『男女間カップルの成立を妨害する秘密結社』の仕業に違いない！」

　そんなワケあるか！　やーい、やーい！

　おかしな陰謀論まで口走るとは、だいぶ精神的に参っているようだな。

　なにが『男女間カップルの成立を妨害する秘密結社』だ。

　まあフラれたその日に教師にそれをバラされて、全校の男子に全力でバカにされたのだから、錯乱してワケわからないこと言い出すのも仕方あるまい。

　だが、なんにせよ──林、ざまあ！　やーい！

「ようし、お前たち、そろそろやめろ」

　ん？　先生、止める気か？

　児こ島じま先生（二九歳独身）は女性ながらも、俺たち〝モテないキッズ〟の味方だと思っていたのに。

「このように裏切って女をつくった仲間を追い込む様子は、なんというか青春っぽくステキであるが──というか、むしろ少しホモ臭くさえあってグッとくるが──しかし、こういうのは加減が大事だ。シャレになる範囲でやれ」

　まあ、そうかもしれないな。

「イジメ、ダメ絶対。先生の査定に響く」

　この先生、本音を隠さないから立派だよな。

「それに、お前たちは『フラれてざまあ』と言っているが、あまり追い込むと林はやしも『そうは言うが、俺は三日とはいえ女子とつきあったんだぞ。お前らはどうだ』みたいに反撃をし始めるぞ。そうなったら互いに理屈っぽい悪口が飛び交うだけのクソつまらん口くち喧げん嘩かが延々と続くだけだ。そんなことしたいのか？」

　いや、確かにそれは想像するだけでウンザリするが……。

「なので、林の話はこれで一いつ旦たん終わりにし──」

　と、そう言いながら先生は、クルリと俺の方へと向き直る。

「御み厨くりや！」

「えっ？　俺？」

　なんだ急に？　説教か？　でも俺、説教されるようなことしてないぞ？

「次、お前の話題！　御厨……お前、最近モテているそうだな？」

　唐とう突とつだ!?

　しかも、『モテている』だと？　……ああ、そうか。

「ははあ先生、さては岩いわ井いさんのことですね？」

「そうだ」

「いやあ、参っちゃうなあ。岩井さんはただのトモダチですよ。もちろん岩井さんはモデルみたいな長身美人なのですがね」

　おっと、最後のは不要な情報だったか。

「フム、『ただのトモダチ』と言いつつもドヤ顔だな？」

「いやいや、そんなことは」

　気がつけば、俺以外の男子たち九名が、

「「──ブー、ブー、ブー、ブー!!」」

　と激しいブーイング。

　おっ？　どうした、お前たち？　俺たち、仲間じゃなかったのか？　それとも美人のトモダチがいる俺は、もうお前ら〝モテないキッズ〟の仲間じゃないというのか？

　いやあ、参っちゃったなあ（ドヤ顔）。

「よしっ、林は御厨を五発まで殴ってよし」

「はいっ、先生！」

　おいおい、なんだよ先生ー。林もやめろよー。

　しかも他の男子たち（モテない）は全員で、

「「──こーろーせー!!　こーろーせー!!」」

　と物ぶつ騒そうなコールを叫び続けている。

　参ったなあ。仲間だったはずの男子たち（モテない）に、これほどまでに憎まれるとは。いやいや、モテる男はつらいなあ。

　よせよ、みんな。平和にやろうぜ。

「このーっ！　余裕のある顔が気に食わん！　死ねっ、御み厨くりや！」

「「──こーろーせー!!　こーろーせー!!　こーろーせー!!」」

「はっはっは、モテてるから痛くないぞ」

　中学時代、通信教育で空手を習っていたという林はやしの正せい拳けんが俺に叩たたき込こまれたが、痛みなんて感じない。

　なるほど、これが『愛の力』か。いや、岩いわ井いさんはトモダチだから、今はまだ『友情の力』ということになるかな。今はまだ。

「このーっ！　このーっ！　このーっ！」

「「──こーろーせー!!　こーろーせー!!」」

　はっはっは。参ったなあ。

　こんな具合に薄笑いで殴られてる俺を見ながら、先生がポツリ。

「フム……御厨、いい気になっているようだな？　だが、お前には言っておかねばならないことがある。大事な話だ」

　？　なんだ、なんだ？

「それはだな………………………………………………………………………………………………………………いや、やっぱりいい」

　なんだよ、中途半端な!?　大事な話じゃなかったのか？

「ま、そのうち自分で分かるだろう」

　なんだ先生、気になること言いやがって？　とはいえ──、

「しねーっ！　最後の一発！」

「はっはっは、モテてるから痛くないし、細かいことも気にならないぞ」

　先生の話も林のパンチも、ちっとも気になんかならなかった。
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　やがて五時限目も終わって、俺たちは教室へと帰る。

「いたたた……、さすがに痛くなってきた」

「御厨、大丈夫かい？」

　殴られてる間は痛みを感じてなかったが、さすがに五発も喰くらうとキツい。通信教育空手、意外と強力だな？　俺も今度習おう。

　いずれにせよ──これで林はやしが少しでも失恋から立ち直ることができるなら！

　美人と友達になった直後なんだから、殴られるくらいは許容してやろう。美人の友達がいる男は寛かん容ようなのだ。

　さて、そんなことを思いながら一年Ａ組の戸を開けると──、

「あ、あの……サチお姉様、ジュースとお菓子を買ってきました」

「……九く頭ず子こさん、遅い」

　サチと岩いわ井いさん、なにやってんだ!?

　パシリか！　なんで買い物なんかに行かせてる！

　お前、さすがに調子に乗りすぎだろ？

「……九頭子さん、遅い。……それに、これは私のキライなつぶつぶオレンジ。お菓子も、私はきのこの山派。……気が利かない」

「ご……ごめんなさい……」

　岩井さんも『ごめんなさい』じゃない。あんまりサチを甘やかすな。この女は油断すると、スゴい勢いで図に乗るぞ。

　しかしサチ、度胸あるな。いくら誤解と分かったとはいえ、こんな見た目の怖い岩井さんをよくコキ使えるものだ。

　ともあれ、そんな二人の姿を見て、長なが政まさ（弟）は一言。

「はは……あの二人、仲良さそうだね」

　うん……まあ、そうだな。あそこまでやってると逆に仲良さそうに見える。

　というか、実際に仲良しであるのだろう。

　弁当のときと同じで『サチが岩井さんのことを信頼しているからこそ、あんな態度をとれる』というわけだ。少しでも『不良かも』と疑っていれば、ジュースなんて買いに行かせられないのだろうから。

　岩井さんも、それを分かっているからこそか、パシリ紛まがいのことをさせられているのに、どこか少し嬉うれしそうだった。

「うふふっ……」

　ほら、今、岩井さん笑ってた。きのこの山のことでサチに文句言われてるのに『うふふ』って笑っていた。

　俺は長政（弟）に言ってやる。

「ほら見ろ、べつに悪い予感なんかしないだろ？」

　お前ら姉弟は、しきりに『悪い予感、悪い予感』と気になる言い方しやがって。

「ああ、そうだね……。御み厨くりや、悪かったよ」

　ああ、うん。分かればいいんだ。







　しかし──考えてみると岩井さん、サチとばっかり仲良くしていて、俺とあんまり話してないな？

　俺の友達になったはずなのに。むしろサチの親友のようになっていた。

　それに、サチのやつも。

　ずっと岩いわ井いさんにかかりっきりなので、今日はあまり俺と接していない。

　ベタベタくっついてきたり、セクハラしてきたりも、そんなにしていなかった。珍しい。

　そんなことを思いながら、俺が自分の席へと戻ると──、

「おっ、御ミ厨クちん、おかえりー」

　右隣の席の宇う佐さ美みが、いつもの甲高くてバカっぽい声を出す。

「へっへっへー、御ミ厨クちん、見てよ。犬神さんさつちんと岩井さん、また仲良くしてるよー」

「知ってる。さっきも長なが政まさ（弟）とその話をしていた」

　パシリっぽいけどな。仲良くはしてる。

「フフフ、御ミ厨クちん、寂しいでしょう？」

「はぁ？」

　寂しい？　なにがだ？

　宇佐美のやつ、ヘンなことを言うな？　どうしてサチが岩井さんと仲良くしてると俺が寂しがるっていうんだ？

　あいつが俺にベタベタしたりセクハラしたりしないぐらいで。

「ふぅ～ん？　御ミ厨クちんが寂しくないんなら、いいんだけれどぉ～？」

「ああ、全然」

　むしろ『俺が岩井さんとそんなに仲良くできてない』ということについて、少し残念に感じているがな。





３






　そのうちに六時限目も終わり、さらには帰りのホームルームも終わりとなって、




　──りーんごーん、りーんごん




「──ようし、本日はこれまで」

　起立、礼、で放課後となる。

「……じゃあ九く頭ず子こさん、また明日」

　サチがペコリとお辞じ儀ぎすると、

「は、はい……サチお姉様──さようなら……」

　岩井さんは、ふかぶかとお辞儀を返す。

　こんな普通の挨あい拶さつなのに、岩井さんは嬉うれしそうに頬ほおを赤らめていた。不良扱いされて怖おそれられていた岩井さんにとっては、こんな普通の挨拶でさえ、珍しいものであったに違いない。

　そのあと、今度は俺に向かってペコリ。

「それから、その…………御み厨くりやくんも、さよなら……」

「ああ、また明日」

　サチ相手に挨あい拶さつするより恥ずかしかったのだろうか。怖いがキレイな顔を一層真っ赤にしつつ、そのまま走り去っていった。

　ばたばたと、教室から。

　ふうん……。

「……シンちゃん、今、デレっとしている」

「い、いや……少しだけな！　少しくらいならデレってしてもいいだろ!?」

「……ダメ。よくない。……少しもすべきでない」

　相変わらず、サチは厳しい。

「……九く頭ず子こさんは、あんな『番長フェイス』なのに気弱ですぐ真っ赤になるから、ズルい。可愛かわいい。……ズル可愛い。番長可愛い」

「まあな」

　友達なんだから『番長フェイス』とか言うな。

　だが、それ以外は同意する。岩いわ井いさんズル可愛い。番長可愛い。

「……とにかく、疲れた。……今日は、もう帰る」

「お前、そんなに疲れる理由なんてないだろ」

「……ある。……九頭子さんの相手で疲れた」

　いいや、やっぱり疲れる理由はないと思うね。

　お前、岩井さん相手に威い張ばってただけだろ。お前に威張られてた岩井さんは、もっと疲れてると思うぞ？

「……相手が九頭子さんでなくとも、『新しい友達』というのは疲れるもの。互いに相手との距離感を慎重に測り合いつつ、共通の話題や目的を探っていく。……こんなの面接をしているのと同じ。疲れるに決まっている」

「それはそうかもしれないが……」

　サチや岩井さんのように『友達づくりが苦手なタイプ』なら、きっと特にそうなのかもしれない。

　だとしたら、なおさらお前の態度はヘンだけどな！

　互いの距離感を慎重に測り合った末に『お姉様と呼べ』だの『ジュース買ってきて』だの言ってたのか？

　面接だとしたら絶対落ちてるだろ、そんなの。

「……とにかく、そういった理由で疲れた。……シンちゃん、おんぶ」

「甘えんな」

　だがサチは、俺が返事をする前に、ぴょこんと背中に跳び乗った。

　けっこう重い。

「……それでは、家に帰る。……レッツ・ラ・ゴー」

　はいはい。

「……ふぅ、落ち着く」

　サチ、お前、人の背中でリラックスしてるんじゃない。







　こうして俺はサチを背負ったまま、学校をあとにする。

「まってー、御ミ厨クちん、犬神さんさつちんー。あたしも一緒に帰るー」

　よく分からないが、宇う佐さ美みも走って追ってきた。

「……ちっ」

　なんだサチ、その舌打ち。

「……宇佐美さん、ジャマ。……シンちゃんとの二人っきりの時間をジャマしてほしくない」

　なにが『二人っきりの時間』だ。

「まーまー、いいから、いいから。犬神さんさつちん、気にせず続けて。ジャマしないからさ。好きにセクハラしててよ」

「……セクハラをジャマしないというなら、許す」













　許すな。

　なんでセクハラするのが前提なんだよ。

「……それよりシンちゃん、おんぶの安定感が悪い。……もっと、しっかりおんぶする」

「勝手なことを」

　だったら降りろ。

　勝手に乗っかっといて図ずう々ずうしい。

「……両手で、もっとお尻しりのあたりを掴つかんで支える。……シンちゃん、早く」

「断る！」

「……じゃあ、妥協してフトモモでいい。……もっと、さわさわと触った方がラクに運べるはず」

「いいや、断る！　そんな触り方だと、絶対ラクして運べないだろうしな！」

　というか、降りろ。

　自分で歩け。強引なセクハラするな。無理やり男子力エネルギーを充じゆう填てんしようとするんじゃない。

「……ところでシンちゃん、それはそれとして──」

　ん？　なんだ？

「……おっぱい痒かゆいので、シンちゃんの背中で掻かいていい？」

　……はい？

「……シンちゃんの背中におっぱいムギューと押しつけたりモゾモゾ動かしたりするという形で、痒みを抑える。……断らないよね？　シンちゃんは、おっぱい大好きだし、おっぱい背中にムギューとされるのも大好きだから」

「人聞き悪い！　というか、おっぱい痒いってなんでだよ？」

「……勘かん違ちがいしてはいけない。おっぱいを使ったセクハラではない。……これは、ええと──ちょうど乳ち首くびの生え変わりの時期なので痒いだけ」

「生え変わり!?　乳首の!?」

「……そう。月に一度の生え変わりの時期。……童貞のシンちゃんは知らないだろうけど、女体ってそういうもの」

　いいや、絶対ウソだ。

　童貞だからって、そんな豪快なウソには騙だまされないぞ。

「……ちょうど今の時期、『シンプルな絵柄のエロ漫画みたいなツルンとした乳首』から、『凝った絵柄のエロ漫画みたいな小さなポツポツのある乳首』に生え変わる」

　ウソだ！　絶対ウソだ！

　あと、なんでエロ漫画に喩たとえる？　個人的な見解としては、生え変わる前の方がいいと思うぞ。

「……それじゃあシンちゃん、失礼して」

「やっていいとは言ってない！」

　だが、俺がダメと言ってもやるのが、このサチという女だ。

「……はい、ムギュー」

　おおうっ、ムギュー!?

　俺の背中に、ぶにゃん、という感触が──!!

　痩やせっぽっちのイメージが強いのに、実はＤカップ弱あるというサチの胸が！

「……はい、モゾモゾ」

　おおおっ、今度は押しつけたまま、ぐりぐりぐにぐにと動いて……!!

「……うん。シンちゃんが喜んでくれてよかった。……ニヘラ～っと幸せそうな顔になっている」

　お、おう……。

　い、いや、喜んでなんかないぞ！　もし喜んでいるとしても、それは他人のために役立てたという気持ちからだ！　乳ち首くびが痒かゆくて困ってたサチが、俺の背中で救われたというなら、そのくらい嬉うれしいことはないからな！　つまり、これは博はく愛あい！　そして友情によるものなのだ！　分かったか！

「しかし、お前『普段貧乳に見えるのに、ときどき巨乳になる』って、いったいどんな理屈なんだ？」

「……女体の神秘。そういうこともある」

「そうなのか？」

「……服の関係でそうなる。いわゆる『着き痩やせするタイプ』というやつ」

　なるほど、これが有名な『着痩せするタイプ』なのか。

　結局理屈は不明だが、女体の神秘なのだから、そういうこともあるのだろう。うん。

「ねーねー犬神さんさつちん、そろそろ交代してよー。あたしの方が体重軽いから、御ミ厨クちんもラクだと思うよー」

「……しっ、しっ。……宇う佐さ美みさんはすっこんでる。ケガしたわけでもないのに、おんぶされる必要はない。……必然性がない。自分で歩く」

　おサ前チもな！　お前も全然必然性ないぞ！

「……貧乳の分際で出しゃばってはいけない。……ここは隠れボインである私に任せる」

　いや、その言い草もどうかと思うが……しかし、そうだな。ここは隠れボイン様に任せておくべきであるのだろう。

「む～っ、ズルーい！　まったく、もう！　けちんぼ！　ふーんだ！」

　ズルくない。

　そもそも人助けでやってることだ。乳首が生え変わりの時期で痒くてやってるんだし。遊びでやってるんじゃないんだぞ、分かったか。

　……それよりサチ、もう乳首は痒くないのか？　もっと激しく動いてもいいぞ？

「ちぇー、けちー。でも、まあ今日は犬神さんさつちんに譲るかー。だって、そうやって密着することで、男子力エネルギーを充じゆう填てんしてるんでしょ？　今日はずっと岩いわ井いさんの相手してて、御ミ厨クちんにほとんど校内セクハラできなかったから」

　なんだ、男子力エネルギーって？　原子力みたいな言い方するな。セクハラすると充じゆう填てんされるエネルギーなのか？

「学校じゃすっかり疲れてたもんねぇ。男子力は補給しておかないと。御ミ厨クちん、分かってる？　犬神さんさつちんは岩いわ井いさんのことで、とても複雑な想おもいがあるんだからね。ベリーベリー複雑な」

「？　宇う佐さ美み、なにが言いたい？」

「うんっ、つまり犬神さんさつちんはねー」

　と、そこでサチが話を制せいする。

「……宇佐美さん、余計な話をしない。……ジャマ。シンちゃんがおっぱいに集中できなくなる」

　い、いや、そこまで集中なんかしてないぞ！

　たしかに背中に気持ちいい感触がしてるが、でも集中なんかはしていない！

　しかし、複雑な想いだと？

　この女サチにそんなものがあるというのか？

「つまりね、御ミ厨クちんに美人の友達ができるのはイヤだけど、でも『御ミ厨クちんの良さを分かってくれる仲間』ができたのは嬉うれしいという、この複雑な乙女心が──」

　と、宇佐美が途中まで言ったところで──、

「……ウォホン」

　サチの不自然な咳せき払ばらい。

　露骨に『黙れ』と言っていた。

　だが、宇佐美はそれを分かってないのか、それとも分かってやっているのか、

「だから御ミ厨クちんとあんまり会話したりできないように、自分で岩井さんと喋しやべったり、買い物行かせたりしてたワケよ。と同時に、その一方で『御ミ厨クちん愛好家』としての仲間意識も持っていたから、なんだかんだで仲良くしちゃってたってぇワケ」

　留とどまることなく、ペラペラ話し続けていた。

「でもって、ずっと岩井さんといて、御ミ厨クちんと一緒にいられなかったから、その反動で今ベタベタしてるんだってば」

　コイツ、なんというか図太いな。一切空気を読まない胆たん力りよくの持ち主だ。

　ただ、宇佐美の説は、今一つ信じがたいものではある。

　このサチに、そんな複雑で繊細な感情があるとは思えない。サチが俺のこと好きなのが前提になっていた気もするし。

　こいつ、もっと雑な女だろ。セクハラする動機ももっと単純だと思うぞ。『ただなんとなく』とか『エロいから』とか、その程度の。

「ねっ？　犬神さんさつちん、そうなんでしょ？」

「……宇佐美さん。……宇佐美ン」

「んっ？　なあに？」

　サチ、急に宇う佐さ美みをヘンなあだ名で呼んだな。サチなりの怒りの表現なのか？

　そしてサチ曰いわく──。

「……宇佐美ン、そのくらいにしないと………………超呪のろう」

　音量こそ小さいが、無む闇やみに迫力を感じさせる声。

　オカルトなど信じない俺ですら『もしかして呪いを使えるのでは？』と思ってしまうような、ゾクッとなる声だった。

　なもので、まだ呪いを信じている宇佐美などは……、

「ふぇぇ、ごめんなさい～っ」

　と、ご覧のありさま。本気でブルブル震えていた。

　サチ、お前、そういう脅おどし文句はやめろよ。そんなこと言うから、呪いの噂うわさが消えないんだぞ。







　さて、俺たちがそんなバカトークをしながら歩いていると──。

「御み厨くりや！　アンタらなにやってんの！」

　急に、後ろから怒鳴られた。

　振り返れば、そこにいたのは長なが政まさ（姉）。

「なんだ、長政（姉）か。急に大声出すなよ、びっくりするだろ」

「『びっくりするだろ』じゃないわよ！　驚いたのはこっちよ。アンタ、往来でなにやってんの？」

　ちなみに、長政（弟）の方も一緒だ。

「やあ御厨、僕らも一緒に帰ろうと思って……。朝と同じボディガードでさ」

　なんだ、またボディガードか。

　ちなみに俺はさっき驚いた拍子に、サチをコロンと背中から落っことしていたが、地面にひっくり返っていたサチを長政（弟）が助け起こしていた。

　さすがモテる男はやることが違う。親切だ。

「犬いぬ神がみさん、大丈夫？」

「……ウェヒヒヒ、美少年の長政くんに助けてもらった。……ゲヒヒヒヒ」

　さすがモテない女は言うことが違う。頭悪い。

　それはともかく──。

「なあ、べつに一緒に帰るのは構わないが……けど、ボディガードなんて必要ないぞ？　岩いわ井いさんは不良でも〝番長〟でもないんだから。サチとのやりとり見て分かったろ」

　俺がそう言うと、姉の方の長政が、顔を真っ赤にして反論する。

「か……関係ないでしょ、そんなこと！」

「いや、関係あるだろ普通？　じゃあ、なにから俺をガードする気なんだよ？」

「フンだ、アンタ油断してるんじゃないわよ！　とにかく、その……悪い予感するから、こうしてボディガードしてるのよ！」

「また『悪い予感』か。だから、そんな漠ばく然ぜんとしたこと言うなっての」

「いいじゃない、べつに！　ま、まさかと思うけどアンタ、もしかして私たちが『本当は御み厨くりやと一緒にいたいだけなのに、素直にそれを言うのが恥ずかしいからボディガードと言い張ってる』とか思ってるんじゃないでしょうね？　おこがましい！」

　思ってない。まったく考えもしなかった。

「……シンちゃん、ちょっと」

　なんだよサチ？

「……いつものように、冬とう子こさんの発言はツンデレではなく言葉通りに受け止めるように」

　はいはい、いつものようにね。

「……それと、冬子さんは予感とか信じちゃうイタイ女なので、そこはちゃんと憶おぼえておく」

「ちょっと犬いぬ神がみ！　なによ、その言い草！」

　この二人、相変わらず仲悪い。

　相変わらずのこととはいえ、少しは仲良くすればいいのに。







「しかし、まあ、この聡そう明めいなたんぽぽ様は思うわけよ」

　なんだ急に？　さては宇う佐さ美み、またトンチキなことを言い出す気だな？

「この『御ミ厨クちんを中心とした人間関係』もなかなか人材が集まってきたもんだよねー？」

　ほら、やっぱりトンチキ発言だった。

　なんだ、その『御ミ厨クちんを中心とした人間関係』って？　しかも『人材』の意味が分からない。

「なんだ、人材って？」

「んー、つまりねー、これまで既に『犬神さんさつちんの呪じゆ術じゆつ』に『長なが政まさ王子×２の人気』、そして『このたんぽぽ様の美び貌ぼう』が集まっていたわけだけどぉ──」

　今、なにかヘンなの混じってなかったか？　え？　お前のなんだって？

　そもそも、その人間関係って俺が中心なのか？　あんまりそんな気はしないぞ。

「そこに今回、『岩いわ井いさんの戦闘力』が加わったわけじゃない。本人は熊くま殺しだし、番長グループのリーダーだし」

　だから、岩井さんに戦闘力なんてない。番長グループなんてものもない。

「これだけ人材が揃そろえば、そろそろ我が〝たんぽぽ会〟が学校支配する日も近いかなー」

　お前、そんな大それた野望を持ってたのか!?

　あと、なんだその〝たんぽぽ会〟って？　お前がリーダーやる理由、一つもないだろ！

「その意味でも、諸君ら会員同士、もっと仲良くなってほしいんだよねー。特に戦闘力担当の岩いわ井いさんは。岩井さん、今は犬神さんさつちんとばっかり仲いいけど、もっと仲間の輪の中に入ってほしいよね？」

　うるせえよ。なんだ、その打算的な友情は。

「仲間の輪ってえか、御ミ厨クちんを中心としたセクハラの輪かな。だから長政[image: ]姉[image: ]アネマサさんたちも、もっと御ミ厨クちん触りなよー？　さ、さ？」

　なにが『さ、さ？』だ。







　宇う佐さ美みのバカ発言で、長なが政まさ（姉）は、

「なんで私がセクハラの輪の仲間に入ってるのよ！」

　とプンスカ怒り、一方サチは、

「……私とシンちゃんと長政（弟）くん以外はセクハラの輪から出ていってほしい。……でも、長政（弟）くんはもっとセクハラに積極参加する。……早く！　触る！」

　とか言い出し、またガヤガヤと口論になって、この話題は終わる。













幕間　その二








○犬いぬ神がみ家、サチの部屋




　　　　サチの部屋。

　　　　絨じゆう毯たんの床に座って、ヒソヒソ話すサチと宇う佐さ美み。

　　宇佐美「それで、どうする？　岩いわ井いさんもセクハラの輪に入れてあげるの？」

　　サチ「……もう少し考える。……というか『セクハラの輪』なんてものはない。私が自主的にシンちゃんにセクハラしているだけ。……宇佐美ンが勝手に輪に入ってきた」

　　宇佐美「えー、いいじゃんー。トモダチでしょー？　ホントは『御ミ厨クちんの良さを分かってくれる仲間が増えて嬉うれしい』と思ってるクセにー」

　　サチ「……思ってない。岩井さんは敵。なるべくシンちゃんに近づけたくない。……それに本当はまだ『岩井さんは不良で、なにか企たくらんでるのでは？』と疑っている。……それで警けい戒かいして、シンちゃんに近づけないようにしていた」

　　宇佐美「うん、知ってる。でも、黙ってたよ。御ミ厨クちん、そういう風にトモダチ疑うのキライそうだもん」

　　サチ「……それについては、宇佐美ンに感謝する」

　　宇佐美「なんにしてもさー、同じ人に興味のある仲間なわけじゃん。おんなじ趣味同士というか。だからフツーに仲良くできるんじゃない？　犬神さんさつちんも、なんだかんだで楽しそうだったしさー」

　　サチ「……そんなことは、ない……………………………………………と、思う」

　　宇佐美「そうかなー？　ま、いいや。ところで、この犬神さんさつちんの部屋だけど──」

　　　　宇佐美、グルッと部屋を見渡す。

　　　　壁や天井に、シンイチの写真がベタベタ。幼児時代から現在まで大量に貼はられている。中には、スケジュール表や謎なぞのグラフなども。

　　宇佐美「やっぱ、この部屋、怖いわー。アメドラの殺人鬼の部屋みたい」

　　サチ「……そんなことない。……このくらい普通。みんなやってる」








第五幕



「ところで犬神さんさつちん……アレってなあに？　ほら、そこの部屋の奥に吊つるしてあるやつ。アレって、まさか……」

「……人んちのものをじろじろ見ない」


──犬いぬ神がみサチ、宇う佐さ美みたんぽぽ
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　家に帰ってからも、いろいろと考える。

　宇佐美はバカだしニセ幼女だから、アイツの話はマトモに取り合う必要ないのだが──。

　しかし、『もっと岩いわ井いさんと仲良くすべき』『仲間の輪に入ってほしい』というのは一応、聞くべき価値のある話だ。というか、宇佐美に言われなくても思ってた。

　とはいっても、セクハラしてほしいわけじゃないがな！

『俺を中心としたセクハラの輪』なんて存在しないし！　俺たち、そんなので結びついてるわけじゃないだろ！

　まあ、〝貞さだ子こさん〟サチや〝ニセ幼女〟宇佐美よりは、怖いが美人の岩井さんにセクハラされた方が嬉うれしくはあるがな。







　ともあれ、そんなこんなで翌朝──。





　　「そういや最近、とら屋にも帰ってねえなァ。久しぶりに顔でも出すかァ」

　　　相変わらず、小鳥は両乳ち首くびをつっついていた。匂いもしてた。






　なんだ、夢かあ。──というか、はいはい。いつものやつね。

　さすがに毎朝ともなると、だんだん雑になってくる。

　朝、俺が目を覚ますと、

「……シンちゃん、おはよう」

「うぃーっす、御ミ厨クちん、起きたー？」

　またサチと宇佐美が、布団の中に。

　二人で乳首を弄もてあそびつつ、なにか俺に嗅かがせていた。

　いつもの朝の光景だ。

「おはよう……で、今朝はなにを嗅がせている？」

「……腋わきの下した。……半そでの季節に備えて、今のうちから腋の匂いを嗅かがせている」

「見て見て御ミ厨クちんー。あたし剃そらなくてもツルツルなんだよー、ほら」

　どうでもいい。なにが『ほら』だ。

　なんで二人ともわざわざタンクトップ姿になって腋の下とか嗅がせてるんだよ。

「……半そでの時期はまだ先だけど、今のうちから嗅がせて少しずつ慣らしておく。夏服対策」

　そんな対策、おかしいだろ。

　サチたちは毎回バリエーションをつけてはくるが、基本的にはいつものことだ。このところ毎朝同じことをやっている。

　こうして日課をこなし、身支度を整え、朝食をとり、皆でエレベーターに乗って一階のホールに降りたところで──、

「御み厨くりや、遅い！」

「やあ、御厨……。今朝も来たよ」

　また長なが政まさ姉弟が待ち構えていた。

　ちなみに『遅い』が姉。『やあ』が弟の方。また『ボディガード』とやらをする気なのだろう。

　だが、これもまた日課。まだ二日目ではあったものの、既におなじみの光景だった。

　こうして俺たちはいつものように学校へと向かう。

　こんな『おなじみ』で『いつもの』の中に、やがては岩いわ井いさんや、さらに新しいメンバーが加わるのだろうか？　俺は、なんとなくそう思った。

　もし、そうだとするならば──。

「……シンちゃん？　どうしたの？」

　サチが、俺の背中から声をかけてきた。

「……シンちゃん、どうして微妙な表情をしている？」

「いや……想像してて疲れただけだ」

「……？」

　さらに人数が増えたら、その分、俺が大変な思いをするのだろう。

　それを想像するだけで、なにやらグッタリ疲れてきた。

　あと、サチ──いつの間にか俺の背中に乗ってるんじゃない！　疲れているのは、それも理由なんだからな？

「御ミ厨クちん、御ミ厨クちん」

　？　どうした、宇う佐さ美み？

「犬神さんさつちんが背中から降りたから、今日こそあたしの番だからねー」

「だから、なんでだよ！　お前まで疲れさせるんじゃない」

「おやおやフフン、大きな口を叩たたくボーヤだこと。でもね、フフフ……これを見ても同じことが言えるかなー？」

　ん？　なんだ、なんだ？

「ホラ見て！　今、あたし巨乳になってるんだよ。ホラホラ」

　はぁ？　お前、なにワケの分かんないこと言って…………って、ホントだ！

　宇う佐さ美み、少し巨乳になってる！　なぜだ!?

「フッフッフ、さっき隙すきを見てヌーブラをつけたのだよ。それも増量用のを大盛りで」

　ヌーブラだと？　しかも増量用!?

　それで、こんなに大きく見えるというのか！

「シリコン製なので触り心地もそれっぽいし、これはもうマジ巨乳同然と言っていいんじゃないかな？　ねっ？　ねっ？」

「ええい、近づくな！」

　このニセ巨乳のニセ幼女め。大胆な増量しやがって。

「じゃ、あたしが終わったら交代で長政[image: ]姉[image: ]アネマサさんと長政[image: ]弟[image: ]ブラマサくんね」

「な、なによ、その順番！　やるわけないでしょ、御み厨くりやにおんぶなんて！　秋あき彦ひこ、アンタもそうでしょ!?」

「え……っ？　あ、うん、そうだね……。姉さんがそう言うならガマンするけど……」

　長なが政まさ（弟）、返事の歯は切ぎれ悪いぞ。

「長政[image: ]弟[image: ]ブラマサくんには、このヌーブラ貸してあげてもいいよー？　コレつけたら巨乳になるよ？」

「きょ、巨乳かい……？　けど、僕は……」

　宇佐美、ワケ分かんない勧誘するな。長政（弟）もちょっと興味持ってるんじゃない。

　あと『長政[image: ]弟[image: ]ブラマサくん』ってあだ名は無理があると思うぞ。







　やがて俺たちが一年Ａ組の教室へと到着すると──、

「あ……あのっ！　サチお姉様、おはようございます！」

　岩いわ井いさんが、おずおずぺこっ、とお辞じ儀ぎしながら挨あい拶さつしてきた。

「それから……御厨くんも……。皆さんも……」

　ああ、うん。おはよう。

　岩井さん、まだちょっと遠えん慮りよ気味だな。顔も真っ赤になってるし。引っ込み思案な性格だから、それも仕方ないことだったが。

　よかった。この調子なら、俺がますます疲れるようになるというのは、まだまだ先のことだろう。
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　そんなこんなで時間は経過。

　サチと岩いわ井いさんは、昨日と似たような調子だった。

「あの……サチお姉様、お菓子でも食べますか……？」

「……ううん、今は要いらない。お菓子って気分ではない」

「そうですか……」

『御厨くんおれと友達になりたい』と言っていた岩井さんだが、相変わらず俺よりもサチに懐いていた。

　昨日サチに子分パシリ扱いされて、本当は嫌がっていたらどうしようと心配していたが──どうやら無用な心配だったようだ。

　むしろ自分から『お菓子でも食べますか』と言い出すくらい。岩井さん、サチに気を遣うんじゃない。その女、調子に乗るだけだ。

　一方、『要らない』と返事したサチだが、これは『岩井さんに買いに行かせては申し訳ない』という気持ちによるもの……ではなく、言葉通り、お菓子の気分じゃなかっただけだろう。

　普段より朝飯のボリュームが多めだったから、そのせいだな。俺んちの昨日の晩飯が余っていたので。

　サチに相手を思おもい遣やる心などあるはずがない。その証拠に──、

「……それより九く頭ず子こ、肩を揉もむ」

「は……はいっ、サチお姉様っ」

　ほら！　なんか、肩とか揉ませていた。やはり調子に乗っている。

　あと、いつの間にか『九頭子』と呼び捨てだ。昨日まで『九頭子さん』だったのに。

　サチのやつ、いい気になりすぎだろ。図に乗り方がエスカレートしてる。

「サチお姉様、どうでしょう……？　気持ちいいですか？」

「……うむ、くるしゅうない」

　いやいや、くるしゅうない、じゃないだろ。岩井さんも揉むなよ。言うこと聞いてたらキリがないぞ。

　しかし岩井さん、やはり特に嫌がっている様子はない。

　それどころか、昨日と同じで、少し嬉うれしそうでさえあった。

　やはり、皆から怖がられていたから、スキンシップに餓うえていたということか？　こんな風に怯おびえずに体を触らせる相手など今までいなかったから、それで喜んでいるのだろうか？

　そう考えると、ちょっとホロリと来る話だ。もしサチがそこまで考えてやっていたのだとすれば、アイツのことを見直さねばならないが……、

「……そこ、もっと強く」

「はいっ、お姉様っ」

　たぶん違うな。

　ただ威い張ばっているだけだ。

　そんなサチと岩いわ井いさんを見て、いつものようにクラスの女子たちはヒソヒソ話──。

「──見て！　犬いぬ神がみさんが岩井さんに肩を揉もませているわ！」

「──なんという怖おそろしい……。あの南杉すぎ並なみ最強の〝番長〟岩井さんを、あれほどまでに飼い慣らすなんて……」

「──こうやって教室で肩を揉ませることで、皆に上下関係をアピールしているのね。学校最強は〝番長〟岩井九く頭ず子こでなく、この〝貞さだ子こさん〟犬神サチであると」

　猿山っぽい発想だな。ボス猿か。

　やはり岩井さんは美人だが人相悪いから、クラスの連中には『ただ仲良くしているだけ』という風には見えないらしい。

　まあ、俺だって事情を知らなければ、似たように思ってたかもしれないけどさ。

「──けれど、御み厨くりやくんはよかったわね」

　ん？　俺？

「──ええ、犬神さんから解放されたんだもの」

「──憑ひよう依い先を御厨くんから岩井さんに変えたのね」

　ああ、なるほど。そういう風に見えているのか。

　ふむ……。こうしてサチから離れることで、少しはモテるかもしれないな。ありがとう、岩井さん！　こんなに嬉うれしいことはない！

「──いいえ、御厨くんは憑依先のストックよ。ちゃんとキープしてるんだって」













「──そういえば、さっきも話してたものね」

「──じゃあ、これまで通り、あんまり近づかないようにしておきましょう」

　チェッ。この程度じゃ解放されたことにならないのか。

　ともあれ岩いわ井いさんはそんな女子たちの噂うわさ話にも耳を貸さず、ずっとサチの肩を揉もみ続けていた。

「あの……サチお姉様、けっこう肩こりしてらっしゃるんですね？」

「……セクハラ疲れ。……夜中に忍び込んで寝顔を見たり、トイレの天井裏に潜入して音を聞いたり、ベランダから洗せん濯たく物を盗んだり、遊んだあとベランダにまた戻したりしているから」

「？　よく意味が分かりませんが……？」

　おいっ、今の聞き捨てならないぞ！

　天井裏とかベランダとか、俺んちのことか？　初めて知ったぞ！

「……それと、隠れ巨乳だから」

「なるほど……。たしかにお姉様、意外と大きくていらっしゃるから……」

　うんうん、そういう会話はエロくていい。

　いかにも男子の想像する女子校の会話だ。体を触りながら（肩を揉んでるだけだが）そんな会話をしていると、『仲良くしてる』というより『イチャイチャしてる』という感じになる。百ゆ合り百ゆ合りしい。

　片方がサチとはいえ、とても良い。







　俺がそんな性的な目線で二人の姿を見ていると、

「ねえねえ御ミ厨クちん、あれ見なよー」

　右隣の席の宇う佐さ美みが、いつもの甲高くてバカっぽい声で話しかけてきた。

「犬神さんさつちんと岩井さんが擬ぎ似じ的レズビアン行為に及んでいるよ。超エロス！　ギザエロユス！」

　ああ、そうだな。ギザエロユスだ。

　一応、写真でも撮っておいた方がいいかもしれない。

「フフフ……御ミ厨クちん、寂しいでしょう？」

「はぁ？　なんで？」

「なんでって、犬神さんさつちん取られちゃったからだってば。構ってもらえなくて寂しいでしょう？」

　お前、昨日もそれ言ってたな？

　だが、それについては昨日も言った通りだ。

『俺が岩井さんとそんなに仲良くできてない』という点については残念に感じているが、サチについては、これっぽっちも寂しくない。

「え～？　ホントにぃ～？」

　しつこいぞ。ないったら、ない。

　それとも──もしかして、アレか？　俺、自分では普通にしてるつもりだったが、他人からは寂しそうに見えているのか？　無意識のうちに、サチが構ってくれなくて寂しがっているとでも？　あるいは表には出ていないものの、深層心理でそう感じている？

　ふむ……。宇う佐さ美みはバカだが、バカ特有の野生的カンの持ち主だ。長なが○茂しげ雄おみたいなものだ。そんな女が、これほど何度も『寂しがってる？』と訊きくということは……。

「へっへっへー、御ミ厨クちん、ホントは寂しいクセに」

　宇佐美……。

「登校してから犬神さんさつちんがずっと岩いわ井いさんに構いっぱなしで──それでセクハラされてなくて、肉体カラダが寂しがってるでしょ？　若い肉欲を持て余しているんでしょう、ホントは？　ちゃんと分かってるんだから」

「なんでだ！」

　なんだ、ただのシモネタか。

　一瞬でも真面目まじめに受け止めそうになった俺がバカだった。やはり宇佐美はただのバカ小学生だったか。

「フフ、でもね……御ミ厨クちんさえよかったら、このたんぽぽ様が代理でセクハラしてあげてもいいんだよ？　全米で『セクハラ・マイスター』と呼ばれたこの宇佐美たんぽぽ様が！　あたしも男子にベタベタ触りたいし！　アーユー・オーケイ？」

「ノー!!　ノー・サンキュー!!」

　なんで全米？　そして、なんで英語？

「大丈夫。あたし、上手だから。ちょっと触るだけだから。〝別冊少女はなやか〟連載の『セクハラファイター・ケン』もコミックス全巻持ってるし。ちゃんと宇宙トーナメント編まで全部」

　また〝別冊少女はなやか〟（通称、別はな）か。

　そんな漫画知らないし、セクハラを許す理由にはならねえよ！　なんだ、そのホビー漫画？　子供にセクハラを流は行やらせるための漫画なのか？

　お前やサチがよく話題に出す〝別冊少女はなやか〟、かなり問題のある雑誌な気がするぞ。バカ養成雑誌かよ。メインターゲットは幼稚園児と小学校低学年児童らしいが、出版社は良心のカケラもないな。

　──まあ、それはともかく。

　こんな調子でサチはずっと岩井さんに構いっぱなし。べつに寂しくはないのだが……おかげで俺、あんまり岩井さんと話せてなかった。

　おかしいな？　岩井さんは俺と友達になりたかったはずなのに？

　いや、『友達が欲しかった』というだけなんだから、『サチと仲良くできてよかったね』と喜んであげるべきなんだが。

　しかし、せっかく俺に美人の友達ができたと思ったのに……。

「イエス？　セクハラ・イエス？」

「ノーつってんだろ！」

　宇う佐さ美みのバカから逃れようと、俺は軽く席を離れる。すると──、

「御み厨くりやくん、岩いわ井いさんと仲良くなったんですって？」

「山やま田ださん……!!」

　クラスのマドンナで天使で女神の山田さんが、俺に話しかけてきてくれた！
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　ああ、山田さん、山田さん。相変わらず美しい。

　彼女が微笑ほほえんだけで花は咲き、小鳥はその美しさを讃たたえる歌をさえずる──いや、今のは喩たとえだが、つまりはそのくらいの美人ということだった。山田さんは地上の太陽だ。昼間でも眩まぶしく輝く星だ。

　以上、今のは三時限目の現国で習ったばかりの詩的表現だったわけだが──。

　しかし山田さん、どうして急に岩井さんの話なんてする？

「うん、まあ、友達にはなったんだけど……」

「けど？　御厨くん、なにか気になることでもあるのかしら？」

「ああ、うん……。なんというか──俺よりサチと仲良くなっちゃってね」

　クラスの女子たちも『岩井さんがサチの子分になった』と噂うわさするヤツはいても『岩井さんと御厨、友達になったんだね』と噂するヤツは全然いない。

　やはり傍はた目めには仲良く見えないということだろう。

　だが──それに対する山田さんの答えは、少々意外なものだった。

「あら、そうかしら？　岩井さんは、御厨くんとも仲良さそうに見えるわよ」

「えっ、そうかい？」

「ええ。ちょっと上手に言うのは難しいけれど、なんていうのかしら……女子ってそういうものだわ」

　そう言って山田さんは、くすっ、と小さく微笑んだ。

　そうなのか？

　いや、『女ってそういうもの』と言われてしまっては、男子──それも俺みたいに女子と縁の薄い高一は、ただ『そういうものか』と頷うなずくしかない。かなりズルい決め台詞ぜりふだ。

　しかも相手はクイーン・オブ・女子力の山田さん。

　こんなの、納得する以外あるまい。

「そういう子って、ときどきいるのよ。一番仲良くしたい人には物もの怖おじしちゃって、それで御厨くんの友達である犬いぬ神がみさんとお喋しやべりしているんだわ。きっとそうよ。岩井さんもそういうタイプに見えるもの」

「ふうん、そうなのかな……？」

　あまり聞いたことのない理屈だが。

　しかし、我がマイ・エンジェル山やま田ださんの言うことだ。間違いなどあるはずがない。

「だから、私にはすごく仲良しに見えるわよ？　たぶん御み厨くりやくんに心を許しているのでしょうね。

　言い方はちょっと悪いけど、岩いわ井いさんにとって本当の友達は御厨くんで、犬いぬ神がみさんは『御厨くんの友達だから仲良くしてる』ってことだと思うの」

「俺の友達だから？」

「ええ。犬神さんにとっても、きっとそうだわ。岩井さんが御厨くんの友達だから、それで犬神さんも岩井さんと仲良くしてるのよ。

　御厨くんが、あの二人の仲を結びつけているのね。これって素敵なことだと思わない？　御厨くんと岩井さんには、強い絆きずなのようなものを感じるわ」

「なるほど」

　そうか……。言われてみれば、そうかもな。

『見ると呪のろわれる』と言われた〝貞さだ子こさん〟サチと、『目が合うと殴られる』と言われた〝番長〟岩井さん。あの二人を結びつけてイチャイチャさせているのは、ほかのだれあろう、この俺であったのか。

　さすが山田さん、賢い。美だけでなく智ち慧えをも司つかさどる万能の超女神だ。

　その意味では、俺と岩井さんは友情の絆で結ばれているというわけだな。

　……って、いや、待て！　ちょっと待ってくれ！

　岩井さんと仲良くなれたことは嬉うれしい。とても喜ばしい。心から。だが、俺が一番仲良くなりたいのは彼女じゃない。

　女神こと山田さん──俺が本当に強い絆を結びたいのはキミなんだ！

　いくら岩井さんが美人といっても、山田さんに比べれば大したことがない。山田さんは美の化身とか生きた芸術とか、そういうレベルの人なんだし。

　だから、山田さんに『岩井さんと仲良さそう』と言われても……。

　ハッ！　これって、もしかしてヤキモチなのか!?

『岩井さんとばかり仲良くして悔くやしい！　御厨くんったら、どうしてわたしの気持ちを分かってくれないの！』

　と、そう言いたいのか？

　ああ、それならそうと言ってくれれば！　俺の心は、ずっと前から山田さんのものなんだよ、マイハニー！

「じゃ、わたしはこれで」

　山田さんは軽くぱたぱた手を振って、自分の席へと戻っていった。

　ああ、山田さん……。

　だが、そうか……。

　俺と岩いわ井いさんは仲良しだったんだな。それも強い絆きずなで結ばれた。

　自分では分からなかったが、山やま田ださんがそう言うなら間違いあるまい。俺が女心を理解していないだけだろう。

　けど、あまり岩井さんと仲良くしすぎて、山田さんと仲良くできなくなってしまうのも困るんだよな。しかし、岩井さんも美人だし……。うむむ……。

　やっぱり俺、モテモテなのか？　これがモテ男特有の贅ぜい沢たくな悩みというやつか？　そんな悩みの真っ最中なのか？　いやあ、参ったなあ。モテる男はつらいなあ（←一度言ってみたかった）。

　それはそれとして、気がつくと──、

「おおおお……」

　俺のすぐ後ろで、宇う佐さ美みのやつがブルブルと震えてた。

「おおおおおおおおおお……（ブルブル）」

「どうした宇佐美？　なんで震えてる？　風邪でもひいたか？」

「ううん、そうじゃなく、怖がっているんだってば……」

　また妙なこと言い出したな。

　いったい、なにを怖がっている？

「前から思ってたけど御ミ厨クちん、よく山田さんと平気で話せるね？」

「ん？　どういう意味だ？　──というか、べつに平気じゃないぞ。超絶美人の山田さんの前だから、毎回ものすっごく緊張してるぞ」

「ううん、そういうんじゃなくってぇ……だから、誘導というか、洗脳というか……」

　？　やはり意味が分からない。

　そもそも宇佐美、ニセ小学生の分際で山田さんに否ひ定てい的なことを言うとはどういうことだ？　俺の銀河天使──マイ・ギャラクシーエンジェルに。

　美しすぎて震えがくる、とかなら理解できなくもなかったがな。





４






　ともあれ、だ。

　そんな具合に、俺は山田さん（天使）の言葉の意味をいろいろと考えていたのだが……、

「……シンちゃん、山田さんのことばかり考えているのはよくない」




　──きゅ[image: ][image: ]っ




　突とつ如じよ！　サチに乳ち首くびをつねられた！

「サチ、痛い！」

「……シンちゃんがボヤーッとしてるのが悪い。山田さんのこと考えてボヤーッとしているから。……戦場だったら死んでいた。乳ち首くびをベトコンに千切られて」

「ベトコン怖いな？　とにかく離せ」

「……九く頭ず子こにかまけてて、ツッコミが遅くなってしまった。そのタイムラグに関しては陳ちん謝しやする。……チンシャって言葉はどことなくエロスな響きがあって好きだし」

「強引なシモネタはよせ」

　それに、陳謝するならタイムラグについてじゃないと思うぞ。こんなの遅くても謝る必要なんてない。というか、そもそもツッコミじゃない。ツッコまれるようなことはしていない。お前のはただのセクハラだ。

　……とはいえアレだな。たしかにタイムラグはあった。いつもなら、山やま田ださんと話してる最中に乳首をつねりそうなものなのに。

　そもそも、教室でセクハラされること自体が久しぶりだ。

　さっきサチは『九頭子にかまけてて』と言っていたが、なるほど岩いわ井いさんのおかげだったのか。

　ということは、岩井さんがいれば、やがてはサチのセクハラ癖も直るかも……？　いいや、そうに違いない！

「……シンちゃん？　なに考えごとをしている？　……人がせっかく乳首きゅーっとしているのに」

「御ミ厨クちんはね、きっと感かん慨がいに耽ふけってるんだよ。犬神さんさつちんに学校でセクハラされたの久しぶりだから」

　宇う佐さ美み、テキトーなこと言うな。

「……ハッ、言われてみれば、昨日、今日と学校ではセクハラをしていない。……新しくできた仲間の相手ばかりしていて、家族サービスを怠おこたっていた」

　なにが家族サービスだ。どんな比ひ喩ゆだ。

「御ミ厨クちんは寂しい思いをしていたんだよー？」

「……ごめんね、シンちゃん」

　謝るな。宇佐美の話なんか真に受けるな。

「……そう。『九頭子の見てる前ではセクハラを控えよう』と思っていたけど、そういうことなら方針を変える。……シンちゃんの肉体カラダが寂しがっているのでは仕方ない」

　仕方なくない！　やらなくていい！

　というか、『九頭子の見てる前では控えよう』と思っていたのか。やはり岩井さんの存在は偉大だな。

「……では、さっそく。……さわさわさわ」

「おいっ！　尻しりを触るな！」

　しかも『さわさわさわ』って効果音を口で言うな。イライラする。

　一方、当の岩井さんだが──。

「あ、あの……サチお姉様……」

　猛烈な勢いで尻しりを撫なでるサチを、戸と惑まどいの目で見つめていた。

「お姉様、それはなにをしているのでしょう……？」

「……見ての通り」

　いいやサチ、たぶん見ても分からないね！

　お前のやってることは、一見ワケ分かんなすぎなんだよ。

「見ての通りって……もしかして、クラスの子たちが噂うわさしてるようなことなのでしょうか？」

「……噂？」

「ええ……。『御み厨くりやくんにベタベタさわることで呪のろいをかけ、一生絶対服従の戦闘奴隷に仕立て上げる』という……」

　そんな噂してやがったのか、女子たちは!?

「なんでも、『犬いぬ神がみ式の戦闘奴隷は強力で、それ一体あれば南杉すぎ並なみ一帯の裏社会を統一することすら可能』だとか……。私は信じてなかったけど、でも、まさか……」

　だから、どんな噂だ。『南杉並一帯の裏社会』というのも意味不明だし。超地域限定の裏社会だな。

　──と、ここで宇う佐さ美みが補足。

「なるほどー。裏社会での抗争では、たった一人、命知らずのヒットマンがいれば大抵の戦力差はひっくり返すことが可能だとか……。こないだ観みたＶシネマでそう言ってたし。だから絶対服従の戦闘奴隷である御ミ厨クちん一人で南杉並を統一するのも、あながち間違った見解とは言えないよねー」

　いいや、いろいろ間違ってる。ちょっとカッコいいと思ってしまったけどな。

　というか、さてはデマを言い出したの宇佐美オマエだろ？　今の解説が具体的すぎる。

「お姉様……まさか、そういうことなのでしょうか？」

「……違う。……少し、違う」

　いいや、少しじゃない。全然違う。

「……これは単に、セクハラをしていただけ。……純粋な性欲によるもの」

　ほら、全然違う理由だ。

　というか、改めて口にすると理由ひどいな。呪じゆ術じゆつの方がまだ納得できる理由かもしれない。なんだよ、セクハラをしていた『だけ』って。

「は、はあ……そうでしたか……」

　岩いわ井いさんもポカンとしていた。

　まあ、そうだろうな。これが常識的反応だ。

「あの、サチお姉様……気を悪くしないで聞いてほしいのですが──」

「……なあに？」

　岩井さんは、おっかなびっくりとサチに訊たずねた。

「もしかして……お姉様と御厨くんは、おつきあいしていらっしゃるので？」

　な、なんだとー!?

　岩いわ井いさん、なに言ってるんだ？　やれやれ、ひどい勘かん違ちがいだ。

　なあ、サチ？

「………………」

　ん、サチ？　どうして黙ってる？

「…………いかにも」

　って、おいっ！

「サチ、妙なウソつくな！　岩井さんが信じたらどうする！」

「……ちっ」

　ちっ、じゃないだろ。

「違うんですか……？」

「ああ、違う。つきあっていないし、どっちかがどっちかを好きってこともない。恋愛的な関係は一切ない。どうしてそんな風に思ったのか、俺にはサッパリ理解できないぞ」

　俺がサチに代わって答えてあげると、岩井さんは不思議そうな顔をする。

「でも、お姉様はさっき──御み厨くりやくんが山やま田ださんとお話ししてるのを見て、怒っていらしたようですし……」

　ん？　それがどうして、つきあってるという話になる？

「たしかにサチ怒ってたが──でも、こういうとき恋愛感情のない男女でも、普通に怒るものなんだろ？　ヤキモチとか関係なく。昔からサチがそう言ってたぞ」

　子供のころから、ずっと言われ続けてきた。

　俺がそう答えると、サチは、

「……[image: ][image: ]♪（口笛）」

　と口笛を吹きつつ目線を逸そらし、宇う佐さ美みはそんなサチを見ながら、

「うわあ、犬神さんさつちんてば……」

　と妙な顔をしていた。

　なんだ、なんだ？　今の一連のやりとりはどういう意味だ？

「ええと、その……ヤキモチの件は置いておいて……。それを抜きにしても──お姉様、さっきから御厨くんのお尻しり触っていますし……」

　……ああ、そうだな。触ってる。

　さっきからサチは会話をしつつ、ずっと俺の尻を触っていた。

「……たしかに私はシンちゃんのお尻を触っているけど、このくらい恋愛感情のない男女でも普通にやること。気にする必要はない。……さわさわさわ」

　いいや、さすがにそれはウソだね！　そんなヤツいない。断言してもいい。

　コイツが俺の尻を撫なでているのは、『コイツが平気でセクハラするようなやつだから』だ！

「じゃ、じゃあ……サチお姉様は、彼氏でもない男子のお尻を触ってるということなのでしょうか……？　御み厨くりやくんも、それを許していると……？　こないだは宇う佐さ美みさんと一緒になって居眠りしてる御厨くんの、その──乳ち首くびを弄いじっていましたが……彼氏でもない男子にそういう行為を？」

　うーん……つまりは、そういうことになるのか？

　改めて言われると、ちょっとひどい。サチのやつ、とんでもないことしてるんだな。

「…………これは、どう返事をしたものか」

　サチのやつも、なにやら困惑している。

　もしかして、やっと自分の行動が異常だと気づいたか？　だとすれば、岩いわ井いさん万歳だ。彼女がいれば、サチを更正させることが可能かもしれない！　やはり岩井さんと友達になってよかった！

「フフフ……岩井さんクズちやん、いいかなー？」

「は……はいっ、宇佐美さん!?」

　宇佐美？　岩井さんになにを言う気だ？

　どうせトンチキ発言に決まってるがな。コイツがもったいぶってなにか言うときは、大抵トンチキ発言だから。──あと、どうでもいいが宇佐美、いきなり岩井さんにあだ名つけたな？　本名からとはいえ『クズちゃん』ってあだ名はどうかと思うぞ。

「実はね、犬神さんさつちんの──いえ、御ミ厨クちんの友達は、みんな彼にセクハラをするものなの！」

　ほら、トンチキ発言だった！　やっぱり！

「セ……セクハラですか？」

「そっ。だから岩井さんクズちやん、いっしょにやろ？」

　おいっ！　お前、他人になにを薦すすめてる！

「で、でもセクハラなんて……」

「えー、カンタンだってば、そんなもの。仕方ないなー、じゃあ、このセクハラファイター・たんぽぽ様がお手本を…………さわさわさわさわっ」

　だから、おいっ！　尻しりを触るな！　あと、岩井さんはやり方が分からないってわけじゃないと思うぞ。

「……宇佐美ン、ちょっと」

　おっ、サチ？　もしかして宇佐美を止めてくれるのか？

「……今は私が触っているところ。……ジャマをしてほしくない」

「えー、いいじゃんー？」

「……ダメ。……これは私の尻」

　いいや、俺の尻だ！

　とはいえ、守ってくれてるようだし深く追及するのはよそう。サチの発言はバトル漫画のライバルキャラのようだな。『お前を倒すのはこの俺だ』的な。

　だが宇佐美は、なおも食い下がる。

「ねーねー、ちょっとだけー。ちょうど二つに割れてるんだし、片っぽだけでいいからー。右みぎ尻じりだけでいいからさー」

　どんな分割案だ。

「お願い！　岩井さんクズちやんと二人で触るんだよ？　岩井さんクズちやんとの友情のためにも、ねっ？　ねっ？　いいでしょ？」

　岩いわ井いさんをダシにして妙なことを頼むんじゃない。

　それに、いくら頼んでも無駄だぞ。サチはこう見えて意思が固いからな。そんな風に頼まれたくらいで俺の尻を他人に譲るはずがない。

「…………」

　なっ、サチ？　そうだろ？

「……………………………………」

　……サチ？　サチさん？

「………………………………………………………………………………………………」

　おいサチ、どうして黙ってる!?

「…………だったら、ちょっとだけ」

「やったーっ！」

　って、なんで!?

「さ、ほら、岩井さんクズちやんも触ろ？　……さわさわさわさわっ」

「で……でも、そんな……」

　そうだぞ。岩井さんは顔は怖いけど常識人なんだ。お前がなんと言おうと男子の尻なんか触らないぞ。

「岩井さんクズちやん！　あたしたちと本当の仲間になりたければ御ミ厨クちんにセクハラするのーっ！　さあ、早く！」

　不良か！　不良が悪い仲間に誘うみたいなこと言うな。見た目は岩井さんの方が不良っぽいが、本当のワルはお前の方だ。

「一緒にセクハラできてこそ、本物のトモダチだよー？」

「わ……分かりました。じゃあ、少しだけ…………さわさわっ」

　岩井さん!?

　まさか本当に触るとは……。宇う佐さ美みなんかにノせられてもロクなことはないぞ？

　当たり前だが、照れているのだろう。岩井さんは真っ赤な顔で、俺の尻を撫なでていた。

　ぎこちのない、不ふ慣なれな手つきで。

　見た目は不良風だが、常識人で美人の岩井さんが。

「さわさわさわ……」

　よせ、岩井さん。

　こんなの、いろいろとシャレにならない。

　こんな風に、女子三人に尻を触られているだなんて！　しかも学校の教室で！

　岩いわ井いさん以外が〝貞さだ子こさん〟サチと〝ニセ小学生〟宇う佐さ美みとはいえ、この状況シチユエーシヨンはなんというか……。

「……シンちゃん、興こう奮ふんしている？」

「い、いや、べつに……」

　そ、そうだとも！　興奮なんてしてないからな！






第六幕



「（ヒソヒソ）姉さん、御み厨くりやたち面白そうなことしてるよ。僕らも交ぜてもらおうよ？」

「（ヒソヒソ）ダメよ！　バッカじゃない！」

「（ヒソヒソ）でも、姉さん……」


──長なが政まさ秋あき彦ひこ、長政冬とう子こ
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「（ヒソヒソ）……宇佐美ン、どうして勝手に岩井さんをセクハラの輪に入れる？」

「（ヒソヒソ）えー、だって犬神さんさつちん、いかにも『ホントは仲間に入れたいけど迷ってる』って顔してるんだもん。気を遣って、あたしが言ってあげただけだってば」

「（ヒソヒソ）……そんなこと思ってなかった」

「（ヒソヒソ）ウッソだー。でもね、こうやって大切なものを共有することで本物のトモダチになっていくものなんだよ？」

「（ヒソヒソ）……うう～、そうは言っても……」

　サチと宇う佐さ美みは、ずっとヒソヒソ話を続けていたが──、

「お前ら、人の尻しりを撫なでながらヒソヒソ話をするんじゃない！」

　俺が怒鳴ると、慌てて二人とも中止した。

　ヒソヒソ話の方を。

「…………（さわさわさわ）」

「…………（さわさわさわ）」

　二人は無言で俺の尻を撫で続ける。

「……ごめん、シンちゃん。……もう私語なんてしない」

「御ミ厨クちん、お尻に集中するから許してよー」

「そうじゃない！　尻の方をやめろと言ってるんだ。それからな、ええと、ええと、その……岩いわ井いさん」

　こっちもまた、なんというか対処に困る。岩井さんはサチたちとは異なり、

「…………………………（さわさわさわっ）」

　最初から無駄口など叩たたかず、一心不乱に俺の尻を撫で続けていた！

　分割案の通り、右尻だけを。慣れない手つきでナデナデと。

　常識人で美人の岩井さんが真顔でこういうことしてるのは、やはりシャレになってない気がする。見た目的に。

　というか、むしろ──。

「あの、岩井さん？」

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………（さわさわさわっ）」

　真剣すぎて、ちょっと怖い。

　もともと美人だが目つきが鋭いこともあって、尻がもがれてしまうんじゃないかという勢いだった。鬼気迫ってる。

「岩井さん……無言で撫で続けるの、やめてくれないかな？」

　俺が何度か声をかけると、やっと気づいてくれたらしい。

「──っ！　わ、私ったら……ごめんなさい、御み厨くりやくん！」

　と、顔を真っ赤にしつつ、慌てて尻から手を離した。

「い……いや、そんな謝ることないぞ」

　気にしなくていいから。怖くはあったが、嫌だったわけではなかったし。むしろ、少し名な残ごり惜しいし……。

「……そう。そこまで謝る必要はない（さわさわさわっ）」

「ねー、ないよねー（さわさわさわっ）」

　サチ、宇佐美、お前たちは少しは謝れ。

　あと、いいかげん尻から手を離せ。いつまで撫でてる。

「岩井さんクズちやん、よくぞ御ミ厨クちんのお尻しりを撫なでた！　これで岩井さんクズちやんは正式にあたしたちの仲間だよ。──犬神さんさつちんも、それでいいよね？　ねっ？」

「…………分かった。認める」

　どんな儀式だ。

　お前ら、なに妙ちきりんなこと言ってるんだよ？　尻なんか触らなくったって、岩いわ井いさんは友達だろ。最初っから仲間でいいじゃないか。

　本当にごめんな、岩井さん。サチたちの話は気にしなくていいから。コイツら、けっこう本気でバカなんだ。──そう言おうと思って、岩井さんの方を見ると、

「あ、あの……サチお姉様、嬉うれしいですっ！」

　岩井さん、嬉しがってた！

　しかも、本気で。

　感激で涙まで流しそうな勢いで。──いや、比ひ喩ゆ抜きで、本当にちょっと泣いていたかもしれない。

　落ち着くんだ、岩井さん。今の流れのどこに泣く要素がある？　コイツらに仲間と認められても、いいことなんか全然ないぞ？

「ううう、感動的な話だねぇ……。御ミ厨クちんもそう思うでしょ？」

　いいや宇う佐さ美み、ちっとも俺は思わないね！







　まあ、いい話かどうかはさておいて。

　やっぱり岩井さん、俺に気があるのかな……。

　俺は改めて、そう思った。

　なぜって、さっき一心不乱に俺の尻を撫でていたから！

　普通は、あんな風に一生懸命撫でたりしない。そもそも男子の尻なんて触りさえもしない。──いや、サチや宇佐美は触るが、アイツらは『普通』ではないので、そういうこともあるのだろう。

　恥ずかしがりながらも、あそこまで本気で撫でていたということは……やはり、俺のことが好きなのではなかろうか？

　まいったな。俺が本気で好きなのは山やま田ださん（エンジェル）なのに。

「……シンちゃん、デレっとしている。……岩井さんにお尻触られたから」

「な、なにを言ってるんだ、サチ！」

「……ある程度は仕方ないと思う。……九く頭ず子このような見た目が怖い女子に、鬼気迫る勢いでお尻触られたら、ドＭでおなじみのシンちゃんが興こう奮ふんするのも当然のこと。……シンちゃんの愚息は、スポーツ新聞のオットセイの漫画のようになっているはず」

「お前、今、下品な発言したろ？　難しい比喩的表現を使ったので分かりにくかったが、今のってスゴく下品な発言だったろ？　なあ？」

「……だけど、冷静になるべき。……今のシンちゃんは〝ＴＳＳＳ〟という現象を起こしているだけ」

〝ＴＳＳＳ〟？　いつぞやの〝ＴＨＳ（ただ話しかけられただけで好きになる）〟みたいな現象か？

「……いわゆる〝ただ（Ｔ）尻しりを（Ｓ）触られただけで（Ｓ）好きになる（Ｓ）〟現象。思春期にはありがちなこと。……みんな知ってる超有名な現象」

「いいや、そんな現象、知らないね！」

〝ＴＨＳ〟と違って『ああ、なるほど』って気にもならないし！

「……痴ち漢かんもののエロ漫画やＡＶでよく見る現象。……普通は、女の人がなる」

　ああ、なるほど……。

　スマン、サチ。俺、その現象、知ってたわ。〝ＴＳＳＳ〟って言葉が初耳なだけで、現象自体はよく見たことある。痴漢もののエロ漫画やＡＶで。そうか、ちゃんと名前もついてる実在の現象だったのか。夢がある。

　普通は男女逆だけどな！

「（ヒソヒソ）なあ、逆に俺が岩いわ井いさんに〝ＴＳＳＳ〟するわけにはいかないのか？」

「（ヒソヒソ）……サイテー、シンちゃんサイテー。……マジで引く。正直、死んだ方がいい」

　サチ、そこまで言うことないだろ……。俺、そんなヘンなこと言ってないはずなのに。

「（ヒソヒソ）……武士の情けで、今のは黙っていてあげる」

「（ヒソヒソ）お、おう、ありがとう……」

　今のはお礼言わなきゃいけないことなんだろうか？







　そんな話をしながらも、横では宇う佐さ美みと岩井さんが──、

「岩井さんクズちやん、もっと積極的にセクハラしなよー」

「で、でも……」

　と、いい話なんだかバカ話なんだか分からないトークの続きをしていた。

「そんな風に遠えん慮りよしてたら、いつまで経たっても犬神さんさつちんには追いつけないよ？」

「サチお姉様に、追いつく……？」

　いいや、追いつかなくていいと思うね！　追いついて、どうしようっていうんだよ。サチみたいな女になるだけだぞ？
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　こうして、岩井さんはセクハラの輪とやらに入ることとなった。

　サチは最初こそ岩井さんの仲間入りに渋っていたが、途中からは積極的に受け入れるようになり──。

「……シンちゃんが余よ所そ見みしている。この隙すきにお尻しりを触っておく」

「は……はいっ、サチお姉様！」

「……今、山やま田ださんを見てデレッとした。おしおきで乳ち首くびキューッとする」

「ち……乳首ですね！　はいっ、キューッします！」

　こんな調子でセクハラを繰り返した。

　うう……サチと宇う佐さ美みだけならともかく、岩いわ井いさんにまで乳首キューッされた……。やはり、サチと宇佐美以外の女子がコレするのはシャレにならない気がする。

　どうでもいいが岩井さん握力強いな？　乳首痛い。

　また、トイレに行けば──、

「……ドアの前で、シンちゃんがおしっこし終わるのを待つ。……音もなにも聞こえないけど、扉の向こうで男子がおしっこしてると思うと、それだけで興こう奮ふんする」

「だよねー」

「そ、そうですよね……」

　体育の授業が終われば──、

「……シンちゃんの使用済み体操服をゲットした。……クンクン」

「あたしもーっ！　あたしも嗅かぐーっ！」

「わ……私も嗅ぎますっ！」

　昼飯を食べれば──、

「……使い終わったワリバシは、私が回収する。……だいじょうぶ、ペロペロしたりしないから」

「わ……私もペロペロしたりしませんっ！」

「あたしは舐なめるー」

　──と、終始こんな調子。

　俺的に、疲れることこの上ない。普段と似たようなことをしてるだけだが、人数が三人に増えた分、一・五倍疲れてしまう。

　どうでもいいがサチ、体操服返せ。ワリバシもさっさと捨てろ。

　ちなみに、クラスの女子たちは相変わらずだ。

「──見て！　犬いぬ神がみさんたちが、三人で御み厨くりやくんにベタベタしてる！」

「──あれって、ただのセクハラかしら……？」

「──そんなわけないでしょう。Ｄ組の仁に村むらさん（占い研）の最新分析によれば、御厨くんからはマイナスの暗黒エネルギーが発生する、いわば逆パワースポット人間。エネルギー補充のために犬神さんたちはベタベタ触っているのよ」

「──なるほど、それで長なが政まさ王子たちが御厨くんに構っているのね。暗黒エネルギーを浄化してあげようとしてるんだわ」

「──まあ、なんてお優しい」

　なんだよ、『逆パワースポット人間』って。

　あと、俺をダシにして長なが政まさ姉弟を褒ほめるのはよせ。なぜって悔くやしいから。

　ともあれ、こんなことを繰り返しているうちに──、




　──りーんごーん、りーんごーん




　やっと、放課後となる。
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「……それでは、私たちは帰る。……シンちゃん、行く」

　おう、そうだな。

「……メンバー増加による熾し烈れつなセクハラで、シンちゃんは一刻も早く『一人シュッポッポ』をしたいと思っているはず。……シンちゃんのために、早く家に帰ってあげる」

　適当なこと言うな！　しねえよ、『一人シュッポッポ』なんて！

「……私は陰ながら見守っているので、シンちゃんは思う存分シュッ、シュッ、シュシュシュシュシュッ、シュッポッポッポッ、ポポーッとするといい」

　だから、しねえって。なんだ、その機関車のマネは。けっこう上う手まいぞ。お前は江え○屋や猫ねこ八はちか。妙な隠し芸持ってたんだな？

「ねーねー犬神さんさつちん、あたしも見てていい？」

「……本当は一人で見ていたいけど、でも仕方ない。……近所のよしみ。宇う佐さ美みンも招待する」

「やったーっ」

　お前ら、勝手に決めるな。俺の部屋なのに、どうしてサチが招待する。

　──と、バカ二人がバカなことを言っていると、

「あ、あの、サチお姉様……」

　岩いわ井いさんが、相変わらず遠えん慮りよっぽく声をかけてきた。

「私も……一緒に帰ってもよろしいでしょうか……？」

「……？　……でも、たしか九く頭ず子この家は反対方向」

「ええ、そうなのですが……。でも、よろしければ……」

　岩井さん、俺たちと一緒に帰りたいのか。

　そうだよな、みんなで下校するのって『いかにも友達』って感じがするものな。多少遠回りになったとしても一緒がいいよな。

　照れながらこんなことを言う岩井さんは、なんとも微笑ほほえましくて……。

「……九頭子、エロい」

「うん、岩井さんクズちやんエロいよねー」

　へっ？　なぜエロい!?

「……そうまでして、シンちゃんの『一人シュッポッポ』を見たいとは」

「ねー、ムッツリエロいよねー」

　あー……実を言えば、俺も一瞬そう思ったけどさ。

　でも、そういうことじゃないと思うぞ。いい話っぽかったのに台無しだ。

　しかも岩いわ井いさんは、『ムッツリエロい』と思われたら恥ずかしいのはもちろんだが、『一緒に帰りたいだけ』と思われるのも恥ずかしいらしく、

「い……いえ、私は、その……」

　こんな風にモジモジと言葉を濁すだけだった。

　岩井さん、ちゃんと否ひ定ていした方がいいぞ。この二人、想像以上にバカだからな。ストレートに言わないと、これっぽっちも伝わらないぞ。

「……じゃあ、九く頭ず子こも一緒に帰る。……エロいから」

「だねー。エロいもんねー」

「だ、だから、違います……!!　でも──ご一緒できて、嬉うれしい……」

　こうして、俺たちが教室を出ていこうとすると──そのタイミングで、またややこしい連中が！

「ちょっと御み厨くりや、待ちなさいよ！」

「ああ、よかった。追いついた……」

　長なが政まさ姉弟、また来たか……。

　しかも長政（姉）は、近くに岩井さんや他の女子たちもいるのを思い出し──、

「コホッ……。なあ御厨、そんなに急いで帰ることはないだろう？」

　慌てて『コホッ』と変な咳せき払ばらいをしつつ、王子さま口調に切り替える。

　その不自然な誤ご魔ま化かし方には、傍かたわらの長政（弟）も、

「はは……」

　と、つい苦笑いを浮かべてた。

「長政（姉）、もうその喋しやべり方かたやめたらどうだ？　無理せず、普通に話せばいいだろ」

「む……無理なんてしてない！　こっちが普通の話し方だ！　だいたい、そんなのキミが気にする必要ないことだろ」

　まあ、そりゃそうだが。

「とにかく、キミたちには言いたいことがいろいろあるんだ。御厨と──それから、岩井さんにも」

　なんだよ、言いたいことって？

「キミたち学校なのに、やってることが破は廉れん恥ちすぎやしないかい？」

　……だな。

　それについては否定できない。普通、学校でこんなセクハラはしないだろう。

　スマン、長政（姉）。理不尽な難癖をつけてくるかと思ったが、至極まっとうな発言だった。ただし──。

「御み厨くりや、今後はどうにかしてもらうよ」

「いや、俺に言うなよ？　サチたちに言えよ」

　それは、俺に言われても困る。俺はただの被害者なんだから。

「でも、キミがもっとしっかりしてれば、犬いぬ神がみなんかにベタベタされたりしないんじゃないかい？　御厨に隙すきがあったり、ちょっと嬉うれしそうな態度をとったりしてるから、こんなことになると思うんだよ、僕は」

「それは、ええと……」

　コイツ、今日はいちいち言うこともっともだな。たしかに俺にも隙があったのかもしれない。

　だが、そこにサチが口を挟む。

「……シンちゃん、冬とう子こさんの言うことなんか気にする必要はない。……仲間に入れないからヒステリー起こしているだけ」

「はァ、なんですってぇ!?」

「……冬子さん、口調が素に戻ってる。狼ろう狽ばいしている」

「してない！　それより『仲間に入れないから』って、どういうことだい？」

「……もちろん、私たちの『シンちゃんを中心としたセクハラの輪』の話。仲間に入れなくてイライラしてる。……それも、私が『入るな』って言ってるからじゃなく、自分が勇気がなくて入れないだけなのに」

「そ……そんなもの、だれが入りたがってるっていうのさ！　バカじゃないのか！」

「……じゃあ、ずっと入らなくていい。……宇う佐さ美みン、九く頭ず子こ、行こう。下校しつつ、三人でシンちゃんにセクハラして遊ぶ」

　そう言ってサチは、俺の手を引きつつ、宇佐美と岩いわ井いさんを連れて歩き出す──。

「ちょっ！　ちょっと犬神、待ちなさいよ！」

「……断る。待たない」

　どうでもいいが、俺の意見は聞かないのか？

　さてはお前、俺にセクハラするのは当然の権利と思っているな？
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「……というわけで、今日はバスで帰る。……冬子さんが追ってこれないように。徒歩だと、いろいろ理由をつけて、走って追ってくるかもしれないから」

　まあ、いいけどさ。

　今日は普段より疲れてて、歩くのカッタルイからな。ちょうどいいと言えば、ちょうどいい。

　バスに揺られながら、岩井さんはサチに訊たずねた。

「あの、サチお姉様……長なが政まさ王子と、ずいぶん仲がお悪いんですね？」

「……当然。いけすかない女。……それに、あの女の方から私に突っかかってくる」

「そうなのですか……。でも、昔は仲良しだったのでしょう？　噂うわさでそう聞きました」

　えっ、そうなのか!?　俺、初めて知った。

　サチと長政（姉）が同じ中学なのは知っていたが、まさか仲良しだったとは。

「たしか、中学一年の冬くらいまで……」

　中一の冬ということは──ちょうど俺が長政（姉）と知り合ったころだな。俺が長政（弟）の家に遊びに行って、そこであの怒りっぽい姉と出会ったんだ。懐かしい。

　サチと長政（姉）そうか、そのころは仲が良かったのか。

　いったい、なにが原因で二人は仲なか違たがいしたのだろう？　……まさか、男？　いや、二人の性格を考えると、それはないか。

　だったら、なぜ……？

「……九く頭ず子こ」

「はい、なんでしょう……？」

「……シンちゃんの前で、余計な話をしない」

「は……はいっ、ごめんなさいっ！」

　なんなんだ、その会話は？

　ちなみに宇う佐さ美みのやつは、なぜかニヤニヤと俺の顔を見ながら笑ってる。コイツの反応も意味不明だな。

「……とにかく、その話題は終了。……せっかくなのでバス内セクハラをする」

「おっ、犬神さんさつちんノリノリだねぇ？」

「……セクハラこそは絆きずな。一緒にセクハラしてこそ、私たちの仲間。……こんな楽しいセクハラに参加できなくて冬とう子こさんは可哀かわい想そう。というか、ざまぁ。……弟の方の長政くんは、冬子さんにつきあわされてセクハラできなくてマジ可哀想」

　弟の方の長政は、俺にセクハラしたりはしねえよ！　あいつホモだけど常識人なんだから！　たぶん！

　あと、姉の方だってしねえよ。怒りっぽいし王子様ぶってるけど、ああ見えてもお前よりも常識人だから。

　俺に堂々とセクハラするのは、お前と宇佐美と、つきあわされてる岩いわ井いさんだけだ。

「……ともあれ、セクハラをする。やはりセクハラはシチュエーションに合ったものを。……今はバスなので、痴ち漢かんもののエロ漫画でお馴な染じみの『複数人で囲んで痴漢』というのをやる。……ムハー」

　お前、いいかげんにしろよ。最後の『ムハー』はなんだ？　鼻息か？

「……フッフッフ、シンちゃん逃げても無駄。……周りはみんな、私たちの仲間」

　出たよ、痴漢ものエロ漫画定番の台詞せりふ！

『周り』ったってお前ら三人だけだけどな！

「……さあ、九く頭ず子こも触る。……むしろ、まさぐる。力強く。貪むさぼるように」

「は……はいっ、サチお姉様！」







　五分後──。

　さすがに派手にやりすぎたらしい。俺たちは一同、説教をされていた。交番で。

「……まさか警察を呼ばれるとは」

「んー……岩井さんクズちやんは、屋外セクハラには向いてないかもねー。犬神さんさつちんとあたしだけなら、見た感じ的にシャレで済んだのに」

　どうやら『不良（女子）が仲間を連れて痴ち漢かん行為に及んでいる』と通報されたらしい。

「ご、ごめんなさい、私の見た目のせいで……」

　いや、岩いわ井いさん、謝る必要はない。──と思ったが、やっぱり謝れ。俺に謝れ。謝るべきではあるのだが、謝る点はそこじゃない。

　あと、ホントはサチや宇う佐さ美みだけでも犯罪なんだからな？　お前らだって、シャレでなんて済まないんだからな!?
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　交番に寄ったせいで、要いらない時間を使ってしまった。

　家に着いたころには、すっかり夕方。

「やれやれ、ひどい目に遭った」

　だれに言うでもなく口にしながら、俺はベッドにごろりと横になる。

　そして、寝転がったまま考える。

『岩井さん、ずいぶん馴な染じんだなあ』と。

　彼女がサチと一緒にセクハラしていたというのは、たしかにいいことであったのかもしれない。

　見ようによっては。

　うんとポジティブにシンキングすれば。

　友達がいないことで悩んでいた岩井さんが、サチや宇佐美とこうして仲良くしていたのだから。それについては、素直に『よかったね』と言っていい。

　アレだな。昨日、俺のマイ・エンジェル山やま田ださんの言ってた通りだ。

〝貞さだ子こさん〟〝番長〟〝ニセ幼女〟という、本来無関係の三人が、俺の存在を接点として行動を共にしている。それはとても素敵なことであったのだろう。

　ただし、セクハラは犯罪だけどな！　家宅侵入も！

　本当は不良じゃなかった岩井さんが、サチや宇佐美のせいで犯罪に手を染めてるわけだから、あまり褒ほめられた話じゃない。

　……しかし、意外だったな。岩いわ井いさん、皆に合わせているとはいえ、セクハラを止めるどころか参加するとは。

　やはり、俺に気があるんだろうか？

　美と叡えい智ちの女神たる山やま田ださんも、そんなことをほのめかしていたような気もするし。俺を恋愛的な意味でも好きだから、あんなことをしたのかもしれない。いや、むしろ、他の理由は考えられない。

　参ったな、俺には山田さんがいるというのに。

　そうか、やはり岩井さん……。

「（ヒソヒソ）なかなか『一人シュッポッポ』始まらないねー？」

「（ヒソヒソ）サチお姉様、いつもこんなことを……？」

「（ヒソヒソ）……しっ、二人とも声を出さない。……シンちゃんに気づかれる」

　もう気づいたぞ！

　クローゼットの中だな？　そのまま動くなよ。

　俺はクローゼットの戸をガムテープで目張りした上で、ほんの一点だけ小さな隙すき間まをつくると、そこから──、




　──プシューッ




　と虫むし除よけスプレーを吹きつけた。

「（ヒソヒソ）……けほっけほっ」

「（ヒソヒソ）うぐぅ」

「（ヒソヒソ）こほっこほっ」

　中からは、三人分の咳せき込こむ声。密閉されてるから、意外と効くらしい。

　本当はゴキブリ用の殺虫剤をプシューとしてやりたかったが、さすがに体に悪かろう。俺の良識に感謝しとけよ。

「（ヒソヒソ）……仕方ない。一いつ旦たん、撤退する」

　中の三人は咳き込みつつも、ズルズルとどこかへ移動していった。

　前から気になっていたんだが──サチ、お前、人んちのクローゼットに隠し通路作ってるだろ？　大家に叱しかられても知らないぞ。







　やれやれ。

　いらないドタバタで、すっかり思し索さくは中断されてしまった。





幕間　その三








○犬いぬ神がみ家、サチの部屋




　　　　壁に開けた穴（隠し通路）から、ずるずるとサチたち這はい出だしてくる。

　　宇う佐さ美み「ちぇーっ残念、見つかっちゃったかー」

　　サチ「……九く頭ず子こ、意外と（ストーキングの）筋すじがいい。……初めてとは思えない」

　　九頭子「それは、どうも……。でも、お姉様、本当にいつもこんなことを？」

　　サチ「……それは──」

　　宇佐美「うんっ。犬神さんさつちんは、しょっちゅう御ミ厨クちんの部屋に侵入してるんだよー。それに、朝なんてもっとスゴイよ？」

　　九頭子「なるほど……。それに、この部屋ですが──」

　　　　九頭子が部屋を見渡すと、相変わらず殺人鬼のような部屋。

　　　　壁にはシンイチの写真がベタベタ。地図やグラフなど、シンイチの行動についてなにやら研究している様子も。

　　九頭子「やっぱりお姉様、御み厨くりやくんのことを……」

　　サチ「……違う。勘かん違ちがいするべきでない。私はシンちゃんのことなんて好きでもなんでもない。……ただ、その──セクハラが好きなだけ。単にシンちゃんがセクハラしやすいからターゲットにしてるだけのこと」

　　九頭子「そ、そうですか……」

　　宇佐美「えーっ、そうだっけー？（ニターッと意地悪い笑い）」

　　サチ「……そう。……マジでマジで」

　　九頭子「…………」

　　　　宇佐美、『ホントは好きなクセにー』と言いたげなニヤニヤ笑い。

　　　　サチはイラッとしながら取り繕う。

　　サチ「……そんなことより、そろそろ解散。明日は朝セクするから六時に集合」

　　　（※朝セク＝早朝セクハラの略）

　　九頭子「…………」








第七幕



「ぐぬぬ……アイツら、また御み厨くりやの部屋に侵入を……」

「姉さん、こういうのもうやめようよ？」

「うるさいわね！　これは人助けなんだから！」


──長なが政まさ冬とう子こ、長政秋あき彦ひこ










１






　やがて夜も更け、さらに時間は経過して……。





　　「──ルーク、私はお前の父だ」

　　「──それより父さん、小鳥が乳ち首くびをつっついてる！」




　　　そんな夢を見ていると──。

　　「……シンちゃん、おはよう。妙な寝言言ってないで、そろそろ起きる」

　　　サチか。

　　　また布団に潜り込んで遊んでやがったな。

　　　まあ、これはいつものことだ。毎朝コイツはこの調子だ。

　　　だが、どうやら布団の中にいたのはサチだけではなかったらしい。

　　「うぃーっす、御ミ厨クちん起きたー？」

　　　サチに続いて、宇う佐さ美みまで布団の中から出てきやがった。

　　　なんだよ宇佐美、またお前も来てたのか。道理で、布団が狭いと思った。

　　　だが、今回はサチも宇佐美も前回とは異なり……、

　　「って、お前らハダカ!?　なんで全裸で人の布団に入ってるんだよ！」

　　　そうっ！　全裸！

　　　布団の中は、鮮やかなほどの肌色の世界──!!

　　「……『なんで』と問われれば、『シンちゃんが喜ぶから』としか答えようがない」

　　「ねーっ？」

　　　喜ばねえよ！　お前らなんかのハダカでよ！　……いや、実を言えば、さすがにここまでされれば嬉うれしいが──でも、ちょっとだけ！　ちょっとだけだぞ！

　　　まさか布団の中に、ハダカのクラスメイトが二人も入っているとは……。

　　「へっへっへー、あたしと犬神さんさつちんだけじゃないよ」

　　　ん？　どういうことだ？

　　「あ、あの……おはようございます……」

　　　岩いわ井いさん!?

　　「おいっ、これどうなってる！」

　　「……どうなってる、とは？」

　　「人数、三人に増えてる！　普段はサチ一人なのに！　昨日だって二人しかいなかったのに！」

　　　それなのに、今朝はなんと──岩井さんまで布団の中に。

　　　しかも、もちろんハダカ！　全裸！　思った以上のワガママボディ！　岩井さん、見た目が怖いだけで、常識的な人だと思ってたのに……。

　　「いったい、これってどうなっているんだ!?」

　　　……スマン、ちょっと大おお袈げ裟さに驚いてみた。

　　　実を言えば、こうなることは薄うす々うすだが予想していた。岩井さん、昨日あんなにセクハラに積極的だったから『明日くらい、サチと一緒に朝から来るかなー』と思っていたんだ。

　　　しかし、怖いが美人の岩井さんが布団の中にハダカで忍び込んでいるというのは、なんというか興こう奮ふんする。

　　「ご、ごめんなさい、御み厨くりやくん……。ご迷惑かなと思ったけど……でも、犬いぬ神がみさんも宇う佐さ美みさんも、みんなやるって言ってたから……」
















　　　ああ、うん。仕方ないといえば仕方ないか。自分だけ仲間はずれは嫌だろうし。

　　「それに、その……私、御み厨くりやくんともっと仲良くなりたかったから……。こうやってセクハラすれば、仲良くなれるかもって……」

　　　岩いわ井いさん……。

　　　やはり岩井さん、俺に気があるんだろうな。

　　　そりゃそうか。ただ友達が欲しいだけで、俺の尻しり触ったり乳ち首くびキューッしたりするはずないもんな。

　　　いやあ、ホントに参ったなー。俺には山やま田ださんがいるのになー。

　　　と、そこでさらに布団からもう二人！

　　「御厨、こういうのってよくないよ……」

　　「アンタたち、御厨から離れなさいよ！　といっても、べつにヤキモチなんかじゃなくって、これが学校の規律が──」

　　　長なが政まさ（弟）に長政（姉）!?

　　　長政姉弟までいやがったか。まったく、いったいどうなってるんだ。布団、ギュウギュウじゃないか。

　　　しかも、また、どっちも全裸で！　長政（姉）、巨乳だ！　長政（弟）、いい尻してる！

　　　今、布団の中には俺以外に、ハダカのクラスメイトが五人も入っていることになる。狭いわけだ。

　　　ちなみに小鳥はそしらぬ顔をしていた。






　──ジリリリリリリリリリ！




「ん……朝か」

　なんだ、今のは夢だったのか。

　しかし珍しい。朝に普通に目が覚めるとは。

　最近はずっと『映画ネタ→実はサチが乳首をいじってた』という流れだったのだが──今朝は、違った。

　サチは部屋にいなかった。

　もちろん、宇う佐さ美みも。岩井さんも。長政姉弟も。

「サチ？　いないのか？」

　返事はなかった。

「ふうん……。まあ、いいや」

　べつに、いてほしいわけでもない。

　ひさしぶりに、一人だけで目覚める朝だ。

　なんとなく落ち着かないような気もしたが──よく考えてみれば、これが普通のことだろう。珍しがる理由はない。

　むしろ、喜ばしいくらい。前から望んでいた静かな時間だ。

「ふうん、そうか……」

　考えてみれば、夢の中に山やま田ださん出てこなかったな？　せっかく夢なんだから、山田さんが出てくれればよかったのに。残念極まりない。

　それとも『山田さんは天使で神しん聖せいな存在だからベッドの中になんか潜り込んでこない』ということなのか？　俺は夢でも紳士なのか？







　着替える前に、トイレに行く。

　途中、まだ寝てる母親に声をかけてみた。

「母さん、おはよう」

「むにゃむにゃ、おはよう……。あら、シンイチ一人？　サチちゃんたちは？」

「今朝は来てないみたいだぞ」

「え……っ？　そ、そんな……!?　朝ごはんとお弁当はサチちゃんたちに作らせるつもりだったから、なにも仕度なんかしてないわよ！」

　相変わらずダメな母親だ。

「お父さん、お父さん、どうしましょう!?　今朝は、朝ごはんないみたいなの！」

　アンタ、ホントにダメな母親なんだな？　自分でやる気はまるでないのか。

　しかし考えてみれば、これもある意味、

『サチのセクハラは、我が家の生活スタイルの一部になるほど馴な染じんでいた』

　ということであるのかもしれない。

　サチたちの存在は、我が家にとって（少なくとも母親にとって）必要なものとなっていたらしい。

　──とはいえ、やめてほしくないワケじゃないけどな！

「シンイチ、今からでもサチちゃんに家宅侵入してもらいなさいよ」

　いいや、断る。それが母親の台詞せりふか？

　アンタがキチンと仕事すればいいだけの話だ。







　母親をあしらい、トイレを済まし、身支度のために部屋へと戻る。

　朝イチのドタバタがないから、普段より時間に余裕があった。

　いつもならサチたちとギャーギャー怒鳴り合ってる時間だから、やはりアイツらはジャマなだけだな。──俺はヘアワックスで髪を整えながら、そんなことを考えた。

　そうとも。一人で起きる朝は、静かでいい。

　ちっとも残念なんかじゃない。

　サチなんて──ただジャマで騒そう々ぞうしいだけの……。

「アイツ、風邪でもひいたのかな？」

　つい、無意識に呟つぶやいてしまった。

　い、いや、もし風邪をひいていようが、俺の知ったことじゃないけどな！

　まあ、学校行く前に、ちょっと様子くらい見に行ってもいいが。どうせ隣だ。上う手まい具合に、今朝は早く仕度が終わりそうで、時間に余裕もあることだし。

　ほんの、ちょっと。ちょっとだけだがな。

　そんなことを思っていると──。




　──ガタッ




　急に、物音がした。

　それもクローゼットの中からだ。

「なんだ、バカバカしい」

　気にして損した。いないのかと思っていたが、どうやらクローゼットの中に隠れてやがっただけらしい。

　さてはアレだな？　布団で乳ち首くびコリコリするのに飽きて、別のプレイを始めただけだろ？　なにか新しいこと思いつきやがったな。

　フフフ、なにをする気だったのかは知らないが、物音を立てたのが運の尽きだ。俺は、そっとクローゼットに近づき、

「サチ、いいかげんにしろ！」




　──バーン！




　と、勢いよく戸を開けてやった。

　中にいたのは案の定、サチ。

　それと宇う佐さ美み。

　ただし、少しだけ予想外なことに、二人とも…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………縛られていた。

　梱こん包ぽう用ようのビニール紐ひもとガムテープで。

「え……っ？　お前ら、なにやってんの？」

　俺がそう訊たずねても、二人は、

「……むぐー」

「むぐーっ！　むぐーっ！」

　と、ムグムグ妙な音を出すだけだった。なぜって、口が猿ぐつわで塞ふさがれてたから。

　コイツら、普段より静かな分、今の状態の方がいいかもな。口が塞ふさがれてる状態って、なんかエロいし。セクシーだ。喋しやべれないからバカなの分かりにくいし。

「なんだ、お前ら？　それって、どんなプレイなんだ？」

「……むぐー!!」

「むぐーっ！　むぐーっ！　むぐーっ！　むぐーっ！」

　なんだ、ムグムグと？　なにか言いたいことでもあるのか？

「もしかして『ほどいてくれ』って言ってるのか？　ハイハイ、分かった。しかし、なんでこんな……。この結び目、どうやってほどくんだ？」

「……むぐー!!　むぐー!!　むぐー!!　むぐー!!」

　ん……？　違うのか？

『ほどいてくれ』って言いたいんじゃないなら、いったいなにを言いたいんだ？　しかも、頭をヘンな風にモゾモゾ動かして──。

「……むぐー!!　むぐー!!」

「むぐーっ！　むぎゅーっ！　むぐーっ！　むぐーっ！」

　ああ、分かったぞ。

　二人とも、アゴでどこかを指し示してるんだ。

「ベッドか……？」

　俺が、ベッドの下を覗のぞき込こむと……。













「あ、あの……御み厨くりやくん、おはよう……」

「岩いわ井いさん!?」

　そこには、岩井さんが！

　身長一七〇センチ台後半で俺よりデカい岩井さんが、狭いスペースにギュウギュウになって入っていた！

　狭いところに無理やり入ったからか、髪はすっかりバサバサになり、服も乱れている。

　見た目、怖い。

　いつもの『近づいたら殴られる』というタイプの暴力的な怖さじゃない。サチと同じオカルトホラー系の恐怖だった。

　しかも、そんな姿のまま、ずるずるとベッドの下から這はい出だしてくる……!!

　見慣れたサチではなく、常識人のはずの岩井さんがやっているから、ホラーっぽさは倍増だ。

　なんで岩井さん、こんなことに？　それに──、

「……むぐー!!」

「むぐーっ！　むぐーっ！」

　サチと宇う佐さ美みの、この反応。

　まさか二人を縛ったのも岩井さんというのか!?

「岩井さん、どうして……？」

「仕方ないの……。こうするしか、なかったから……」

　こうするしかって、どうする気なんだ？

　その疑問は、ほんの一秒後に晴れた。ベッドの下から這い出した岩井さんは、立ち上がって、俺の方へと歩み寄ると、

「たあっ……!!」

　たあっ、という声と共に、俺に強烈なボディブローを！

「うぐぅ!?」

「ごめんなさい、御厨くん……。これぞ、ストーキング裏四八手その三〝ボディブローで相手を動けなくして誘拐するの術〟──おんなのこのためのストーキングＢＯＯＫすとーきんぐぶつく（二〇〇四にせんよ年ねん度ど版ばん）に書いてあった必殺技……」

　岩井さんも、〝別はな（別冊少女はなやか）〟派だったのか。

　俺はガクッと床に膝ひざをつく……。





２






　サチの読んでいた〝おんなのこのためのストーキングＢＯＯＫすとーきんぐぶつく〟は二〇〇三年度版だっただから、岩井さんはその一年あとのを読んだということになる。ほんの一年で、ずいぶんと物ぶつ騒そうな技が追加されたものだ。

　薄れゆく意識の中で、俺はそんなことを思っていた。

「あ、あの──ごめんなさい、御み厨くりやくん……。本当は、こんな乱暴なことしたくなかったの……。でも、いろいろ考えた末にしたことだから……」

　そうなのか。

　たしかに、こんなの見た目は怖いが常識人の岩いわ井いさんのすることじゃない。なにかワケがあるということか。

「仕方がなかったの……。本当は寝ている隙すきにこっそり誘拐する予定だったけど、サチお姉様と宇う佐さ美みさんがジャマをするから……。

　なんとか二人を縛ってクローゼットに閉じこめたのはいいけれど……でも、御厨くんが起きそうだったので、慌ててベッドの下に隠れてしまって……。隙を見てコッソリ誘拐しようと思ってたのに、見つかってしまったから……」

　いや、待て。それはおかしい。

　もともと誘拐するつもりではいたのか。謝ってるのはボディブローのことだけで。

「とにかく、誘拐はするから……」

　動けない俺を、岩井さんはヒョイと肩に担いで歩き出す──。

　そのうちに、俺の意識は途切れた。







　その後、しばらくの間、俺は気絶したままだったので、なにが起こっていたのかは分からない。

　ただ、夢の中でずっと揺られていたような気もするから、きっとどこかへ運ばれていたのだろう。岩井さんの肩に担がれて。

　しかし、考えてみると岩井さん、すごい力だな。

　体デカいから体力ありそうだと思っていたが、まさか男子を一人担いで歩けるほどの力持ちだったとは。

　さっきのボディーブローでも思ったが、この人、本当に番長になればいいのに。そうでなければ女格闘家とか。

　これだけ強いんだから、そのくらい充分なれるだろ。

　そんなこんなで俺は意識のないまま運ばれ続け、そして──。





　　「親方、空から女の子が！　あと、鳩はとが乳ち首くびを！」

　　　はいはい夢。

　　　ちなみに現実の女の子は空からでなく、ベッドの下から現れたのだが。






「う……うう、う……」

　フー、夢か。

　俺は、おぼろげな意識のまま目を覚ます。

「ここは……廃工場？」

　薄暗いが──おそらくは、近所にある廃工場だ。

　何年も前から使われていない工場で、規模的に『こうじょう』ではなく『こうば』。ボロボロになったトタン壁には見覚えがある。小学生のころに何度か、遊び半分で入ったことがあったが、そのころから変わっていない。

　近所とはいっても俺の家があるマンションからは何百メートルも離れているはずなんだが……。

　やはり岩いわ井いさん、力持ちだ。

　割れたガラス窓や、錆さびたトタンの穴から、うっすらと日が差し込んでいる。その光で自らの姿を見ると……ビニール紐ひもとガムテープで体をグルグル巻きにされたまま寝転がされていた。

　コンクリの地肌剥むき出だしの床に。

　クローゼットに閉じ込められていたサチや宇う佐さ美みと同じだ。たぶん、これもストーキング四八手の一つ〝ビニール紐でグルグル巻きにするの術〟だかなんだろう。

　全身念入りに縛られていて、身動きが取れない。

　猿ぐつわはつけられていなかったため、口は自由のままだったが──。

「御み厨くりやくん、気がついたようね……」

「その声、岩井さんか？」

　死角になってる頭の上側から、聞き憶おぼえのある声が聞こえた。

　身をよじって声の方向を向くと思った通り、そこにいたのは岩井さん。しかし予想と異なる部分もあった。

　彼女は、なんと……、

「岩井さん!?　どうして脱いでる！」

　脱ぎかけだった！

　床には、脱ぎ捨てられたブレザーにリボンタイ、靴──それに、なんとスカートが。

　トレードマークの一つであるロングスカートはすでに身につけておらず、下半身は黒いタイツのみという姿。

　薄手のタイツなのか、うっすらと下着パンツが透けていて……。

　ヒャッホウ！

　……失敬。つい、はしゃいでしまった。喜んでる場合ではないのに。

　だが、ふぅん、こんなパンツ穿はいてるんだな……。タイツごしだから色は分かりにくいが、なかなか大人っぽいというか……。

　ちなみに、上半身もブラウス一丁。下の方からボタンが二つほど外されていて、白いお腹なかの肌と、縦割れのへそが、ちらちらと覗のぞいていた。

　ヒャッホウ！　ヒャッホウ！　ヒャッホウ！

　超エロス！

　……失敬。俺は改めて岩いわ井いさんに訊たずねる。

「どうして、脱いでる……？」

　純粋に疑問をぶつけつつも、『脱ぐのやめろ』というニュアンスが混ざらないよう、アクセントに気をつけながら。脱ぐのを中断しないよう、慎重に、慎重に。

　そして、彼女の返事はこう。

「あのね……私、御み厨くりやくんのことは、ずっと一目置いていたの……。席決めの日、サチお姉様の隣になった、あのときから……」

　問いとは、関係のない話だ。

　だが……席決めの日だと？

　岩井さん、長なが政まさ（弟）みたいなこと言うんだな。

　入学式翌日の席決めの日、俺はサチのことで他の女子とトラブルを起こした。くじでサチの隣になった女子が『こんな席イヤだ』と泣きながら大騒ぎして──それでイラッとなった俺が、代わりにサチの隣になってやったのだ。

　その際、相手の女子を突き飛ばしたり、皮肉めいたことを言ったりもした。そいつが友達が多くて発言権の強い女だったおかげで、俺は一部の女子たちにすっかり嫌われてしまったというわけだ。

　俺は『あのときは馬鹿なことをした』とずっと後悔していて、一刻も早く忘れたいと思っていたが、長なが政まさ（弟）のようになかなか忘れてくれないヤツもいる。たぶん、褒ほめてくれているのだろうが。













　いずれにせよ、どうやら岩いわ井いさんも同どう類るいであったらしい。

「よせよ、岩井さん……。あんなの普通のことだ」

　サチをかばって喧けん嘩かするなんて、子供のころからしょっちゅうだったし、サチ以外のヤツでも俺は同じようにしていたと思う。

「ううん……。なかなかできることじゃない……」

「そ、そうかな？」

「ええ……」

　そうか……。まあ、美人に一目置かれてるというのは悪い気しないな。

「私──あのときのこと、ずっと憶おぼえてるの……」

　そう言いながら彼女は一歩、また一歩と俺の方へと歩み寄り──、

　座った。

　俺の上に。

　縛られて寝転ぶ俺に、馬乗りになって！

「お、おい！　岩井さん……!!」

　いわゆる、騎乗位の体勢だ。

　仰あお向むけに転がる俺の、ちょうど腰のあたりに、彼女の尻しりが──スカートを脱いだ、タイツごしの尻が乗っていた。

　背が大きいだけあって、けっこうな重さがある。しかも俺が逃げられないように、うんと重心を尻にかけていた。

　だが、柔らかな脂肪に包まれた、ひどく心地の良い重み。

　苦しいが、しかし決してつらくない。

「うう、う……」

「あの……心配しないで、御み厨くりやくん……。ひどいことはするかもしれないけど──でも、痛かったり怪け我がしたりするようなこと、する気はないから……」

　そう言いながら岩井さんは、俺の上で、ブラウスのボタンを外していく。

　一つずつ、一つずつ。

　クセなのか、それとも照れているからなのか、下の方──白いお腹なかの側から徐々に。

　もったいぶるようにブラウスがはだけていき、やがては、ついに……、

　ブラジャーが。

　男子の憧あこがれであり、しかしパンツと異なり強風事故などでチラーリとはしない、服を脱がない限りは見えないという激レアアイテム──あのブラジャーが！　ブラジャー様が！　つけている状態のブラジャー様が！

　おおおおおおおおおおおおおおおおっ！

　しかも、色は黒。

　さすがは美人、大人っぽいのをつけていた。

　ああ──なんというエロさであろう。ここは天国か夢の国。廃工場でなく、むしろ夢工場であったのだろう。

　白のラインで模も様ようが入っているところは、ちょっとスポーティーな感じであったが、しかし黒というだけで高校生男子にとっては過剰にセクシャル。そもそも背が大きいだけあって、胸も大きい。たぶんＤかＥカップはある。リアルな巨乳。それだけで、もう充分だった。

　しかし、このブラジャーの柄、どこかで見たことあるような……。そういやサチも持ってたな？　流は行やっているのか、巨乳の間で？

　ともあれ、そんな下着姿の美人クラスメートが俺の上に……!!

　ごめん、山やま田ださん。

　俺、もうダメかも。抗あらがえない。

　心は山田さんのものではあったが、しかし初めてのエロス行為は岩いわ井いさんとしてしまうかもしれない。

　いや、もしかすると、このまま彼女に心までも……。

「御み厨くりやくん……あまり見たら、恥ずかしい……」

「あ……すまない」

　本来なら、謝罪する必要などない状況だろう。

　しかし、モテない男子の悲しさだ。俺はつい謝りながら、慌ててブラジャー姿から顔をそむけた──。

　だが岩井さんは、そんな俺の顔を手で押さえつける。

「だめ……恥ずかしいけど、目を逸そらさないで……。ちゃんと目に焼きつけて……」

「お、おう……」

「全部、記憶に残して……今日、どんなことが起こったのか、ちゃんと憶おぼえておいてほしいから……」

　相変わらず、腕力強い。ごきっ、と首が折れそうだ。

　そんなに力を篭こめなくても、ただ『見てもいい』の一言だけで、首の向きなど変わるのだから。

　いや──そもそも、縛って誘拐さえする必要もない。

　こう言ってはなんだが、俺はモテない高校生男子だ。美人がブラジャーを見せてくれるというだけで、縛らなくてもノコノコ廃工場までついてくる。いや、多少モテようが、男子というのはそういうものだ。俺の心は山田さんのものだが、しかし性欲まではそうではない。

　だから、こんな荒っぽいことをする必要など、最初からなかったというのに。

「岩井さん……俺のことが好きだというなら、こんなことをしなくても……」

　気持ちは、十二分なほど理解した。

　今からでも、ビニール紐ひもとガムテープをほどいてくれれば──。

「ううん……御み厨くりやくん、勘かん違ちがいしないで……」

　!?　勘違いだと？

　この『縛られて誘拐されてブラジャーで馬乗りされている』という状況で、いったい俺がどんな勘違いをしていると!?

　そして語られる衝撃の真実──!!

「ごめんなさい……私が好きなのは、御厨くんじゃないの……。

　本当に好きなのは犬いぬ神がみさん──恋愛的な意味で、サチお姉様を愛しているの……!!」





３






　やはり俺、モテてなかった！

　ハハ、そうだよな……。本当は、最初っから分かっていたさ。なにかのワナで騙だまされてるって。ううん、強がってなんかいないよ……。

　グスッ……。

「御厨くん、聞いてる……？　私が本当に好きなのは、サチお姉様……」

　繰り返さなくていいよ！　聞こえてるよ！　ショックでリアクション取れないだけだよ！

　なんにしても驚きだ。

　俺がモテてなかったことは予想内だが（ホントだよ）──しかし、まさかサチが目当てだったとは。

　騙されてるにしても、長なが政まさ（弟）が狙ねらいだと思っていたのに。

　あるいは意表を突くにしても、せいぜい長政（姉）狙いだろうと思っていた。あの女は女子にモテていたし、デートした俺を排除するために近づいてきても不思議はない。それなら納得のいく話だったが──。

　しかし、まさかサチとは。

　これは不思議だし、納得が難しい。アイツは女子には嫌われてると思っていたぞ。少なくとも、怖がられているのは間違いない。

　なのに、どうして……？

　岩いわ井いさん、どんな理由でサチのことを好きになったというんだ!?　──と、俺が訊たずねる前に、岩井さんは自分から理由を語り出した。

「実はね、私……サチお姉様に助けられたことがあるの……。中学のころに……」

　サチが人助け？

　アイツ、あんまり他人の役に立つようなことをする女とは思えないのに。

「ああ……この話、前からだれかに言いたくてウズウズしていたの。でも私、友達いなくて、この話をする機会がなくて……。御厨くんたちに言いたかったけれど、でも『計画』があるから、言えないし……。うかつな話をしたら、企たくらんでいることがバレてしまうかもしれないでしょう？

　そう、あれは一年前。中学三年のころの話。昔から不良と勘かん違ちがいされていた私は、余よ所その学校の不良グループ三〇人に絡まれて大ピンチだったの。そんな私を助けてくれたのが、偶然通りがかってくれたサチお姉様。私はサチお姉様とは違う中学だったけれど、あの人のことは有名だから知っていたわ。『姿を見たら呪のろわれる』と言われていたお姉様を前に、不良たちは大パニックを起こし、一人がバタッと倒れたのをきっかけに、残りもバタバタ倒れていって……。こうして私は助けられたのよ。お姉様の呪いの力で」

　普段無口な岩いわ井いさんが、いつになく軽快なテンションで話をしていた。

　しかし、それはたぶん集団ヒステリーというやつだと思うぞ。呪いなんてない。最初の一人が怖くて倒れて、釣られてバタバタッとなったんだろう。きっと、サチは本当にただ通りがかっただけだ。

　──というか、もしかして、それって岩井さんが〝番長〟と呼ばれるようになった『伝説の喧けん嘩か』なんじゃないのか？　前（第二幕）に宇う佐さ美みが言っていたやつ。そのときのメンバーが恐怖で当時のことを語りたがらないから、事態が正確に伝わってないだけで。

　だとすれば、サチに感謝する必要なんて、そんなにない。岩井さんが怖おそれられている理由の一部は、サチが原因だったんだからな。

「あの日以来、私はサチお姉様のことが忘れられなくなったの……。いろいろ、あの人のことを調べて、同じ高校に行くことにして、そのために必死で勉強もして……」

　うちの学校、試験が難しいので有名だからな。

「だから……御み厨くりやくんが、許せなかった……」

　ん？　どうして急に俺の話が？

　しかも、許せないって──。

「だって、最初っからサチお姉様と仲良くしていて！　ただ昔から顔見知りというだけで！　家が隣というだけで！　私、お姉様にモテてる御厨くんが許せなかった……」

　そうだったのか……。けど俺、サチにはモテてないぞ。

　そう誤解している人は多いが、実際には『……勘違いしないでよね』『……男子でセクハラできる人だったら、だれでもいい』『……ホントは長なが政まさ（弟）くんの方が好き、なぜって美少年だから』といった感じ。

　俺はサチにすらモテてなかった。

　そう反論しようとしたのだが──しかし岩井さんは引き続き、ハイテンションで話を続ける。どうやら俺の声なんて耳に入ってないようだ。

「あの人たちがね、いろいろと教えてくれたの……。御厨くんが全ての元凶なんだって……私がお姉様と仲良くなるには、御厨くんがジャマなんだって……。言われてみれば、そうだったわ。

　席決めのときも……私はサチお姉様の前の席になって、これから仲良くなれるに違いないと思っていたのに、貴方あなたが強引にお姉様の隣になって！　あんな露骨な妨害、普通はできることじゃないわ！　あのときから一目置いてたの！」

　あー……『席決めのときから一目置いてた』って、そういうことか。日本語的に、微妙に正しくない使い方だな。『目をつけていた』の方が正しいと思う。

　しかし、あの人たちってだれだ？

　俺を嫌ってるヤツみたいだが──まさか長なが政まさ（姉）？　それとも、席決めのときに揉もめた女子？　あるいは面白半分で宇う佐さ美みあたりが？　たちってことは、まさか全員？

「なあ、あの人たちって──」

「うるさいっ！　話の邪魔をしないで！」

　岩いわ井いさんは、なおも語り続ける──。

「人が大事な話をしてるのに、どうして邪魔するの!?　ねえっ！」

「あ、いや……すまない……」

「ふぅっ、ふぅっ……分かればいいの……。サチお姉様を、御み厨くりやくんの手から守らなければいけない──あの人たちは、そうも言っていたわ。私も、それには同意したわ。もちろん御厨くんだから駄目と言っているわけじゃないのよ？　男子だったら、だれでも駄目なの。だって男子は毎日お風呂に入らなかったり、歯も毎食磨みがかなかったり、下着を二日連続で穿はいたりするのでしょう？　うちにも兄がいるから知っているわ。あんな素敵なお姉様なのだから、野蛮で汚らしい男子なんかじゃなくて、女子同士でいるべきなのよ。私か──でなければ、中学時代は『あの二人、できてるんじゃない？』と言われるほどの親友同士だった長政（姉）さんと。聞けば、あの二人の仲が悪くなったのも貴方が原因らしいじゃない。長政（姉）さんが貴方と知り合ったころから、二人は不仲になったというのだから」

　いろいろツッコミどころが多いぞ。

　まず、長政（姉）とサチの不仲は、俺と関係ない。その言い方じゃ、まるで二人が俺を取り合って、それで仲なか違たがいしたみたいじゃないか。でも、二人とも俺のことなんか好きじゃない。特に長政（姉）は俺を積極的に嫌っているんだ。仲違いの理由は知らないが、とにかく俺のせいじゃない。

　あとサチは毎日お風呂に入らなかったり、歯も毎食磨かなかったり、下着を二日連続で穿いたりするぞ。ズボラな女だからな。

　しかし岩井さんは、なおもツッコミの隙すきを与えず喋しやべり続ける。

「それで私、思ったの。──私が御厨くんと仲良くなってしまえば、サチお姉様を汚らしい男子の手から守れる、って。二人の仲を引き裂いたあと、お姉様を私のものにするもよし、あるいは長政（姉）さんと仲直りするもよし……。だから御厨くんを校舎裏に呼び出して、仲良くしようとしたのだけど……唯一の計算違いは、サチお姉様が私と仲良くしてくださったこと。お姉様と一緒の時間を過ごすのが楽しくて、御厨くんと仲良くする暇なんかなかった。というより、御厨くんなんかと仲良くする必要がなかった……」

『なんか』とは、ひどいな。

　けど、それってサチの作戦だったんじゃ？　そうやって、俺と岩いわ井いさんを近づけないようにしてたのでは……？

「それに、セクハラ行為をしているときのサチお姉様は、いきいきとしたお顔をしてて、輝いていて……。あの素敵な笑顔、奪ってはいけないと思ったの」

　いいや、奪え！　それは奪っていいんだ。なんでセクハラを保護するんだよ。

「それで私、決めたの……。計画、変更しようって……お姉様のように、私も輝きたいって……。お姉様みたいになりたい、って……。御み厨くりやくんにセクハラしてるときのサチお姉様のように、いきいきとしたお顔で輝きたい……。

　ううん、それよりも、むしろサチお姉様になりたい！　あの素敵なお姉様──犬いぬ神がみサチ、そのものに！　だから──」

　そして岩井さんは、サチがするように俺の乳ち首くびに指を伸ばし──、




　──かりっ




　と、爪で引ひっ掻かいた。

「痛ッ!?」

「だから、サチお姉様のすることは全部するわ……。御厨くんが気絶してる間に、乳首を触ったし、下着や腋わきの匂いも嗅かがせたし……ううん、お姉様がまだしてないことも、なにもかも……。もっと先まで……」

　岩井さんは今、下着姿。

　上はブラジャーのみ、下は下着とタイツのみ。

　ここから彼女は、さらに脱いでいくのかと思っていた。やがて下着も脱ぎ捨てていくのだろうと。そう期待していた。

　……だが、そうではなかった。期待は外れた。

「前からね、お姉様そのものになりたいとは思っていたの……。ずっと──まったく一緒の、おんなじものに……。下着もお揃そろいのをつけてるし……体育の着替えで見たのと同じのを……。それに、制服だって……おんなじサイズのを……。ネームタグの刺し繍しゆうも『犬神』で入れてもらったものを……」

　身動き取れないから見えなかったが、手の届く場所に制服をもう一セット用意していたようだ。話の内容からして、サチのと同じサイズのものなのだろう。

　だが、サチはクラスで四番目のちび。

　一方、岩井さんはクラスで一番の大女。

　本来なら、着れるはずなどなかったが……。

「ふふっ……。ねえ、見て、お姉様とお揃い……」




　──みちっ、みちちっ

　──ぷちっ、ぷちっ




　服の縫い目が、みちみちと悲鳴を上げ、ボタンや金具がぷちぷちと千切れ飛ぶ。

　飛んだボタンの一つが、ぴしり、と俺の頬ほおに当たって傷をつけた。

　明らかにサイズの小さな制服を着た姿は、本来滑こつ稽けいなものであったのだろうが──しかし一切、笑えなかった。

「髪も、そう……。御み厨くりやくん、気づいてなかったでしょう？　私、髪型、お姉様と一緒なの。美容院に写真持っていって、こういう風にして、って頼んでるの。こないだ、美容師が『そんな髪型に？』と馬鹿にしたようなこと言ってたから、私、つい……」

　美容師の話は、これ以上聞きたくない。詳しく知りたくない。

　だが、髪については、言われてみればその通りだ。同じように前髪がバサッとした髪型だった。

「みんな、分かってくれないの……。サチお姉様ご本人でさえ……。きっと、髪の色のせいなのでしょうね。こんな金色をしているから。でも、ほら──」

　そう言いながら、制服と一緒に置かれていた習字用の墨汁を手にして──、

「これで、へいき……」

　とぷとぷとぷ……と自分の頭に。

　くすんだ金髪が、みるみる黒く染まっていく。

　墨の、濁った黒色に。

　髪だけでなく、顔や肌や、制服や、そして下にいる俺も。

　一度、髪を通った墨汁が、ぽたぽた俺の顔へと滴したたる。さっきボタンの当たった傷に染みた。

　それは、あんまりにもあまりな異常行動……。

　ぞくり、となった。背せ筋すじが凍った。

「御厨くん、どう……？　これでお姉様と同じ？　どう、おんなじでしょう？」

「お、おう……。サチと同じだ……全然区別つかないよ……」

　その場を取り繕うために、俺が思ってもいない返事をすると、

「うそつきッ！」

　声を荒らげて、俺の頬を叩たたいた。

　平手打ちで。ぱあん、と甲高い音を立てながら。

「いいかげんな返事しないで！　同じなわけないでしょ、こんなんで！　この、バーカ！　バーカ！　バーカ！　いつもお姉様の近くにいながら、いったいなにを見ていたの！」

　また平手打ち。

　今度は、何度も。

　ぱあんっ、

　ぱあんっ、

　ぱあんっ、

　と、音は連続で繰り返される。

　振り乱した髪から、墨汁を撒まき散ちらしながら。

　平手とはいえ、身長一七〇センチ台で俺よりデカく、ボディブロー一発で男子高校生（俺）を気絶させる岩いわ井いさんに殴られているのだ。とても痛い。痛くないはずがない。

「すまない……悪かった、似てない……」

「バカッ！　似てはいるのよ！」

　また、ぱあんっ。

　なんだよ、どっちにしろ俺、殴られるのか!?

「姿は、似てるの。全然区別つかないくらい。でも『おんなじ』じゃない……こんなの、ただ『そっくり』なだけよ。見た目だけ。私は『似た姿の人』になりたいんじゃないの。あの素敵なサチお姉様──『犬いぬ神がみサチそのもの』になりたいの。

　そのためには、どうすればいいか分かる……？」

「い、いや……」

　岩井さんの手が、俺の頬ほおに伸びる──。

「──っ!?」

　また平手打ちと思い、俺はとっさに目を瞑つぶる。

　だが──痛みはなかった。

　代わりにあったのは……ただ、触れる感触。

　両手で、左右の頬を。

　叩たたかれて腫はれた俺の頬に、岩井さんはただ触っていた。──いや、押さえつけていた。

「ねえ……御み厨くりやくん、キスしましょう？」

「キス……？　どうして？」

　なぜ、キス？　この状況で？

「あら、決まっているわ。ここしばらくの間──ううん、本当はずっと前から観察していたのだけれど──サチお姉様は、御厨くんにキスだけはしなかった。御厨くんに対して、あらゆるセクハラをしていたのに……。キス以外は、寝てるときにだいたいやっていたというのに……」

　だいたい？　だいたいってなんだ!?

『キス以外のだいたい』って俺、具体的にどんなことされていたんだよ？

「どうしてキスしなかったかは知らないわ。もっと、いろんなこともしてたのに。大事にしているのか、それとも別の理由でもあるのか……。

　でもね、だからこそ──私と御厨くんがキスすることで、私は本物を超えた犬神サチになるの。本物よりも本物な、本物のサチお姉様に……」

　俺はずっと、岩井さんは『見た目は怖いが常識人』なのだと思っていた。

　しかし、それは勘かん違ちがいだった。実際は全然違う。ちっとも常識人なんかじゃない。

　本当は『見た目よりはるかに怖い人』だったんだ。

「ごめん、岩いわ井いさん──君、怖い……。気持ち悪い……」

「ええ、そうかもね。だって犬いぬ神がみサチですもの。みんな私のことをそう言うわ」

　違う。

　サチとは違う。サチは見た目こそ〝貞さだ子こさん〟でヤンデレっぽい。

　だが『っぽい』だけ。

　岩井さんは、本物だ。

　墨で汚れた彼女の顔が、俺へと迫る。

　紅の代わりに墨で塗られた唇が。

　闇やみ一色の美び貌ぼうの中で、瞳だけが爛らん々らんと輝いていた。

「ねえ、キスしましょう、御み厨くりやくん──じゃあなくて、ふふっ……」

　くすっ、と笑いながら、芝居がかった調子で、彼女は──言った。

「……キスしましょう、シンちゃん」

　また、ぞくり。背せ筋すじが冷たい。

　唇同士の距離は、時間と共に縮まっていく。そんなとき──。




「……そこまで」




　錆さびたスチール扉が、バーンッ、と勢いよく開いた。

　薄暗い廃工場内に、太陽の光と共に現れたのは……、

「サチお姉様!?」

　そうっ、サチだった！

「……九く頭ず子こ、そこまでにする。……シンちゃんを返す」






第八幕



「御ミ厨クちん、どこ連れてかれたんだろうね？」

「……まかせる。私が探す。……くんくん、くんかくんか」


──宇う佐さ美みたんぽぽ、犬いぬ神がみサチ










１






「……そこまでにする。……シンちゃんを返す」

　光を背に入ってきたサチの姿は、まるで後光が差してるかのように神々しい。

　まさに神様仏様犬神様。

　サチのことを、こんなにありがたく思える日が来るとは思わなかった。

　しかも、ここまでちょうどいいタイミングで現れるとは！

「……実は、少し前から見ていたのだけれど、しばらくの間、黙って見ていた。……なぜってエロかったので。……縛られて馬乗りされてるシンちゃん、超エロかった。すこぶるエロい。……ゲヒヒヒ、ウェヒヒヒ」

　はいはい、そんなことだろうと思ったよ。

　だが、いずれにせよ、助けにきてくれたのはありがたい…………と思ったが、よく考えてみれば、俺がこんな目に遭ってるのはサチの責任でもあるんだよな。そこまで感謝する必要ないのか。

　一方、サチから遅れて──、

「ぜぇぜぇ……犬神さんさつちん、足速い……。御ミ厨クちん、助けにきたよ……ぜぇぜぇぜぇぜぇ」

　宇佐美が、開いたスチール扉から入ってきた。お前も来てくれたのか。

　しかし『助けにきたよ』はありがたいが、お前の方が助けが必要な感じになってるぞ？　とにかく休め。呼吸整えろ。

　──ともあれ、話はサチと岩いわ井いさんの方に戻る。

「そんな、サチお姉様……。どうして、ここが!?」

「……匂いで分かった。……私はシンちゃんの匂いなら、常人の一万倍の嗅きゆう覚かくを発揮する」

　犬か。警察犬か。

　前々からヘンなヤツだとは思っていたが、やはり人間じゃなかったか。

「……こんなこともあろうかと、いつもシンちゃんの部屋のごみ箱によく捨てられてるティッシュの匂いを嗅かいでいた。……訓練のために」

　そんなことしてやがったのか!?　しかも、なにが『こんなこともあろうかと』だ。普通はこんなこと絶対ねえよ。

　……とはいえ実際起こって、こうして助けられたわけだからな。今回ばかりはサチの異常性に感謝だ。今回だけは。

「な、なるほど……。でも、場所はそれで分かったとして……お姉様たち、どうやって脱出を!?　あれはストーキングＢＯＯＫすとーきんぐぶつくに書いてあった『自力では絶対脱出不可能な縛り方』だというのに……」

　また例の〝おんなのこのためのストーキングＢＯＯＫ〟か。

　だか、確かに。

　サチも宇う佐さ美みも、ビニール紐ひもとガムテープで念入りにグルグル巻きにされていて、自力で脱出できるようには見えなかった。

　だとすれば、だれかに助けられたということか？

　しかし、だれに？　うちの家族は俺の部屋に勝手に入らないし、唯一入ってきそうな母親も、今ごろは二度寝の真っ最中だ。サチたちを見つけて助けてやれるとは思えない。

「サチお姉様、いったいだれに助けられたのです……？」

　岩いわ井いさんが疑問を口にした、まさに、ちょうどその瞬間──!!




「──私たちよ！」




　サチの入ってきたのとは別のスチール扉が、バーンと開いた。

　そして入ってきたのは長なが政まさ（姉）と、

「ぜぇっ……ぜぇっ、ぜぇっ、ぜぇっ、ぜぇっ……」

　死にそうな顔をした長政（弟）だった。

「ぜぇっ、ぜぇっ、そう、僕らが犬いぬ神がみさんたちを…………ぜぇっぜぇっぜぇっぜぇっぜぇっぜぇっぜぇっぜぇっぜぇっぜぇっぜぇっぜぇっ……」

「秋あき彦ひこ、アンタはそこで休んでなさい！」

　そうだぞ、ゆっくりしてろ。体力ないの知ってるから。がんばって走ってきてくれて感謝する。

「……冬とう子こさん、どうして、わざわざそっちの扉から？　……まさか、カッコつけるためだけに？　扉バーンってしたかったから？」

「う、うるさいわね、犬神は！　どうでもいいでしょ！　助けてやったんだから、どうでもいいことにツッコミ入れるんじゃないわよ！」

　今のやりとりはどうでもいいとして──サチたちを助けたのは長政姉弟だったのか。

　しかし、どうやって？

　紐やガムテを外すのは可能だろうが、俺の部屋のクローゼットで縛られているサチたちを、どのようにして発見したというのか？

「……シンちゃん、不思議そうな顔をしている。……さては『冬子さんたちが、どうやって私を助けたか』が気になっている？」

　そうだ。サチのクセに察しがいいな。

「……シンちゃんの疑問に答える。あれは、つい一〇分ほど前──」








○回想、シンイチの部屋




　　　　シンイチが誘拐された直後の、彼の部屋。

　　　　クローゼットの中から、ときどき『むぐー』と猿ぐつわの声が聞こえる。

　　サチ「……むぐー」

　　宇う佐さ美み「むぐーむぐーむぐー!!」


＊　　　＊



　　　　そのまま、しばらく時間経過。

　　　　だれもいない部屋で、ときどき『むぐー』と猿ぐつわの声。

　　サチ「……むぐー、むぐー」

　　宇佐美「むぐーむぐーむぐーむぐーむぐー!!」

　　　　そのうちに……天井からガタッという音。

　　　　♪ＳＥ、ガタッガタガタガタッ（天井から）

　　　　やがて天井がパカッと開いて、そこから長なが政まさ姉弟が降りてくる。

　　長政（姉）「犬いぬ神がみ、大丈夫？」

　　サチ「……むぐー」

　　　　以上、回想終わり。









「……という感じで、冬とう子こさんたちに助けられた。……シンちゃんも、あとでお礼を言っておく」

　ちょっと待て！　今の話って聞き捨てならないぞ？

「おいっ、サチ！　今の話ってどういうことだ!?」

「……どうもなにも、聞いたまんま。……私と宇佐美ンはピンチだったけど、天井裏から冬子さんたちが出てきてくれたおかげで助かった。……ありがとう冬子さん」

　いや、だから！　ちょっと待てって！

「どうして長政（姉）と長政（弟）が、天井裏から出てくるんだよ!?」

「……そこまでは知らない。それは本人たちに訊きく」

「それもそうか……。長政、なんでだよ？」

　俺が、そう訊たずねると──返事は、こう。

「ぜぇっぜぇっぜぇっぜぇっぜぇっ……」

　いや、弟の方は答えなくていい。もうちょっと休んでろ。

　姉の方の長政、なんでだよ!?

「な、なによ……。べつに、たまたまよ、たまたま！　偶然よ！　たまたま天井裏に潜んでいたら、犬いぬ神がみが縛られてクローゼットに閉じ込められてたんで助けてやっただけよ！　べつに犬神たちなんてどうなってもよかったけど、ムグムグ言ってるのが鬱うつ陶とうしかったから、それで助けてやったんだからね！　勘かん違ちがいしないでよね！」

「お前のその答え、ちょっとおかしい」

　お前、『犬神を助けただなんて恥ずかしい』みたいな照れ隠し怒りをしてるんじゃない。俺が気にしてる部分はそこじゃない。

　さっき言った『たまたま天井裏に潜んでいたら』の部分、詳しく聞かせてもらおうか。

「なんで、たまたまで、うちの天井裏に潜む？」

「だから……それは、その、秋あき彦ひこが──」

　長なが政まさ（弟）が？

「秋彦が『悪い予感がする』って言うから……それで隠れて見張ってただけなんだから！　そうよね、秋彦!?」

「ぜぇっ……ぜぇっぜぇっぜぇっ……」

「ほら、こう言ってる！」

　弟、なにも言ってないぞ？　ただゼーゼー言ってるだけだ。無理に話を振らずに休ませとけって。

　だが、自分でそう言うのなら、そうなんだろう。べつにストーキングなどではなく、本当に見張ってくれていたに違いない。

　そしてサチ曰いわく。

「……どんな理由があろうと、他人の家に勝手に入るのはよくない。……家宅侵入罪」

　お前が言うな！







　──ともあれ、だ。

「……とにかく岩いわ井いさん、シンちゃんから離れる」

「そうよ！　離してやりなさいよ！」

「ぜえっぜえっぜえっぜえっ……」

「ぜぇっぜぇっぜぇっぜぇっぜぇっぜぇっ……」

　宇う佐さ美みと長政（弟）は、もうちょっと休んでろ。

　とにかく、俺は助かったらしい。

　……と思っていた。このときまでは。

「あ、あの……サチお姉様──」

「……なあに？」

「たとえ、お姉様のお言いつけでも……それだけは聞けません！　お断りします！」

　なんだと!?

「これは、大切な儀式イニシエーシヨン……御み厨くりやくんとキスすることで、私はお姉様と同一の存在──犬いぬ神がみサチそのものになれるのです。そのためにも、御厨くんは渡せません！」

「なんで、こんなのになりたいわけよ!?」

　長なが政まさ（姉）鋭いツッコミだ。

　そうだぞ、そんなにいいものとは思えないぞ。

「普通はこんなのにだけはなりたくないと思うものよ？　こんな女にどうしてなりたいなんて思うわけよ。こんな、ダメダメなダメ女に──」

「……このっ」

　サチは、長政（姉）のスネを、ぽこっ、と蹴けった。

「痛っ!?　犬神、なにすんのよ！」

「……冬とう子こさん、言いすぎ」

　うん。俺もそう思う。こんなときだ、思っていても口には出すな。

　長政（姉）のせいで話が中断してしまったが──サチは改めて岩いわ井いさんに問う。

「……九く頭ず子こ、どうしてもダメ？」

「はい……。残念ですが……」

　岩井さんは、俺の上からゆっくりと立ち上がる。

　だが、観念したわけではない。

　彼女は一歩、また一歩とサチたちの方へと歩み寄り──、

　身構えた。

　空手なのか中国拳けん法ぽうなのか、俺は見たことのない構えであったが、しかし、それは明らかにファイティングポーズであった。

「どうしても、ダメです……」

　戦う、ということか？　しかし、こっちは縛られてる俺を抜きにしても四人。しかも一人は長政（弟）──非体力派とはいえ男子だ。どう考えても俺たちが有利なはず。にもかかわらず……、

「ぜえっぜえっぜえっぜえっ……おおおお、なんて怖おそろしい……（ブルブルゼーゼー）」

　なんだ宇う佐さ美み？　なんでゼーゼー息を切らしながら怖がっている？

「ぜえっぜえっ……あれこそは別冊少女はなやか二〇〇四年六月号付録、おんなのこのためのストーキングＢＯＯＫすとーきんぐぶつく（二〇〇四にせんよ年ねん度ど版ばん）のストーキング裏四八手、その一！　ストーカー用格闘術〝ストーキングアーツ〟！」

　またもやストーキングＢＯＯＫ！

　しかも、その一がこれなのか!?　初しよっ端ぱなから物ぶつ騒そうなストテク紹介するな！

「はふー、ぜえっぜえっぜえっ、ストーキングをしていれば、警察やストーキング対象の本妻、ライバルストーカーなど、さまざまな敵と戦う事態が起こりえます。そんなときに役に立つのが、このストーカー用格闘術ストーキングアーツなのです（ストーキングＢＯＯＫより抜粋）」

　犯罪だ！　別冊少女はなやか、今すぐ発売禁止にしろ！

「ぜえ、ぜえ……米海兵隊もストーカー用格闘技として正式採用しているという……」

　米海兵隊は、なんのためにストーカー用格闘技なんか採用してるんだ？

「しかも……ぜえっぜえっ、ぜえっぜえっぜえっぜえっ……あの構え、きっと、かなりの使い手……。みんな、気をつけて……!!　ぜえっぜえっぜえっ……」

　息を切らしたままの解説、ご苦労。

　しかし、少女漫画誌の付録で紹介されてた格闘術なんて、そんな大した強さだとは思えないが……。

「ええい、そんなのコケ脅おどしよ！」

　長なが政まさ（姉）も同じことを思ったらしい。

　この長政冬とう子こは〝王子さま（強）〟──強い方の王子様という異名に違たがわず、女子の中でも運動神経はトップクラス。その上、気も強く、子供のころから喧けん嘩かに負けたことがないという。

　そんな彼女が拳こぶしを握り、岩いわ井いさんへと襲いかかる──。

　だが、次の瞬間！

「ああっ！　長政[image: ]姉[image: ]アネマサさんが『バトルもの漫画のかませ犬キャラ』のようなやられ方を！『こないだまでライバルだったけど新たな敵の登場でかませ犬に落ちぶれたキャラ』みたいな台詞せりふを吐きながらパンチ一発で吹き飛ばされた！　……ぜえっぜえっぜえっ」

　宇う佐さ美みが俺の言いたかったことを言ってくれた。お前もたいがい『バトルもの漫画の解説役キャラ』みたいだけどな。呼吸以外は。

「う、うう……この女、強い……」

　胸元にパンチを喰くらった長政（姉）は、そのままガクッと気を失う。ホントに漫画のようだ。だが現実世界で相手を気絶させるくらいのパンチというのは、たしかに強烈な威力であったのだろう。

　岩井さんの口元が、ふふっ、と小さく微笑ほほえんだ。

「今のは、手加減しました……。この〝ストーキングアーツ〟のストーキングパンチは、本気で放てばコンクリートを砕き、熊くまをも殺します。そうストーキングＢＯＯＫすとーきんぐぶつくに書いてました……」

　いや、さすがにそれは話を盛ってると思うぞ。

　しかし、近所の不良たちは『岩井九く頭ず子この拳はコンクリートを砕き、熊をも殺す』と噂うわさしているらしいが、その噂の出元はこの技なんじゃないのか？

　なんにしても、岩井さん本当に強い。

　長政（姉）がやられた今も、こっちはサチ・宇佐美・長政（弟）と、人数的には三対一。しかし〝ストーキングアーツ〟の使い手である岩井さんには、三人がかりでも勝てる気はしなかった。

　いったい、俺たちはどうすれば……。

「……みんな、下がる」

　サチ!?

「……ここは、まかせる。……九く頭ず子こは、私が倒す」

　そう言ってサチは──身構える。

　やはり、俺の初めて見るファイティングポーズで。

「これは……サチも〝ストーキングアーツ〟を!?」

「ううん御ミ厨クちん、違うよ……ぜえぜえ、はふー……あれは、別の格闘術だよ」

　別の格闘術だと!?

「ぜえぜえ、あれは……別冊少女はなやか二〇〇三年六月号付録、おんなのこのためのストーキングＢＯＯＫすとーきんぐぶつく（二〇〇三にせんさん年ねん度ど版ばん）のストーキング四八手、その四八！　ストーカー用格闘術〝ストーキングシステマ〟！」

　二〇〇三年度版ってことは、岩いわ井いさんのより一年前のストーキングＢＯＯＫか。

「はふー……旧ソ連で開発されたストーカー用格闘術で、ＫＧＢの諜ちよう報ほう員がストーキングのときに用いたという……」

　ＫＧＢの諜報員がしてたのはストーキングとはまた違うものだと思うがな！

　だが、身構えたサチを見て、岩井さんはまた微笑ほほえんだ。

「ふふっ、二〇〇三年度版とは……。お姉様、そんな古い技術で、私に勝てるとお思いで？」













「……二〇〇四年度版だって、たった一年しか違わない」

「ええ……。でも、この〝ストーキングアーツ〟は二〇〇四年度版での初出以来、その後も毎年、四八手のその一として掲載され続けている完成された格闘術。たった一年で載らなくなった〝ストーキングシステマ〟とは、わけが違うのです！」

　それを抜きにしても、サチが不利なのは否ひ定ていできない。

　岩いわ井いさんはクラスで一番背が高く、腕力もある。

　それに比べてサチはクラスで四番目のちび。意外と体力はあるのだが、しかし岩井さんには敵かなうまい。

　このままではサチは……。

「サチ、よせ！　逃げるんだ！」

「……大丈夫、心配ない。…………やった、シンちゃんに心配された。超濡ぬれる……ウェヒヒヒ」

　サチの体が、ゆらり、と揺れた。

「……〝ストーキングシステマ〟が二〇〇三年度版にしか載っていないのは、危険な技が含まれていたから。……強さで劣っていたわけではない。

　……それに、この技術はもともと腕力のない女子が、体力に勝る男子のターゲットと戦うための格闘術。別の女にデレデレしてるのをおしおきしたり、拉ら致ち監禁したり、あるいは相手がキレて殴りかかってきた際に身を守ったり」

　お前、わりと普段からその技術活用してるよな？

「……だから私と九く頭ず子この体格差は気にならない」

　そう言って、サチはまた揺れた。

　ゆらり、と。

　風になびく柳のように。清流を泳ぐ魚のように。

　あるいは──武術を極めた、達人のように。

　サチの構えを見て、岩井さんの口元から笑みが消えた。

　きゅっ、と唇を真一文字に結びつつ──、

「さすがは、サチお姉様……。でしたら──私も、本気で！」

　構えを変える。

　拳こぶしを、より大きく振りかぶる。

　おそらく、それは一撃必殺の構え。コンクリートを砕き、熊くまを殺す。そんな必殺の気合が篭こもっていた。

　サチは、柔の拳。

　岩井さんは、剛の拳。

　お互い、これほどの気迫であれば、初弾のみで全すべての決着はつくであろう。最悪『どちらかの死』という形での決着が。

　やがて、二人は……、

「「──たあああああああああッ！」」

　叫びと共に、放った。

　サチは貫き手、岩いわ井いさんは正せい拳けんで。

　まさしく必殺──相手の命を奪わんばかりの一撃を！
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　サチ──いや、〝ストーキングシステマ〟のゆらりとした構えは、相手の攻撃をかわすための、あるいは攻撃の力を受け流すためのものであったのだろう。

　だが岩井さん──否、〝ストーキングアーツ〟の剛拳の前には、おそらくだが通用しまい。彼女の拳こぶしは、あまりにも速く、そして、あまりにも強かった。それは長なが政まさ（姉）が屠ほふられた際に理解できた。しかも今度放たれるのは、さらに強力な『本気の拳』であるという。

　その一方、サチの貫き手は岩井さんとのリーチの差を補うためのもの。岩井さんの岩石を思わす拳に比べ、小さな手のひらによる貫き手はやや頼りなく感じたが──しかし、これは『先に触れさえすれば勝てる』という自信によるものであったに違いない。

　二人の一撃は、互いへと迫る。

　一瞬──ただし、永遠とも思える、長い長い一瞬の後のち──、

「サチ─────っ！」

　俺は、叫んだ。

　二人のうち、がくり、と膝ひざをついたのはサチだった。







　俺の目には、相討ちに見えた。

　互いの一撃が、同時に──全く同じ瞬間に、互いへと命中した。そう見えた。

　サチの貫き手は、岩井さんの喉のどに。

　岩井さんの拳は、サチの左胸に。

　だが、サチのみが膝をつき、そのまま地面に倒れていく。

　決着はついた。

　ぷわっ、と舞う土つち埃ぼこり。

　岩井さんの正拳突きは、サチの左胸に深く、力強く、めりこんでいた。

　あれでは、サチは無事では済むまい。肋ろつ骨こつは何本も折れているだろう。もしかすると心臓さえ停止しているかもしれない。

「うふふふっ……ああ、なんて嬉うれしいことなんでしょう！　だって、だって──」

　岩井さんは、また笑っていた。

　今まで見たことがないほど清すが々すがしく、心の底から嬉しそうに。

「だって、大好きなサチお姉様が……こんなにお強くいらっしゃるなんて！」

　彼女は『こんな顔もできたのか』という満面の笑みを浮かべたまま、

　──かくん

　と、倒れた。

　正せい拳けん突きを放った岩いわ井いさんの方が。

　全身から力が抜けて。

　まるで、糸の切れた人形のように。

「嬉うれしい……お姉様が勝った、お姉様が勝った……!!　さすがはサチお姉様……」

　それを最後の言葉に、彼女の意識は途切れた。

　これは、サチの貫き手によるものか？

　だとすれば相討ち？　だが、岩井さんは『お姉様が勝った』と言った──。

　ちょうど、そのタイミングで、

「御み厨くりや、ほどけたよ！」

　長なが政まさ（弟）が、俺を縛っていた紐ひもとガムテープをほどいてくれた。俺は礼も言わずにサチへと駆け寄る。

「サチ！　しっかりしろ！」

「…………ううう、シンちゃん」

　サチ、意識がある！

　岩井さんの言葉通りであったらしい。勝負は、サチが勝ったのだ。

「サチ、怪け我がは大丈夫か!?　痛くないか？」

「……痛く、ない。……怪我もしてない」

「そうか、よかった……」

「…………と思ったけど、もしかすると大怪我かもしれないので、確かめる。……触って確かめる。胸のあたり──具体的には左おっぱいを」

「いや、素人が触るべきじゃない。医療機関に任せる」

「……そう言わず、触って確かめる。……というか、揉もむ。……それと心臓マッサージと人工呼吸も」

「お前、ホントは余裕あるだろ？」

　心配して損した。

　コイツ本当に無事らしい。喜ばしいことだが、けっこう意外だ。

「お前、どうして無事なんだ？」

「……どうやら、胸にこれを入れてたおかげ。……これが衝撃を防いでくれた」

　つまり、昔の映画みたいな展開か？　胸に懐かい中ちゆう時計だの銀貨だの入ってたおかげで、攻撃を防いでくれたというアレか？　そんなこと現実にあるものなんだな。

「サチ、いったい胸になにを入れていたんだ？」

「……これは、つまり──俗に言うところの、いわゆる………………………………………

……ヌーブラ（増量用大盛り）」

　……はい？　なんだって？

「……このヌーブラ（増量用大盛り）をつけていたおかげで、九く頭ず子このストーキングパンチから身を守ることができた。……これは実力ではなく単に運が良かっただけ。九頭子、貴方あなたはまさしく強と敵もだった」

「いや、無理にいい話にしなくていい。俺が気になっているのは、その──なんでお前、そんなものを？　ヌーブラ（増量用大盛り）って、前に宇う佐さ美みがつけてたやつか？」

　昨日、登校するときに『これつけてて巨乳になってるから、おんぶして』って言ってたアレだろ？

「ぜぇぜぇ……フッフッフ、実はあのとき、あたしのつけてたヌーブラは犬神さんさつちんのものだったのだー!!　犬神さんさつちんの部屋で部屋干ししてた洗せん濯たくものを、このたんぽぽ様が勝手に拝借していたのだよ」

　そうだったのか！

　じゃあ、つまり──俺の考えが正しければ、なのだが、まさか……。

「なあサチ、正直に答えてくれ。お前、ひょっとすると、もしかして──」

「…………」

「お前、ホントは巨乳じゃないな!?」

「……ちっ、バレた」

　なんという衝撃的事実！
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　薄うす々うす、おかしいとは思っていたんだ。

　サチのやつ、普段は貧乳のくせに、ときどき急に巨乳になるから。

　本人は『……いわゆる着き痩やせするタイプだから。巨乳が本来の姿。……これぞ女体の神秘』とか言っていたが──実際は、ここぞというときにコッソリとヌーブラをつけてやがったんだな!?

「……本来、ヌーブラの上にブラジャーはつけないもの。……しかし私のは擬ぎ装そう用なので、あえて上からブラジャーをつけていた。それもワイヤー入りで、かなり大きめのサイズのものを。……それも、攻撃を防げた理由の一つ。ヌーブラとブラジャー（ワイヤー入り）のダブルディフェンス」

「[image: ]ー[image: ]ー[image: ]ー!!　聞きたくない、聞きたくない！」

　うう……本物の巨乳だと思っていたのに……。

　俺は裏切られたんだ！

「……一応言っておくが、ヌーブラなしでもＤカップ弱はある。本物の『着き痩やせするタイプ』。……ただ、男子はグラビアやＡＶの見すぎでリアルおっぱいを過小に見積もる悪いクセがある。……なので、シンちゃんの持つ『Ｄカップ弱』のイメージに合わせるために、わざわざ増量していた。決して巨乳でないわけではない。……シンちゃん、聞いてる？」

「うるさい。なにも聞きたくない。もう、なにも信じられない」

　女子怖い、巨乳怖い、女子怖い、巨乳怖い。

「サチ……こないだの技、またやってくれ。記憶消すやつ」

「……ストーキング四八手、その三〝気になるアイツの乳ち首くびを眠ってるうちにコッソリ開発の術〟のこと？」

　そう。その技だ。

　乳首を開発し続けることにより、触っただけで『ひゃうんっ、らめぇ！』と記憶を消すことすら可能であるという。──実際はインチキの技で、記憶が消えたりはしないのだが、今なら本当に忘れることができそうだ。

　なぜって、俺が心から忘れたいと思っているから！

　少なくとも『忘れたことにして暮らす』ことは可能だろう。

「……分かった、シンちゃん。やってみる」

「おうっ！」

　ストーキング技で、このつらい記憶を消すことができるというのなら……。

　──気絶していた岩いわ井いさんが目覚めたのは、ちょうどそんなときのことだった。






エピローグ






「う、うう……」

「岩いわ井いさん、気づいたかい？」

「ながまさ、くん……」

　俺とサチが『巨乳が～』『記憶が～』と騒いでいる横で、長なが政まさ（弟）が目覚めた岩井さんを介かい抱ほうしていた。

「怪け我がは、ないかい？」

「う……うん、大丈夫……」

「そう、よかった。──ねえ岩井さん、さっき言っていたよね。僕らが入ってくる前に。御み厨くりやのことが許せないって。『ただ昔から顔見知りというだけで、最初っから犬いぬ神がみさんと仲良くしていて、ずるい』って」

「ええ……言ったわ……」

「僕も──最初はそう思っていたよ」

「……？」

「でもね、二人を見ていて知ったんだ。本当はそうじゃないって。あの二人は、『ただ昔から顔見知りだ』というだけで、仲良くしているんじゃない。この短い時間だけでも、何度も見ただろう？　犬神さんは、どんな目に遭おうと御厨のために行動するし──御厨も、なんだかんだ言ったって、すごく犬神さんのことを想おもっているんだ……。あの二人には、他人の立ち入れない深い絆きずながあるんだよ」

　おいおい、よしてくれ長政（弟）。

　サチとの間に深い絆だなんて……。そんなのない。ただの腐れ縁なだけだ。お前、余計なこと言わずに、自分の姉さんの介抱してろよ。長政（姉）だって気絶してるんだから。

　だが、岩井さんは真に受けたのか、

「…………」

　と黙ったまま、しばらく俯うつむき──ぽつり、と小さな声で言った。

「本当は、分かっていたの。二人の仲は裂けないって……。絆のことくらい、私にだって分かってた。席決めの日、助けられたサチお姉様はすごく嬉うれしそうだったし……それに、あのときの御厨くんは、とても格好よくて……」

　えっ？　俺が、なんだって？

「岩井さん……もしかして君も、御厨のことを？」

「ええ……」

　だから、俺がどうしたって？　もっとハッキリ言ってくれ。

　もしかして、ひょっとして……俺、まさかモテているのか!?

　岩いわ井いさんが本当に好きなのは、サチでなく──。

「……さてシンちゃん、そろそろ技をかける。ストテクの力で記憶を消す」

「い、いや、ちょっと待て！　もう少し待て！　今、長なが政まさ（弟）たちが大事な話をしているんだ！」

「……ううん、待たない。……哈ハァッ！」

　サチの突然の掌しよう底てい打だ！

　必殺の一撃が、俺に向かって放たれる。

　俺の胸に。心臓近くに。

「……これぞストーキング四八手、その三〝気になるアイツの乳ち首くびを眠ってるうちにコッソリ開発の術〟。技を極めることで快感のあまり、記憶を消すことすらも可能」

「ひゃうううんっ、らめぇええっ!?」

　技の威力で、俺は意識を失った。

　これで本日二度目の気絶だ。







　そして、たぶん五分くらいあと──。

「……シンちゃん、そろそろ起きる」

「お、おう……」

　サチに起こされ、俺は目覚めた。

　記憶というのは、都合よく消せたりしないものらしい。気絶前のことは一つ残らず憶おぼえていた。だが、

「うう、思い出せない……。頭が痛──くはないが、なぜか乳首がムズムズする。俺になにが起ったんだ……？」

　一応、忘れたフリをした。

　前回と同じだ。

「妙な夢を見ていた気がする……。みんながとんでもない衝撃発言をして、今まで信じていたことが全すべてひっくり返ってしまうような──そんな、ひどい夢を……」

「……それは夢。気にする必要はない。……人間というものは、たまにそういう悪い夢を見る。真実のふりをした悪夢を。でも、真実だからといって価値があるとは限らない。……嘘うそだとしても、真実と同等か、あるいはそれ以上に価値を持つものもある」

　いいや、賛同しかねる！

　その『嘘だとしても、真実と同等か、あるいはそれ以上に価値を持つもの』というのはお前の胸の話だろ？　お前の巨乳がヌーブラで増量していたものでも、本物巨乳と同じか、それ以上の価値があると思えってことか？　図ずう々ずうしい。

「……真実に目覚めることで、それまで持っていたものを失ってしまう場合もある。……それに、念を押しておくと──シンちゃんはモテない。勘かん違ちがいしたり、欲張ったりしてはいけない」

「嫌なことを念押ししやがるな？　はいはい分かった、分かったよ」

　そうだな。お前が正しいかもな。

　勘違いして欲張ったせいで──『岩いわ井いさんにモテているんじゃ？』と欲張ったせいで、今まで通りの人間関係が失われてしまうかもしれない。

　それはきっと、とても寂しいことだろう。

　胸のことは許しがたいが、忘れたってことにしといてやるよ。

「しかしサチ、お前、まさか──」

　今の前後の文脈からして──もしかして俺が記憶失くしてないって分かっている？

　それも、前回も記憶消えてないってことまで？

「……なあに、シンちゃん？」

「い、いや、なんでもない……」

　あまり深く考えるのはやめておこう。きっと、これも『真実と同等か、あるいはそれ以上に価値を持つ嘘うそ』の一つだ。

　だから、ハッキリと断言できることは、ただ一つ──。




　相変わらず、俺はヤンデレにさえモテてない。





エピローグ　その二








○廃工場




　　　　時間、少しだけ前後（シンイチが気絶している間の出来事）。

　　長なが政まさ（姉）「さて、と──」

　　　　長政（姉）、いつの間にか目覚めていた。

　　長政（弟）「姉さん、起きてたのかい？」

　　長政（姉）「ええ、さっきからね。なんか盛り上がってたから、空気読んで起きてないフリしてたのよ。それよりも──岩いわ井いさん、教えてくれるかい？」

　　　　長政（姉）、途中から急に王子様口調に。

　　九く頭ず子こ「な……なにをです？」

　　長政（姉）「君をそそのかした『あの人たち』のことさ（第七幕参照）。ずっと悪い予感がしていたんだ。密ひそかに情報が入ってたからね。君の言ってる人たちは、あの子たちのことなんだろう？　すなわち──」







○薄暗い部屋（空き教室）




　　　　シーン変わって学校の空き教室。電気が点ついてないため薄暗い。

　　　　そんな中で一〇名近くの女生徒たちが、輪になって話をしていた。

　　女生徒Ａ「岩いわ井い九く頭ず子こがやられたみたいよ？」

　　女生徒Ｂ「ふふっ、でも彼女は刺客の中では一番の小物。気にする必要ないわ」

　　女生徒Ｃ「でも、さすがは〝貞さだ子こさん〟犬いぬ神がみサチ。元もと木きさんと林はやしくんのようにはいかないわね……」

　　　　ざわめく女生徒たち。

　　　　議長が、コーンコーン、と木き槌づちを鳴らす。

　　山やま田ださん「静粛に……。皆さん、はしたなくってよ？」

　　　　しん、と静まり返る一同。

　　山田さん「それでは我々は引き続き『危険分子である御み厨くりやシンイチを排除し、犬神サチと長なが政まさ冬とう子こを仲直りさせること』を当面の活動とします。全ては、我らロッジ１０４４──『男女間カップルの成立を妨害する秘密結社』のために！」

　　女生徒たち「『男女間カップルの成立を妨害する秘密結社』のために！」







あとがき







　やあ皆様、最近も病んでますか？（←挨あい拶さつ）

　ご無ぶ沙さ汰たをしております、伊い藤とうヒロです。最近、近所の古本屋さんで、自分のサイン本を買いました。税込み二〇〇円で。なんとなくトクした気分です。だれだ売ったヤツ!?

　そんなこんなで二巻です。一巻に引き続き、アレな感じのラブコメです。新キャラも登場です。やはりアレな子です。一巻では背が低めな子が多かったので、ちょっと背を高めにして平均身長のバランスをとってます。いいよね、こういう子。

　さて、そろそろ関係者各位に感謝の言葉を。

　ゆき恵え先生、素敵なイラストありがとうございます。それから担当さんもありがとうございます。あと、前回お礼を言い忘れてたのですが、デザイナーの方、ありがとうございます。この本のデザイン、たいへんいいセンスでありがたいです。

　最後にこの本を手に取ってくださった皆様、ありがとうございます。

　それでは、また次回お会いいたしましょう。









　著者

　伊藤ヒロ（いとう・ひろ）

　　ライトノベルにゲームにアニメと、マルチに活躍中の小説家兼フリーライター。代表作はライトノベル「魔王が家賃を払ってくれない」「魔法少女禁止法」など。

　　最近は、資料としてヌーブラを購入しようか悩み中。ふうん、けっこう安いんだな……。







　イラスト

　ゆき恵（ゆきえ）

　　広島県出身、11月生まれのＯ型。

　　最近は布団に入ってもヒンヤリしてて、なかなか寝づらい季節になってきました。

　　シンイチみたいにヤンデレ美少女が布団を温めてくれる生活が羨ましいですね……。
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発行日　　　2013年12月31日　初版第一刷発行
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品は縦書きでレイアウトされています。











また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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